










































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















イラスト／宇都宮つみれ（まどそふと）
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　この世には、事実であっても信じられないこと、というものが存在する。




　たとえば、世間様を騒がせているブラック企業が、実は社員にとっていい会社とか。

　たとえば、激安価格で学生御ご用よう達たしのレストランが、実はいい材料を使っているとか。

　たとえば、発言が常に注目される超有名業界人が、実は何の実績もなかったりとか。




　大体こういった事象が起こるのは、「そうあってほしい」と願う人々の先入観が原因であって、それらを取り払ってフラットに考えてみれば、ごく当たり前の納得のいく話というのがほとんどの事例で確認できる。

　ブラック企業と一口に言ってもそれが労働時間の問題なのか職場環境の問題なのか、はたまた業種そのものの問題なのかによっても意味合いが変わってくる。

　外食産業で値段を安くできるのは仕入れ業者に圧力をかけている場合もあるが、一括で買い上げて原価を抑えたり、現地に専用の工場を建ててコストを下げている場合も多く見られる。

　そして超有名業界人がやたらと多く発言をしている場合、それはほとんどの場合、ヒマを持て余しているだけなのが現実だ。現場で忙しくしている業界人はヒマなわけがないので、つまりは……そういうことだ。

　前置きが長くなってしまったが、皆様が想像する以上に「実はそうだったのか」と思える事実が、この世の中にはたくさんあるのだ。




　その上で、俺の話を聞いてもらおう。

　今、異世界ものと呼ばれる物語が流は行やっている。

　そんな中、俺はその異世界ものの主人公となってしまった。

　異世界には超わかりやすく西洋ファンタジー的な世界が広がっており、様々な種族が暮らし、都合のいいところだけ現代日本と共通点があり、そして当然のように美少女たちが数多くいた。

　俺はその世界に、「とある事故」をきっかけにして現世からただ一人だけ飛ばされ、気がつけばある仕事を与えられて、美少女たちとともにチームを組み、日夜その仕事に取り組んでいる──。




　はい、ここで問題です。

　この俺に与えられた仕事とは、一体何でしょうか。




　普通に考えれば、魔王様とか邪神様が現れてイタいことを繰り返してるから、なぜか能力を持っているおまえががんばって世界を救ってくるんだぞっていう「冒険者」か、もしくは商才に長たけていることから、つぶれかけた○○屋のいたいけな一人娘を救うべく立ち上がった「商人」か、はたまた現世では嫌々続けていた実家の料理店でのシェフとしての腕前を見込まれて、王宮専属（なぜかだいたい姫専属になる）の「料理人」か、まあそんなとこなんじゃないかと思う。俺もそうありたかった。

　しかし、だ。

　世の中には本当に、なんでそんなことになるの、というあまりに悲しい巡り合わせというものがたくさんある。ありすぎて嫌になるくらいだ。そしてそれは、ここ剣と魔法のファンタジー世界、フェアリーフにおいても存在するのだ。悲しいことに。




「シュン、シュン……どうしたんですか、ずっとブツブツ文句を言い続けてますが、何かまた悪いことでもあったのでしょうか」

「んあ、モニカか……いや、なんでもないよ」

　先程から延々と愚ぐ痴ちばかり垂れていた俺の真横には、不安そうな顔をした青髪のメイドさんがいた。頭には本物の猫耳が付いている。

　設定だけ並べ立てれば、それがいかに現実離れしたものであるかよくわかると思う。

　ああ、ファンタジーの住人なんだなって、意識を遠いところへ運んでくれるような、まさに異世界の空気を味わわせてくれる子だって。

　しかし。

「あの……そろそろサイトの更新時間です。すごくやりにくいのはわかっていますが……どうかその、更新をお願いします」

　彼女が口にしたのは、クッソ現実的で、金曜の二十時ぐらいに末広町辺りのメーカーで広報がせっつかれるときによく使われている言葉だった。

「……ああわかった、じゃあやっておくよ」

　ため息交じりに応えると、

「はい、よろしくお願いします……先程、流通さんからも連絡がありましたので」

　最後に恐ろしい言葉を残して、モニカは音もなく部屋から去っていった。

「ドラゴンが襲ってきたとか、ゴブリンの集団がとか、そういうのってもう一生、縁がないのかな……」

　俺は頭をかきむしりつつ、年代物の木の机に置かれた羽根ペン……ではなく、プラスチック製のキーボードを、ガシャガシャと叩き始めたのだった。





　　　　◇






　俺、久く保ぼ俊とし徳のり二十三歳は困っていた。今作っているゲームの発売延期告知を今からするのだが、それ以前のことについて大変困っていた。

　まず前提となる話をしておこう。

　俺は今『えいえんソフト』という美少女ゲームブランドの代表を務めている。現世の頃の記憶などではない。異世界にいる今、そこにあるブランドで、しかも設立したのも俺自身だ。

　そのえいえんソフトは、聖地秋葉原にほど近いところにある。それは事実だし、さして変わったこととも思えないだろう。秋葉原が街ごと「異世界召しよう喚かん」されていなければ、だが。

　俗にこの世界で「秋葉原異変」と呼ばれる事件により、どういうわけか、ファンタジー世界のフェアリーフに、俺が元々いた秋葉原の街がそっくりそのまま転移してしまった。そして俺はその異変に巻き込まれる形で、なんとも腑ふに落ちない異世界召喚をされる羽目になった。




　そして数年が経ち、すっかりこっちの生活に慣れた俺は、なぜか異世界の住人たちをメインスタッフにして美少女ゲームを作っている。




　秋葉原の転移により、異世界へ一気になだれこんだアキバ文化は、停滞していた異世界の文化に革命とも言える変化を生んだ。

　そして、いつしか自分たちでもそうしたゲームを作ろう、という機運が高まったことを受け、国王からの特命により専門の会社が作られ、その所属ブランドとして俺たちの会社が立ち上がった。ただ一人存在する現世からの召喚者（俺）が率いる、純異世界産のゲームソフト──。立ち上げ当初は、大変華やかだったのを覚えている。

　しかし、現在に至ってもまだそのゲームは発売されていない。

　えいえんソフトという冗談のような名前の通り、えいえんに発売されないのではという説がまことしやかに囁ささやかれるほど、危機的状況にある。

　何より、大問題となっているのは人材の枯こ渇かつっぷりだ。

　弊社には、気はいいけれど困った人材しかいないという定評がある。バストアップしか描けない原画家、恋愛シーンになると過剰に発情する声優（こいつがさっきのメイド服を着たモニカだ）、表計算ソフトのマクロしか作れないプログラマー。あとは正社員じゃないけれど、なぜか召喚士とドラゴンハーフまでいたりする。

　大変悲しいことに、戦力は大変乏しい。

　仕事を回していくには人員が必要で、人員を得るためには広く求人を告知しなければいけない。そのために就職情報のサイトや雑誌があるのであり、ハローワークだってある。

　でもそれがオタク業界の求人の場合、難易度がいきなり跳ね上がる。公式サイトに載せたりＳＮＳで拡散したり、コネに頼ったり……。そうやっても、なかなかこちらの希望する人材に出会えないのが現実だ。

　そう、人材を呼ぶというのは大変に難しいことなのだ。ましてやそれが、今みんなが普通に暮らしている現世ではなく、魔物やらファンタジー的異種族やらが混在する異世界だったならば、なおさらである。




　俺は困っていた。なんとかしてこの状況を打破する必要があった。

　そして、禁断の秘技を思いついた。




　異世界に人材がいないのならば、現世から召喚すればいい。ちょうど現世での仕事に不満を持っているクリエイターを、無作為に喚よんできてヘルプスタッフとして仕事を依頼しよう。そうすれば、この人材不足も解消されるに違いない、と。

　召喚術の名前は決めてあった。俺が元いた世界でも、人材募集の秘技として広く知られていた名前だった。

「よし、やるぞ……リクルート召喚だ!!」




　これは、ある日突然異世界に召喚されたクリエイターと、力不足の異種族クリエイターたちが織りなす、九割九分九厘りんの笑いと残り一厘ぐらいの愛と涙の物語である──。
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　こんにちは、『えいえんソフト』です。

　現在制作中のタイトルにつきまして、再延期のお知らせをいたします。お待たせしている皆さまには深くお詫び申し上げると共に、いつもご声援をいただいていることに心から御礼を申し上げます。

　なお今回の延期につきましては、プログラム工程における致命的なミスが原因であり、ゲーム本編に関する理由ではございません。何卒ご了承くださいませ。

　今後とも『えいえんソフト』を応援のほどよろしくお願いいたします。




　無表情のままにキーボードを叩き、タグを付けて保存をクリックする。

　ＨＴＭＬファイルをサーバにアップし、更新したことを知らせるつぶやきをＳＮＳにアップすると、途端に通知がピコピコと鳴り出した。

　──またですか

　──もう待てません

　──延期の仕方だけ堂どうに入いってきましたね

　──給料をプレス工場の人にあげたらいいのでは

　──今、予約キャンセルしました。二度と予約はしません

　容赦のないリプライが通知欄を埋め尽くす。

　俺はスマホの画面を無感情な顔で見つめながら、

「ま、そーなるよな……」

　うなずきつつ、仕事にならないので通知を切った。

　美少女ゲーム制作ブランド『えいえんソフト』。

　明らかに名前負けなブランド名を持つこの制作会社は、現在……いや、過去も現在もそして多分未来も、いつもピンチに陥っていた。

　ずっと楽しいゲームを作りたいと願って付けられたはずのブランド名は、いつしか永遠にゲームが発売されないメーカーと揶や揄ゆされる原因となった。不ふ甲が斐いなさを感じることも……最近ではさすがに薄れつつあった。これだけ発売延期を繰り返していると、さすがに感覚が麻ま痺ひしてきてしまう。

　俺はその延期に関する文章を考えて、サイト更新をかける仕事についていた。いや、正確にはもっと他の仕事もあるのだけれど、当面この仕事しかなかったので、すごく厳密に言うと、この仕事しかなかった。

　そろそろ延期理由のネタも尽きてきたし、スタッフからアイデアを募つのるかと思っていたその時、

「あ、あの……」

　開いたドアをノックして、女の子がひょこっと顔を出した。

　会社の俺の部屋は基本いつもドアを開けている。いつも緊張してドアを開けられないという謎の要望に応えた結果なのだけれど、その要望を出した本人がやってきた。

「ああモニカ、何かあったのか？」

　声をかけると、モニカと呼ばれた少女は、

「はい、えっと……さっきの更新に関してメールをいただきまして。その対応をシュンに聞きたいなって」

　シュンというのは俺のことだ。だけど、俺の名前はシュンじゃない。

　それについてはまた後で話すこととして、

「あークレーム対応か……わかった、内容を教えて」

「わかりました。一通目は……王都在住の方からで、『発売延期の理由がいつも非現実的で、本当の理由なのかどうか疑わしい。僕は法律に詳しいから、いつでも君たちを訴えることができる……』というものです」

「ご希望に添えず申し訳ございません、今後とも鋭意努力いたしますので何卒よろしくお願いいたします、って返して」

「でも、この人訴えるって……」

「本当に訴える気のある人はそもそもメールに書かないよ。じゃあ次」

「はい、こちらは南なん域いきの方です。『また延期か！　今度わたしのレビューサイトで酷評しますから楽しみにしていてくださいねｗ』だそうです」

「ＳＮＳ全盛期にレビューサイトか……まあいいや、ご指導いただきありがとうございます、って返しておいて。次」

「『こういう謎の延期が続くからには、代表には責任をとって代わってもらうべきだ、スタッフはみんな声を上げろ！』という……」

「俺、誰かと交代していい？」

　聞くと、ふるふると小刻みに顔を横に振って、

「シュンがいなくなったら……わたし、死にます……」

　それはちょっとマジでいなくなるわけにいかんなと思いつつ、

「とりあえず、返信には『貴重なご意見ありがとうございます、弊社としても参考にいたします』で」

「は、はいぃ、じゃあお返ししてきますね……」

　モニカはペコペコと頭を下げて、ぱたぱたとスリッパを鳴らして走っていった。

　このモニカを始めとして、うちのスタッフはみんな俺のことを信頼している。だからまずもってクーデターなんか起きようもないし、むしろ起こすぐらいの気力があってほしいと思うのだけれど、一向にそんな様子は見受けられない。

　信頼じゃなくてただの依存じゃないかとも思うが、まあその辺は考え出すと悲しくなるので深くは考えないことにする。

「さてと……じゃあ声を上げないスタッフの様子でも見るか」

　この仕事をするようになって慢性的に凝るようになった肩を回しながら、部屋を出て開発室へと向かった。

　石で造られた建物に、年月を経た木組みの梁や柱。その辺に転がっている剣や盾はまごうことなき本物であり、窓から見た外の光景は、いわゆる異世界ファンタジーそのものだ。

　その中にあって、俺──久く保ぼ俊とし徳のりは、現代日本で生まれ育ったごく普通の人間だった。唯一、このファンタジー世界へ飛ばされたという点を除いては。





　　　　◇






　精霊と魔法の国、フェアリーフ。

　ここでは長い間、人間と異種族、そして魔物との間で戦が繰り返されていた。その歴史を今ここでは語らないが、「いろいろあって」条約が結ばれ、百数十年にわたる平和な時代が訪れていた。

　現代の世界が電気を発見しエネルギーとしたのと同じく、彼らは魔法、魔力をエネルギー源として使っていた。そして条約が結ばれ平和になると、魔力の用途は格段に広がりをみせ、途端に全世界的な魔力不足へと繋つながっていった。

　そこで彼らは、種族間を超えて魔力が増幅・永久的に補充されるシステムを作ろうと試み、大きな実験を執り行うこととなった。わかりやすく言えば、でかい発電所を世界の共有財産として作ろうという計画だった。実際、これが成功すれば、向こう数百年の魔力不足は解消できるという算段になっていた。

　しかしその結果、実験は大規模な事故を引き起こした。幸いにして死者や負傷者はなかったものの、制御しきれない魔力が辺りに拡散し、強大な魔力を呼び寄せようとしていた力がものの見事に暴走した。

　まったく別の世界のものを召喚してしまうというその力は、別の世界に存在するひとつの街を、丸ごとフェアリーフに「持ってきて」しまったのだった。




　元々の俺たちの世界は、その「街」を、秋葉原と呼んでいた。




　秋葉原が街ごと転移し、フェアリーフの辺境にある魔法実験場へ突如として現れた。砂漠の真ん中に突如としてできた異世界の街に、当然ながら調査隊が複数送られ、街の隅々まで徹底的に調べられた。

　様々な文化的発見に皆が心を躍らせる中、調査隊の一人がレモンブックス秋葉原一号店のトイレを覗いた瞬間、大きな声を張り上げた。

「ひっ……人がいます！　転移してきたと思われる人間を発見しました!!」

　その、秋葉原と共に唯一転移してきた人間こそが、俺だったというわけだ。





　　　　◇






「あれからもうしばらく経つんだよなー」

　他ひ人と事ごとのようにつぶやきながら、俺はそこらに転がるポーションやらエーテルやらの瓶をビニール袋にガチャガチャと放り込んでいく。住めば都、というけれど、自分のこの適応能力の高さだけは、人に誇ってもいいんじゃないかと思う。

　最初の一年は、あれやこれや調べられた挙げ句、フェアリーフの各種メディアに取り上げられ、時の人としていろんなところへ引き回された。

　しばらくするとやっと騒動も収まり、俺はなんとかして元の世界に戻れないか、いろいろと魔法学者の大先生たちと話をした。結果、どうも今の魔法技術では確実に「これ」という方法がないとわかり、俺はあっさりと諦めた。どうせ、元の世界でいいこともなかったし、親兄弟は死に別れて悲しむ人もいやしなかった。

　そこから、どうして異世界に来てまで美少女ゲームを作っているのかについては、今のところ説明を省略しておく。どうせどこかでいやというほど語る時が来るはずだから。

　廊下の掃除を終えると、俺は袋を片手に開発室のドアを開けた。ギイ……ときしむ音と共に、どんよりした空気が身体を包んだ。

「あ、おつかれさまです……」

　モニカが俺の顔を見てペコッと頭を下げた。

　その頭には、作り物ではない猫耳が二つ、ぴょこっと並んでいる。

　ヴァンダレイ・モニカ。姓がヴァンダレイで名がモニカ。かわいらしい猫耳が生えている以外は、人間とまったく変わらない容姿を持っている獣人の少女だ。

「モニカ、ひとつ質問がある」

「は、はい……なんでしょうか」

「モニカが来たときから、これはあったのか？」

　モニカはコクンとうなずくと、すぐ近くの床を指さした。

　木製の床には、水牛の革でできた寝袋が転がっていた。そこには誰かが寝ていると思われる形跡があったが、俺はもう、その状況だけですべてを把握してしまった。

「……ああ、もうわかった。じゃあモニカは広報作業を続けてくれ」

「わかりました……」

　モニカはふたたびコクンとうなずくと、カチャカチャとキーボードを叩き始めた。

　彼女は元々、声優としてうちのメーカーに入った。しかし、他人と話すのが不得意な上に極度の人見知りということでメイン級の役は与えられず、仕方なく事務員としても働くことになったのだった。

　彼女は俺のことをシュンと呼ぶ。それは俺の名前である俊徳の「とし」を、初見で「しゅん」と読んでしまったことが理由だった。思い込みが激しい彼女は、初見での情報がかなり強く頭に残ってしまうらしく、俺がいくら「としのり」だと言ってもずっと間違えていたので、じゃあもうシュンでいいや、ってことになったのだった。

「あ、あの……シュン」

　いつの間にか近づいてきたモニカが、俺の服の裾すそをつかんで申し訳なさそうな顔をした。

「この服……いつまで着ていればいいんですか……？　その、スカートが短くて、とても恥ずかしいんです……」

　彼女はそう言って、通常より短めのスカートの裾をキュッと握りしめ、赤面した。

　モニカは人見知りするだけではなく、異常なまでの恥ずかしがり屋だった。

　なので、その性格を少しでも前向きにしようと、比較的露出度の高い格好で過ごせばいいと、スタッフからのアイデアでミニスカメイド服を着せられたのだけれど。

「外を歩いてても……すごく見られるんです。特に男の人から……」

　んー、まあこのかわいい子がこんな格好してたら、そりゃ見られるだろうけど。

　でも、その視線に慣れるってのも、人前で仕事をするための第一歩だろうしなあ。なにより、モニカはこの職場における花でもあるし。

「いや、まだダメだ」

　ここは（個人的願望も含めて）心を鬼にして、申し出を断ることにした。
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「ふええっ……」

　モニカは目を潤ませて俺に抗議の視線を送る。

　あまりにその顔がいじらしくて折れそうになったが、

「モニカ、俺もそして他の連中も、好きでこういうことをさせてるんじゃないんだぞ」

「……はい、それはわかっています……」

「それに、モニカはこういう格好が似合うし、かわいいんだから、もっと自信を持つんだ。声優の仕事、したいんだろ？」

「も、もちろんです……！　とっても、したいです……」

「だったら、がんばって恥ずかしがらず人前に出られるようにならなきゃな。このメイド服にしたって、その一環だと思えばつらくないだろ？」

　自分で言っていてもなかなかの詭き弁べんというか、はっきり言って無茶苦茶な理屈だと思ったけれど、

「わかりましたっ……」

　モニカは口元をキュッと引き締めて、勢いよくうなずいたのだった。

（まあ頼むよ、おまえがここでかわいくいてくれないと、いろいろとこの職場ではバランスが取れないんだ）

　俺は内心でモニカを拝むと、さっき視界の外へ追いやっていた、革製の寝袋を見つめた。時折聞こえてくるうめき声に思わず頭が痛くなる。

「さーて、こいつをなんとかしなきゃな」
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　ひとまず横を向いていた寝袋を、足で転がして天井に向けた。

　長くてなめらかな金髪、しかも容姿端麗。陶器のようななめらかな肌は、芸術品を思わせる美しさだ。

　その美貌の持ち主は今、目の前でよだれをたらし、口を開けたまま寝ていた。

「う～～～ん……おっちゃ～ん、これサワーじゃないよ、ぜーんぜんアルコエーテル入ってないよお、それってジュースじゃんジュース……うへっ、えへへへ……」

　しかも寝言付きだ。

　笑顔なところをみると、夢の中では随分とお楽しみになっているのだろう。

　アイリス・オーカワ。なんかホームセンターにいそうな名前だが、れっきとしたエルフの血を引いた少女だ。ただし、人間である父の血を濃く受け継いだらしく、あの象徴的なエルフの長い耳は、彼女には備わらなかった。

　なので彼女は毎日、耳を紐でベッドの支柱にくくりつけた洗濯ばさみで引っ張りながら寝るという涙ぐましい努力を続けている。容姿端麗ながらも耳が短いがために「なんか物足りない」と言われた悲しさは、彼女に強いコンプレックスを与えたらしい。

　その点については不ふ憫びんに思うもの、だからといって事務所でこうまで豪快にゴロ寝している状況を許すわけにもいかない。

「アイリス、起きろ。ただでさえアレな脳みそがさらに腐るぞ」

　とりあえず身体を揺すって起こすと、

「うう……ゆらさないで……おねがい……パトリック」

　ちなみにこいつも、俺のことをまともな名前で呼ばない。「としのり」が言いにくかったらしく、ちょうどその時に見ていた西洋ドラマの主人公の名前を拝借し、俺の呼び名をパトリックとしたそうだ。名前の存在意義を根底から問い直す必要がありそうだ。

　声を無視して、揺らし続けていると、

「パトリック……水……水を……ぎもぢわるいの……」

　仕方なく、近場にあったまだ封の開いていない水を横に置いてやると、アイリスは這いずるようにして寝袋から姿を現した。事情をまったく知らない人がこの場面を見ていたら、ホラーか何かと勘違いされてもおかしくないな……。

「んっ……んっ……ぷはー！　あー、生き返るわね」

　一気に水を半分以上飲み、先ほどまで顔色も吐息も青色だった美少女はぐっと両腕を伸ばす。

「十五時だ。もう太陽が沈みかけてるぞ。昨日何時に寝たんだ？」

　仮に彼女が朝まで作業していたのだったら、この時間まで寝ていたとしても仕方がない。そういうことはこの業界において多々あるからだ。

　麗しい美少女は、その容姿に似合わないおおあくびをして頭をかくと、

「えっとね、たぶん午後十時ぐらい？」

「寝過ぎだろ！　半日以上寝てるじゃねえか……」

　ため息と共に呆れの言葉を吐く。

「いやーそれほどでも」

　照れ笑いを浮かべるアイリス。照れるような場面じゃないだろ。どういう思考回路でその表情を導き出したんだ？

「いやいや、あたしはがんばろうと思ったのよ？　なんだったらもう一晩中作業してやるぞーって。だから、手当たり次第にポーションを買って、ガンガン飲みまくって、これでもう何も怖いものはないってね」

　あの散乱していたポーションはこいつのだったのか……。

「ただ……ちょっと誤算だったの」

「何がだ？」

「ポーションって飲み過ぎると気持ち悪くなるのね……うっぷ」

「当たり前だ！」

「おかしいなぁ……内臓ってアルコエーテルで耐性がつくように鍛えられるんじゃないの？」

「あれだけの量のポーションを一気飲みしたら誰でも身体を壊すわ。それにアイリスの普段の飲み方って鍛えるというより痛めつけてる感じだろ」

「へーきですー。あたしのオリハルコンの胃袋なめないでくださいー」

　別にそんな誇るようなことでもないと思うんだが。

「まずは胃袋よりも先に鍛えないといけないところがあるだろ。頭とか、耳とか！」

「あいだだあだあだだっ！　ちょっとパトリック、耳！　耳引っ張らないでよ!!」

「うるさい！　ちょっとでも伸ばしたいんだからいいだろ！」

「ちゃんとした方向に伸ばさないとダメなんだって！　あんた、エルフ耳養成ギプスの取説読んだことあんの!?　ミリ単位で角度とか調整してるんだからね！」

　おそらく怪しげな通販にだまされたんだろうな……。

　うさんくさいギプスはともかく。俺はとりあえず耳から手を離した。

「とりあえず、さっさと体調を戻して、仕事を進めてくれよ。頼まれてた下請け仕事、まだ残ってんだろ枚数」

　アイリスは耳をいたわりながら、

「わーったわよ……ていうか別にもう復活してるし、すぐにでも働けるし」

「ホントか？　どう見ても今すぐ死にますって顔してるんだが」

「はーん、見くびってもらっちゃ困りますね。ポーションごときにやられるあたしではないわ！　あたしがどれだけ強靭な内臓を持っているか、ここでハッキリと……！」

　アイリスは颯爽と立ち上がった。本人的には。

　客観的に見ると、それはろうそくの火の最後のきらめきというか、もしくは最後に残された力を振り絞って、というべきなのだろうか。

　ともあれ、

「あ……れ……うっ、うううっ……」

　立ち上がって早々に顔を青くしたアイリスは、眉み間けんに皺しわを寄せると、

「うっ、うぐっ……ぐぅぉ、ぐろえっぷ」

　明らかに声を怪しくし、身体を左右にゆらめかせ始めた。

「お、おまえ、ＰＣの前で吐くなよ！　さすがにそれやったら減給じゃきかねえぞ！」

「わ、わかってるわよ……お、おおっ、おおおおっ……ぶっ！」

　アイリスは両手で口を押さえると、ドタドタとトイレへ駆け込んだ。

「うっ、うろろろろろろろろろろ、おげええええええええええ」

　ド迫力のゲロ吐き声と共に、アイリスはトイレの藻屑と消えた。

　これがかわいいエルフ少女のやることだろうか。俺のイメージでは、森の湖畔で竪たて琴ごとを奏でながら、人類の愚かな争いに心を痛め真珠の涙を流す……的な感じだったのだが、

「居酒屋のカウンターでクダを巻きながら、仕事上の愚かな争いに心を病んで胃の中のつまみをトイレに流す、なんだよなあ」

　イメージと内実は違う、ってことはどの世界にも山ほどあることだけど、ここまで極端な例だと苦笑しかなかった。

「あ、あの……シュン……」

　おれが理想と現実の狭間で悩んでいると、モニカが、

「また新しいメールが。僕の考えた最強のスタッフって書いてあって、今すぐ座組みをこれに変更しろって……」

「そのスタッフを雇う金をくださいって返しておいて……」

　頭痛がやむ気配がない。この世界には救いがないんだろうか。

「おはようございます」

　頭を抱えた俺の前に、爽やかな雰囲気で制服姿の少女が現れた。
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　黒髪ロング、チャコールグレーのブレザーに赤いリボン、チェックのスカートという王道美少女のスタイルにふさわしく、顔のパーツもきれいに整っている。

　名前を水みな瀬せあかりという。超有名ゲームヒロインからそれぞれ名字と名前を引っこ抜いた感じのこの少女は、見た目だけなら立派に名前負けしない要素を誇っていた。

「はあ……、だるいなあ。仕事したくないなあ」

　だけどこいつも、内面はいろいろとアレでソレだった。出社して開口一番にこんなことを言ってこられても、こちらとしては「はあ、さいですか」ぐらいしか言うことがない。

「あ、小こ久く保ぼくんおはよう。どうしたの、頭抱えちゃって」

　そしてこいつも俺をまともに呼ばない。名字の久保の前に、その日の気分で大中小を付けて呼んでくる。大おお久く保ぼは上機嫌、中なか久く保ぼは普通、そして小久保は不機嫌。つまり今日はあまり虫の居所がよくないか、もしくは倦けん怠たい感かんに包まれているかのどちらかだと思われる。

「俺は久保だ。そしてお前はなんでこんな時間に出社してきてるんだ」

　あかりは壁にかけられた時計を見ると、

「十五時でしょ。全然ＯＫでしょう、別に今、急いで進める仕事もないし」

「それは下請けの仕事だろうが。肝心の弊社のゲームを作らないことには俺たちの収入が先細るだけなんだぞ」

「いいじゃない、飢えなければ特に問題もないし。何より線画を描こうにも指定もないしね」

「……まあ、そうなんだけど」

「あれ？　そういやアイ子は？」

　アイ子というのは、あかり独自のアイリスの呼び方だ。こいつは俺以外の人間もカジュアルにニックネームで呼ぶ。

「そこにあるポーションの飲み過ぎで体調不良。さっきトイレで吐いてたから、仮眠室にでも転がり込んだんだろう」

　あかりは片隅にまとめられたポーションの空き瓶を見るとため息をこぼした。

「……そりゃ、トイレとお友達になるよねっていう」

「あいつのアルコエーテルの摂取量減らすってミーティングで話したから、二日酔いで動けないって事態は減るはずだったんだが……まさかまた新しい方法で体調を崩してくるとはな」

「ま、多少は入っちゃってるとは思うわよ」

「何？」

「だって、そこのポーション、アイ子が自分でこれは蒸留式アルコエーテルを割るのに最適なポーションなのって言って前に見繕ってきたやつだから、どうせ割って飲んでるわよ」

　頭痛が再発しそうだった。あいつ、席に戻ってきたらまた耳引っ張ってやる。

「アイ子がいないんじゃ、塗りのチェックとかもできないんだけど、とりあえず待機ってことでいい？」

「……ああ、あいつが戻ってきたらチェックしてくれ」

「了解」

　あかりは事もなげに言うと、デスクの前に座って付けっぱなしのブラウザを開いた。

「ふふっ、この人また変な物買ってるわ」

　そしてＳＮＳで定期的に通販レビューをしている人のつぶやきを見て、ケタケタと笑っている。

　あかりは原画担当、そしてアイリスは彩色担当だ。

　ゲームを作る上で、この二人はとても大切なポジションにいる。どちらが欠けても成り立たないというぐらいに重要なのだけれど、今は揃って別の会社の下請け業務を行っている。

　そう、実はゲーム制作における最も重要な、すべての設計にあたる部分がうちのメーカーには欠落しているのだ。それゆえ、制作は延々と長引き、未だに工程をしっかりと立てられない状況にある。

「シュン、ちょっといいですか……？」

　またしてもモニカが申し訳なさそうな顔で裾を引っ張った。

「今度はなんだ、『僕をプロデューサーで雇ってください』か？　それとも浄水器の売り込みか？　どっちも今間に合ってるって伝え……」

　モニカは青い顔で首を横に振ると、

「キューブリック社長から……です……お電話……」

　俺は一瞬で血の気が引いたのだった。
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　開発室のある中ちゆう域いきから、歩いて数分。

　そこに、俺たちの発注元である王立技術研究公社、略してＫＧＢがある。

　社名も略称もなんだかおっかないが、やっているのは美少女ゲームの流通と制作管理が主な業務だ。

　要は俺たちがゲームを作る上でお金を出してくれる会社であり、逆らうことは絶対にできない人たちでもある。

「見ましたよ、今日の延期告知」

　そしてその代表取締役のケント・キューブリック氏との間には、強豪野球部における先輩と後輩の関係に限りなく近いものが存在している。

「申し訳ございません」

　基本、お小言には謝罪。提案にはＹＥＳのみ。ＮＯは許されない。

「無様を通り越してもはや喜劇ですね。私も遅い昼食をいただきながら更新内容を確認いたしました。目玉焼きがいつの間にかスクランブルエッグになっていたのですが、はて、なぜでしょうね」

　きっと、いらだちと共にぐちゃぐちゃにかき混ぜたのだろう。

　でも、そんなわかりきっていることを尋ねても仕方がない。舌打ちと共に考えなさいと言われるのがオチだ。

　だから、

「申し訳ございません」

　謝る。それしかないのだ。

　キューブリック社長は頭を七・三に分けてキッチリと固めた髪型に、薄いストライプの入ったスーツを着た細身の紳士だ。そう書けばいわゆるデキるサラリーマン的な人物を想像するかもしれないが、日常生活に困るのではと思うレベルの鋭い目と、一切笑うことがないのではと思わせる顔の造りが、あるひとつの職種を雄弁に物語っている。

　インテリヤクザ。これ以上的確に彼を指す言葉を俺は知らなかった。

「キャサリン君、前回の延期理由はなんでしたか？」

　社長の横に控える女性が、うなずいて淡々と話し始めた。

「マスターロムのテストを行っていた環境がウインドウッスではなくレナックスだったためにそもそも動かなかったので延期」

「その前は」

「マスターロムを納入したプレス会社の社長が借金苦によりロムを横流しし、別タイトルで発売されてしまい延期」

「さらにその前は」

「工場に納入したマスターロムを焼いてくれと依頼した結果、指示を取り違えてしまいドラゴンの火で焼かれたために延期」

　社長はクックックと声だけで笑う（笑ってない）と、

「久保君にはコントを書く才能がありそうですね。挑戦してみてはいかがですか？」

「申し訳ございません」

　とにかく頭を下げていれば終わる。台風みたいなもんだ。

　なにしろ、今は現状の問題を解決する方法がないのだ。さしあたってどうにかする方法がない以上、何を言ってもヤブヘビになってしまう。

「それで……シナリオ担当の目星はついたのですか？」

　大きなため息と共に、社長の口からついにその言葉が出てきた。

　そう、弊メーカー『えいえんソフト』において常に不足し、未だに解決の目め処どの立たないポジションこそ、シナリオライターなのだった。

「はい、探してはいるのですが……なかなかよい人材に恵まれません」

　これまでにシナリオライターを雇ったことは何度かあった。

　でもそれは、定着する前にすべて無に帰きしていたのだ。

「前のシナリオ担当はどうしたのですか」

「逃げました」

「その前は」

「実家がオークに襲われたって書き置きを残して」

「さらにその前は」

「真っ白なテキストファイルがスライムになって襲ってくるって幻覚を見たとかで、医者の診断書持って親御さんといっしょに」

「シナリオライターというのは社会不適合者しかいないのですか！」

　社長は不機嫌さを隠そうともせず、豪快な舌打ちを鳴らした。

　瞬時に頭を下げる。ここまで苛立たしげな様子を見せてくるのは珍しいことだった。

「私はね、君に期待しているのです。コント職人ではなく、プロデューサーとしてね」

「……はい」

「今、君たちに外注作業をお願いしているタイトル『サイコイ』は全年齢向けの純愛作品として、より多くのターゲットを捉えることを狙った勝負作です。これまでのターゲット層だけでなく、より若い世代にも触れてもらえるようにと。かかっている宣伝広告費も決して少なくはありません」

「……承知しております」

「それを一部とはいえ、任せたのは久保君──君がいるからです。君ならば、私たちの想像を超えたものを生み出してくれると信じているからです。君に自社企画のハンドリングを委ねているのと同じようにね。だからこれ以上、失望させることがないよう願っておりますよ」

「……申し訳ございません」

　一段と深く、頭を下げる。何を言われても、今の俺にはそれしかできない。

　社長が座り直し、椅子が微かに軋きしんだ音を立てる。

　それがこの長く続いたお小言の終わりの合図だ。

　けどさ……期待してるっていうのなら、もうちょっとまともな予算を組んでくれよ。俺たちにもちゃんとメリットがあるように。

　頭を下げたままそんなことを思うものの、口に出せるわけもなかった。
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　ＫＧＢのエントランスを出ると一気に肩の荷が軽くなる。

　慣れてしまったが、叱責されるためだけに足を運ぶのはやっぱりきつい。

「うはー……もういい時間だな」

　時刻はもう十八時を過ぎていた。

　二時間ほどお小言をくらっていたことになる。

　ただ、社長に言われたこと自体は間違っていない。一刻も早く、シナリオライターの目処をつけなければ、またしても延期告知の理由を考える羽目になってしまう。

　もちろん、声をかけられる相手はすでに当たった後だ。

　かといって、社長を名前だけで満足させられるようなライターを連れてくるだけの予算は、『えいえんソフト』に存在しない。……もうこうなったらイチかバチかの博打ばくちを打つ必要があるのかもしれないな。

　足を止め、そんなことを考えていると、

「今日もごめんなさい」

　後ろからかけられた声に振り返る。

　声の主である女性は伏し目がちに立っていた。

「社長も悪気があってのことではないのです。俊徳さんに期待してのことだと、わかってあげてください」

　インテリヤクザの横にいるとどこか印象は霞んでしまうが、その美しさは人並み外れたものだ。

　ＫＧＢの流通部門の実質的な責任者──キャサリン・ゴッドウォー。

　彼女の特徴は何よりもその長くとがった耳だ。さらには透明感のある肌と流れるような金色の髪。まさに俺が元々想像していたエルフがそこにいた。

「ゴッドウォーさんが謝る必要はないですよ。むしろ、ありがとうございます」

　俺が呼び出しから説教のコンボをくらう度に、ゴッドウォーさんはこうした気遣いを見せてくれていた。

　俺よりもよっぽど忙しいはずなのに、そんなことはおくびにも出さずに、毎回声をかけてくれるのは随分人ができているなと思う。だからこそ、今の高いポジションもあるのだろう。

「そこで礼の言葉を口にできるのは、さすが俊徳さんです。それと以前からお願いをしていますが、私のことはキャサリンとお呼びください」

「いやいや、そんなことできないですよ。仕事上の間柄なんですから、そういうところはきちんとしておかないと」

　社長が彼女のことをキャサリン君と呼ぶ分には問題ないが、取引関係で言えば下の俺がそう親しく呼んでしまうのはこれまたあまりよろしくないだろう。

「……その基準で言うならば、私が俊徳さんとお呼びすることもまずいでしょうか？」

「それは問題ないです。あくまで俺の方から馴れ馴れしく呼んじゃダメだろうということなんで」

「そうですか。ならば、私は引き続き俊徳さんとお呼びしますね」

　……スタッフの中にちゃんと俺の名前を呼んでくれる人がいないせいだろうか。俊徳と呼ばれると、どうにもむず痒がゆい気持ちになる。

　少し悩み込んだ俺の表情を読み違えたのか、

「社長も俊徳さんの時間を奪いたいと考えてはいないはずなのですが……」

「仕方ないですよ、社長も何も言わないわけにはいかないでしょうから」

『えいえんソフト』の中でこうした場に出てこられるのは俺だけだった。

　俺が責任者であること以上に、適任者がいないのが原因だ。

　人慣れをまったくしていないモニカは当然として、アイリスは二日酔いのまま出先へ向かい、オシャレな会議用テーブルに吐と瀉しや物ぶつを吐き散らかし、先方の仮眠室で半日以上寝ていたという過去がある。

　あかりは……きれいに猫を被ることはできるだろうが、その後、不機嫌になった彼女をなだめることを考えると、デメリットの方が大きそうだ。

　結果、総合的に考えて俺が来た方がよいという判断に至っていた。

　目の前の彼女も十分に『えいえんソフト』の惨状を知っている。おそらく、同じような答えにたどり着いているはずで、ゆえに「代わりに誰かを」なんてことは言わなかった。

　俺と視線が合うと、ゴッドウォーさんはぎこちない笑みを浮かべた。

「そ、そうです。もし、俊徳さんのご都合がよろしければ、これから食事などいかがでしょうか？」

「食事ですか？」

「ええ。いつも俊徳さんは真まっ直すぐに開発室へ戻られているようなので息抜きに……私のような取引相手との食事ではあまり気も休まらないかもしれませんが」

「そんなことはないですよ。ゴッドウォーさんとお話しているのは楽しいですから」

「ほ、本当ですか？　その、偶然ですよ？　もちろん偶然ではあるのですが、こんな時のためにフェリラン三つ星のお店に本日空席が──」

　フェリランというのはこの世界における某タイヤメーカーのアレみたいなグルメガイドブックで、三つ星ともなれば数える程度しか存在しない名店のはずだ。

「けど……お誘いはありがたいのですが、俺はシナリオライターを探さないといけないですから」

　直々のお叱りを受けたというのに、その帰りにゴッドウォーさんと食事へ行ったことが社長に知れれば、

『次の延期告知はこう書いてはいかがでしょうか。ディレクターが仕事を放棄し、女性と高級レストランへ出かけたため延期します、とね。きっとユーザーから燃えるような熱い反応を期待できるでしょう』

　なんてお小言が追加されるに決まっているのだ。

「それに俺なんかといたら、ゴッドウォーさんに迷惑がかかっちゃうでしょう？」

　男女で食事に向かえば、そういう関係だと見られてしまうこともある。当人がそんなことを思っていなくても、見ている側には関係ない。

　さらに流通のトップが特定メーカーとだけ親しくしているのは、同業他社からすればあまり気持ちのよいものではないだろう。

「そんなわけで今日は遠慮しておきます」

「……わかりました。では、食事はまた次の機会に」

　見るからにゴッドウォーさんが気落ちしているのはわかった。

　俺のことをそれだけ買ってもらえているのはありがたいが、そこまで本当に気を使わなくてもいいのにな。





　　　　◇






　ゴッドウォーさんに別れを告げ、開発室へ戻る道を進んでいく。

　正直に言えば、シナリオライターを探す当てが残っていないわけではない。

　ここにいないのであれば、連れてきてしまえばいいのだ。

　それができることはわかっている。ただ、それには相応の代償がついてきてしまう。

　さすがにこればかりは俺の一存だけで踏み込むようなことはしたくない。

　とりあえず、あいつらに相談はしておこう。

　そうだ、これから考えなければならないことはまだまだあるのだ。

　そう思い、開発室のドアを開いた。

「ただい……」

　口に半分以上出していた言葉が止まる。

　くたびれた俺を出迎えたのは無人の開発室だった。

　……いやいや、さすがに今日ぐらいは誰か残っていてくれよ。

　呆然とする俺の思考を電話の着信音が遮る。いつもはモニカに任せているが、誰もいないのであれば俺が出るしかない。

「はい、『えいえんソフト』開発室、久保でございます」

『やっぱり小久保くんだー。なに、もう今日のおつとめはおしまい？』

　受話器の向こうから聞こえてくる陽気な声に思わず頭が痛くなる。

「……あかり、今どこにいるんだ？」

『いつもの四Ｇゴールド屋だけど？　あ、ユグドラシルの雫割りもう一杯くださいー』

「お前なぁ……」

『私はもう少し待ってあげたらって言ったのよ？　ただ、アイ子が胃痛の原因をポーションじゃなくて、アルコエーテルで上書きしたいって聞かなかったの』

「アイリスもいるのか」

『スタッフは全員いるわ。大丈夫、小久保くんの席も追加してもらえる手はずは整ってるから。あ、そういえば竜のあぶり焼き頼んでなかったわね。モニ子ー、大サイズで追加しといてー』

「はぁ……」

　大きなため息がこぼれる。

　延期告知直後に飲んでるのはどうなんだとか、シナリオライターの目処がついたとしてもこの調子だとダメなままなんじゃないだろうかとか、考えることはいろいろあるけれど今、俺があかりたちに伝えたいことは一つだった。

「すぐ行くから、席を用意しとけよ？」

『ふふっ、そうこなくっちゃ』




　異世界にももちろん酒場はある。といっても、この異世界における酒場は、出会いと別れの酒場でもギルドが併設されているわけでも、ましてや駄目な女神様が借金をこさえたりする場所でもない。

　秋葉原がやってくると共に居酒屋という概念も引き継がれてしまったのだ。

　四Ｇ屋。創業当初、すべてのつまみが四Ｇで統一されていたことから名付けられたこの店は、出てくるメニューと客がファンタジー色豊かなのを除けば、ほぼ現世における居酒屋と同じだった。そして俺たち零細ゲーム制作会社の社員は、その安さと気軽さに惹ひかれ、この居酒屋に三日に一度は入り浸っていた。

　ちなみに前もって書いておくと、この世界における「酒」は俺たちの世界の酒とは違い、アルコールは含まれておらず、アルコエーテルという強壮作用のあるポーションを含んだ飲みものを指している。なので、基本的に誰でも飲むことができる。もう一度書いておく。誰でも飲むことができて何ら法に触れるわけでも倫理的に問題があるわけでもない。何もない。わかったね？

　話を戻そう。四Ｇ屋の最寄り店は聖地店で、開発室のはす向かいにある。いつも通り、酔っぱらいたちの声で埋め尽くされ、冒険者の苦労話や王宮勤めの愚ぐ痴ちが各所から聞こえてくる。俺はそんな中、今日の社長面談の愚痴を社員たちにこぼしていた。

「フェリラン三つ星？」

　愚痴には何の反応もしないくせに、その話題になった途と端たん、アイリスが身を乗り出してきた。

「なんか空席があったらしくて誘われたんだけどな……まったく、結局飲むならあっちに行っておけばよかったよ。あ、シャルロット、ドラゴンハイボール一つ追加でー！」

「はーい！」

　赤髪の店員さんがスカートと尻尾を翻した。シャルロットと書かれたネームプレートを載せた胸がその反動で弾む。

「シャル姉ー、私の分も追加で！」

　俺の横に座るあかりが空になったジョッキを掲げる。

　こいつ、ドラゴンハイボールに移行してるってことは俺が来るまでに、あの「一杯だけでも世界が揺らぐ」と評判の雫割りを上限の三杯飲みきったな？

　実際、あかりの対面に座るモニカはちびちびと雫割りを舐めるように飲んでいる。

　あかりはカラカラと氷を揺らしながら、

「まーでも、あのガチエルフ、今頃凹んでるわね」

　なんてことを言い出した。

「凹んでるか……やっぱり、そうだよな」

「あら、私と大久保くんの間で意見が合うなんて珍しいじゃない」

　いつの間にかあかりからの呼び方が変化していた。

　きっと酩めい酊ていの状態異常がすでに発生して、気分がよくなってきているのだろう。

「ああ。だって、フェリラン三つ星だからな。きっと誰かと行こうと思って予約してたんだろうよ」

　で、ドタキャンされたけど、かといって一人で行くのは気まずかったってことなんだろう。

　今回も迷惑をかけちまったわけだし、付き合ってあげればよかったな。いや、でも三つ星ともなれば支払い金額もなかなかのものになるはずだ。ドレスコードだってあるはずだろうし、そういう意味ではゴッドウォーさんほどの稼ぎがない俺には、やはり縁のない店だったのかもしれない。

「ふーん」

　あかりは俺の方をジロジロと見て、「こいつマジで言ってんのかなあ」とか言ってる。何のことだよいったい。

「……というか、ゴッドウォーさんのことをガチエルフって呼ぶのはどうなんだ？」

「いいじゃない。褒め言葉よ？」

　たしかにゴッドウォーさんは俺に対しても、キャサリンって呼んでくださいって言ってくるぐらい心が広いから、あかりがそう呼んでも許してくれるかもしれないが、

「あたしはアイ子でキャサリンはガチエルフか……ふふっ、あたしだってちゃんとしたエルフなのにね……」

　流れ弾を受け、目からハイライトが消えてしまう者もいるのだ。

「なら、今日からアイ子のことはダメエルフって呼ぶわ」

「ねえ、ダメはいらないよね？　普通に呼びゃあいいじゃないの、エルフだけで！」

「そう？　悪くないと思うのだけど、ダメエルフ」

「よかねえよ！」

　もはや流れ弾ではなく、狙い撃ちに近い状況だった。矛先を変えるかと口を挟もうとした時、

「はーい、ドラゴンハイボール二つねー」

　勢いよくテーブルの上に三つのジョッキが置かれ、会話は強引に途切れた。

「シャル姉、頼んだのは二つだけよ？」

「大丈夫。これはおねえちゃんのだから」

　四人掛け席のお誕生日ポジションに椅子が追加され、シャルロットが腰を下ろす。

「店員が飲んでていいのか？」

「大丈夫、大丈夫。一杯ぐらいじゃおねえちゃんぜーんぜん酔わないから」

　まったく理由にはなっていないが、そう答えられてしまっては仕方なかった。





　　　　◇






「それでは、『えいえんソフト』さんの再々以下略～延期を祝してーかんぱーい！」

　シャルロットの音頭に合わせてそれぞれが飲み物を掲げる。

　いや、まったく祝っちゃいけないことだっていうのはもちろんわかっている。

　それでも、最初の延期の時はひどい沈みようだった。それを見かねたシャルロットが盛り上げてくれようと始めたのがこの延期会だ。

　それが再延期会になり、再々延期会になり、延期が十回を超えた頃からは以下略とまとめられるようになってしまった。情けないったらありゃしない。

「しかしキャサリンちゃんも大変ねぇ。トクサンに振り回されちゃって」

　こんな喧噪の中でもシャルロットの耳には俺たちの会話が届いていたらしい。

　ちなみにトクサンとは俺のことだ。俺の名前の漢字を教える際、俊徳の「のり」を、「とく」っていう漢字なんだけどと教えてしまったことが原因だった。

「別に俺は振り回そうとは思ってないんだけどな」

「はー……無自覚なのがいちばん面倒なのよね」

「やっぱりシャル姉ってば、小久保くんと違ってよくわかってる！」

　シャルロットの言葉にあかりが同調する。
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　気づけば俺の呼び名が小久保になってしまっていた。どうやら、また俺のあずかり知らぬところで評価を下げてしまったらしい。

「ところで、今回の延期はプログラムが原因ってことなんだっけ？」

「ああ」

　シャルロットの問いかけにうなずき返す。

　あかりの責めから復活したアイリスが、

「プログラムのことならば私に任せてくれればいいのに、パトリックってば外注なんて使うからこうなるのよ。私は養成学校を首席卒業してるのよ？」

　さも自信あります、優等生ですという感じで答えた。

　胸を張って堂々としていて、聞く人によっては信じてしまう雰囲気がある。雰囲気だけは。

　俺は、ハァとひとつため息をつき、アイリスに向かい合った。

「……アイリス、書けるプログラム言語を答えてみて」

「いや」

「いやじゃない、答えなさい」

　アイリスは子供みたいに頰を膨らませながら、

「……表計算ソフトのマクロ」

「ゲームプログラミングとして普通使わないからなぁ、表計算ソフトのマクロ」

「そうなのよね……そうなのよね……」

　アイリスと同時にドラゴンハイボールをあおる。

　彼女は喉をたっぷりとアルコエーテルで潤すと、

「あのヤブ学校めええええええええええ！！！　何が通うだけで一線級のプログラマーになれる、よ!!　皆勤で通ったのに使える言語なんか一個も教えねえじゃねえか!!　今は業界的にマクロの方が重宝がられて、プログラム言語なんか覚えても意味がない？　クッソみたいな噓理屈で生徒だまして楽しいかこんの野郎!!　就職面接の時に鼻で笑われまくった回数だけあの教頭と担任の全身をムチでしばき上げてマンドラゴラの軟なん膏こうを塗りたくってやりたい！！！」

　アイリスは俺のジョッキも奪い取ると、こっちも一気にあおった。

「本当のプログラマーを育成しろ！　ちゃんと使える言語を教えろや！　ていうかプログラムより彩色のうまいプログラマーってなんなんだよバッカ野郎！！！」

　近くの席のお客さんたちが、突然叫びだした俺たちにぎょっとした目を向けてくる。俺は黙って目で合図をし、周りに会釈をした。ここは悲しみを抱えた連中が集まる店、四Ｇ屋。周りのお客たちも「何かつらいことがあったんだろうな」と納得してくれた。

　この店では、突然悲しみの叫びを上げる客は珍しくない。そこに向けられる目は非難ではなく、同情なのだ。

　アイリスは叫んで気が晴れたのか、今度はブツブツとバグについての愚痴を垂れ始めた。

「だってえ……いくらプログラムを確認しても、ちっともどこがダメなのかわからないのよ……表計算関数のエラーなら一瞬で直してあげるのに」

　どうやらアイリスは、グロッキー状態から復活すると、延期告知の情報を見て、プログラムのチェックをしていたようだった。

「そんなことをしてたのか」

「あたしはプログラマーだもの。プログラムに原因があるなら、確かめないと」

　アイリスの眼差しは真剣だった。それに対して、俺はいささかバツの悪い顔をしてモニカの方を見ていた。彼女もまた、同様の表情をしていた。

　今、俺はアイリスにどんな言葉をかければいいのだろうか。いろいろと考えた挙げ句、俺は言った。

「あのな、アイリス。本当はプログラムに……延期の原因はないんだ」

「へ？」

　アイリスがぽかんとした表情を浮かべる。

「で、でもサイトのお知らせにはプログラムが原因って」

「あれは……その……建前なんです……それがいちばん通りやすいからって」

　モニカも口を開き、申し訳なさそうに補足した。

「パトリック……本当なの？　今言った通り、プログラムに原因はないの？」

「ああ、今のところプログラムに問題はない」

「ひっどぉい!!　あたしをだましたのね!!」

　アイリスが勢いよく立ち上がる。

「違う！　アナウンスはユーザーの皆様に納得してもらうためのものだ。ちゃんとスタッフには現状を伝えてあるだろ！　予算の問題もあってシナリオライターが見つからないから、ＣＧの指定も切れないし、当然収録も進みませんって」

「なら、そうアナウンスすればいいじゃない!!」

「できるわけないだろ！　あのな、よく考えてみろ。ゲームを発売延期にしますって書いてある告知の下に、シナリオライターが不在のためとか書いてあったとして、おまえだったらどう思う？」

「このメーカーマジで終わったｗｗｗって草を生やすわね」

「だろ！　だから言えないんだよ、絶対にな……」

　それならば、まだプログラムをスケープゴートにした方が少しはマシだ。もちろん非難はされるだろうけど、詳しい人間が少ない分だけごまかしもきく。

「とはいえ、すまなかった。アイリスには無駄な作業をさせちゃったな」

　アイリスに向けて頭を下げる。

　キューブリック社長の前で頭を下げている時とは違う。真剣に、心を込めての謝罪だった。

　アイリスも、俺に謝られたことで熱が冷めたのか、

「あ、いやその、あたしもごめん。まあ、そうだよね、プログラムのせいって言っておいた方が、言い訳になるもんね……」

　仲よく叫んで、テーブル越しに頭を下げて、一体俺たちは何をやっているんだろうなんて思ってしまった。

「とはいえ、このままじゃライターがいないと本当にピンチよね」

　冷静な口調であかりが言う。

「うちのゲームのこともそうだけど、今受けてる下請けの仕事──、あれってシナリオも一定量あったよね、たしか」

「……ああ。そのことについても社長からは言われたよ」

『えいえんソフト』は、自作のゲームを販売していない以上、そこからの売上が存在していない。ＫＧＢからの支援は多少あるけれど、それでは全員分の給料はまかなえない。

　そこで、あかりやアイリスを筆頭にして、他社作品の下請け業務も行っていた。一枚単位の塗りや原画の補助から、大きな枠組みでの手伝いまで。作品として残る物はないけれど、それで得られる報酬は会社運営の大切な要素の一つだった。

　そして、今受けている仕事の中に、シナリオの外注業務というのもあったのだ。時間に余裕があれば、外注のライターに依頼もできたかもしれなかったけど、当初から提示されている〆切は十日後。なんとか引っ張ったとしても残り時間は二週間とちょっとぐらいだろう。ただでさえ人材難な中、ハードルの高い業務だった。

　長期で見た上でも、短期で見た上でも深刻なライター不足。果たしてこのままでいいのか。延期して、社長に頭を下げて、また延期会を開いて。それでいいのだろうか。

　──もうこうなったら、やるしかない。

「シャルロット、一つ頼みがあるんだ」

「トクサンからの頼み、ね。わかった、おねえちゃんにできることならしてあげる」

「助かる。それで頼みなんだが……シナリオライターを用意したい」

「んん？　そういう人たちを探すならトクサンの方が早いと思うけど？」

「そうじゃない。連れてこようと思うんだ、あかりみたいに」
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　俺とあかりはフェアリーフの人間ではない。

　俺は大規模魔法実験の余波を受け、巻き込まれて。

　そして、あかりは俺の意図により、現世からこの世界に召しよう喚かんされたのだ。

　リクルート召喚──俺たちの行った召喚は気づけばそんな風に呼ばれていた。

　紆余曲折あって、あかりはこの世界にいることを選んだのだが、その話はまた別の機会にすることとしよう。

　今は、『えいえんソフト』の危機を打破するための手段として、新たなリクルート召しよう喚かんを行う、そのことだけを考えたい。この世界に新たなクリエイターを招く、ただそのことだけを。

「つまり、あかりちゃんたちの世界から、このフェアリーフに召喚する時に必要なアイテムを、おねえちゃんに用意してほしいわけね」

「入手が難しいのはわかっているし、どのタイミングで来るかもわからないとは知っている。ただ、手に入る機会があるのならば用意してほしい」

「そっか……うん、ちょっと待っててもらっていいかな、相談してくるから」

「ああ、もちろん」

　シャルロットが席を立ち、一度店の奥へと戻っていく。

　その背中を見つめ、あかりがぽつりとつぶやいた。

「……そっか、私以外の人も喚よぶって決めたんだ」

「いい加減、どうにかしなきゃいけないとは思ってたんだ。ただ、なかなか踏ん切りがつかなくてな」

「シュン、ラクアさんに連絡しますか？」

「そうだな。召喚となればラクアの力が必要だ。あれ、そういやラクアは？」

「ラッ子なら、乾杯してすぐに出てっちゃったわよ。延期のことでショップに謝罪してまわるって。一軒一軒きちんと足を運んで説明しないとダメっすって意気込んでたわ」

「そんな、何も今からじゃなくてもいいのにな……」

「明日でもいいんじゃない、ってラッ子にも言ったんだけどね。でも、こういうのはちゃんとすぐに対応するのが大切っすって言って出て行っちゃったのよ」

　本人の声ですぐに再生されるぐらい、よくわかる経緯だった。

「ああ、たぶんそんなことだろうなとは思ってた」

　その、ラクアという子はとにかくいい子なのだ。

　いい子すぎて、いろいろと苦労をしているのだけど、まあそれは追い追い話すこともあるだろう。

「とりあえず、ラクアへの説明は明日にするよ。どのみち、触媒の準備はまだだし、それにどういう人材を喚よぶかも決まってないからな」

「パトリックってば、あかりを喚よぶ時にもかなり考えていたものね」

「そうポンポンと喚よべるものでもないからな」

　さっき言った通り、召喚には多くのものが必要となる。その中でも核となるアイテムは俺たちの力だけではほとんど手に入らない。だから、こうした店を持ち、広い交友関係と力を持つシャルロットに手伝いをお願いするわけだ。

　店の奥からシャルロットが姿を現す。

「トクサンってば運がいいよね。ちょうど手に入ったところだったの」

　その手に抱えられたものを見て、俺は思わずつぶやいていた。

「うっわ、懐かしい」

　袋に詰められたそのアイテムを覗き見て、モニカは怪け訝げんそうな顔を浮かべた。

「シュン……これって……」
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「やるっす！　召喚するっす！」

　翌朝、出社してきたラクアに昨日の話をすると、ものすごい勢いで食いついてきた。

　つばの大きな魔女帽子の下には満面の笑みと少し曲がった角が見える。

「ラクア・ギガマイン、自分の役目をきっちり果たすっす！」

　先ほどからの勢いそのままに、ぎゅっと両手に力が込められる。

　その声に驚いたのか、足元に転がっていた寝袋がごそりと動いた。

「かなり気合いが入ってるな」

「そりゃそうっすよ！　センパイ、ラクアの役職を忘れたわけじゃないっすよね」

「もちろんだとも。ショップ回りにモニカや俺のサポート。総務としての仕事を十分にこなして、俺たちを助けてくれているじゃないか」

「へへっ、ありがとうございま──じゃなくて、召喚士！　召喚士なんっすよ！　総務扱いされてもしょうがないくらいダメダメ召喚士っすけどー。センパイがいなかったら全然使えない子っすけど！　あー！　ちゃんとした精霊召喚の才能がほしい！」

　召喚士ラクア・ギガマイン。

　一応はそういった肩書きだが、『えいえんソフト』においては総務を兼任している。今では圧倒的に総務の仕事量の方が多くなってしまっているので、人に紹介する際には総務として紹介している。

　ラクアはアイリスと違い、王立アカデミーでしっかりとした教育を受けてきた子だ。勤勉で仕事熱心で、その人間性は社外からも高く評価されている。総務の仕事を十分にこなせていることからもそれはわかるだろう。

　だが、彼女自身も自覚しているように、生まれ持った才能という面では貧乏くじを引いてしまっていた。

「ラクア、精霊召喚の才能がないことは気にしなくていい」

「そんなにズバッと切り裂かないでほしいっす！」

「俺たちに必要なのはリクルート召喚だ。それができるのはラクアだけなんだ」

「そう言ってもらえるのは嬉しいっす！　……けど、どうしたんです？　急にそんなこと改めて言い出すなんて、センパイらしくないっすよ？」

「まあ、あれだ。がんばっていることについて、きちんと伝えなきゃと思ったんだよ」

「うっす、わかったっす！　ラクアはリクルート召喚を超がんばります！」

　ラクアはそう、元気よく答えてくれた。

　この世界では召喚士は精霊を召喚することで様々な現象を引き起こしたり、手助けを得ている。

　わかりやすい例では、雨が欲しい地域には水の精霊を喚よんで雨を降らし、逆に長雨で水害に困っている地域には、風の精霊を喚よんで雲を払う、といった感じだ。

　ただ、召喚士と精霊との間には相性があるらしく、それにより得意な召喚が変化するのだが……ラクアはどの精霊との相性も最悪だった。

　だが、召喚士はそもそも才能がなければ、つくことのできない役職だ。

　ラクアにも何かしら召喚ができるものはあるはずで、どうにかして見つけようと試行錯誤した結果、たどり着いたのがリクルート召喚の適性だった。

「でも、どうして急に召喚をすることになったんすか？　あかり先輩を喚よんで以来、全然そういう話がなかったっすから、召喚はもうしないもんだと諦めてたっすけど」

「昨日、キューブリック社長からも呼び出しをくらったからな。早くシナリオライターを見つけてこいって」

「あー……それはお疲れさまっす」

　ラクアは引きつったように不器用な笑みを浮かべた。ラクアの性格を考えると社長に対しては必要以上に恐れてしまうところがあるから、そういう反応になってしまうのも仕方のないことだ。

　ただ、それはあくまできっかけに過ぎない。

　俺の中でどうにかしなきゃいけないという気持ちは常にあったのだ。それでも予算の問題だったり、納期の問題だったり、日々のタスクの積み重なりだったりで目を背けてしまっていた。

「幸い、必要な触しよく媒ばいはシャルロットが用意してくれている。後は誰を喚よぶのかを俺たちが決めて、準備をするだけだ」

「そこが難しいところっすけどね」

　ラクアは苦笑するが、少し頰は緩んでいた。おそらく、自分の本来の役割である召喚ができるということが嬉しいんだろう。

　あかりの時以来、召喚はとんと縁がなかったけれど、ここに来てそれが叶ったのも何かの縁というか、タイミングだったのかもしれない。

「ところで……一つ相談というかお願いがあるっす」

「どうした？」

「今回のリクルート召喚が上手くいって、ちゃんと今作ってるゲームが完成したら……ラクアを正社員にしてください！」

「……そうだな、前向きに考えるよ」

「絶対っすよ！　絶対にお願いするっすよ！」

「善処するよ」

「それ前にも言ってたっすからね！」

　仕事だって、技量があれば常に得られるわけではないのだ。

　ラクア・ギガマインが入社のタイミングだったり、予算の都合上から、今も『えいえんソフト』の契約社員扱いであるように。
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　時計と開発室の扉を交互に眺める俺が気になるのか、視界の隅ではモニカがもじもじと膝を擦り合わせていた。

　それほど焦っても事態が好転するわけじゃない。

　ラクアへの説明は済んでいるし、開始時間だって昨日の時点で決めてはいなかった。まあ、みんなが集まったら始めるぐらいのつもりでいいだろう。

　そんな風に割り切ろうとしたところで、ようやく扉が開かれた。

「おはようー、ってあれ？　もうみんな揃ってるのね」

「もう十三時だからな」

　それでも、いつものあかりの出社時間よりは随分早いというのが悲しいところだ。

　だが、これで『えいえんソフト』の全スタッフが揃った。

　もしかしたら、ここ最近は全員揃ったことなんてなかったんじゃないだろうかと一瞬思ってしまうが、今は他に考えなければならないことがある。

「早速だが召喚会議をするぞ。モニカ、資料を」

「は、はい……」

　立ち上がったモニカが配っているのは現在の開発状況をまとめたものだ。

『えいえんソフト』には何が足りていないのか。

　一体、この状況に陥ったのは何が障害になってしまっているからなのか。

　それらの認識をみんなが共有することで、召喚するのに最適な人材を探るのが今回の会議の目的だった。

　そして今、開発室にいるのはスタッフだけではない。

「これっておねえちゃんも見ていいの？」

　シャルロットが受け取った資料をひらひらと振る。

　お昼を差し入れに来てくれたところを無理矢理引き留めていたのだ。

「秘密保持契約に引っかかる部分は載せてないからな。それにシャルロットにも見てもらえると、むしろありがたいんだよ」

「わかった。そういうことなら遠慮なく見させてもらうね」

　シャルロットはそう言って、手元の資料をパラパラとめくり出す。

「アイリスさんもどうぞ……」

「ありがとうモニカ……うう……まだ酔いがちょっとだけ残ってる……」

　危なっかしい手つきでアイリスが資料を受け取る。

「アイ子ってば、よくそれで寝坊せずに来られたわね」

「さすがに今日は寝坊するわけにはいかなかったから、もう前日の晩から泊まり込む作戦をとったのよ」

「さすがだわ、アイ子。それは寝坊するわけないわね」

　そこ感心するポイントか？

　今日から変わるんだと気合いを入れたところを、アルコエーテルのにおいと連日の寝袋で迎えられた俺の気持ちもちょっとは考えてほしかった。

「モニカ、アイリスに水を持ってきてくれるか？」

　言った途端、アイリスが突如立ち上がり、俺から距離を取って震えだした。

「ちょ、ちょっと大丈夫よ！　いくら二日酔いだからっつっても、頭から水をかけなくてもいいじゃない！　あたしはちゃんと起きてる！　起きてるから！　パトリック、アイムウェークアップ！」

「安っぽいバラエティー番組じゃないんだぞ！　水飲んで酔い覚まししろって考えただけだ!!」

　斜め上の反応が来て一瞬戸惑ってしまったが、こいつにはマジで頭からかけるのもアリだなと思ってしまった。
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　アイリスは頭からかけられることなく、無事に水を飲み終えることができた。今はすっきりした様子で、静かに資料を読み込んでいる。

　そんな周囲の様子を確認しつつ、俺も手元の資料に目を通していく。

　現状までにかかった費用や延期に伴うスケジュールの再構築などの開発に関わるものから予約状況の推移まで。今、伝えられるものは全て記載済みだ。

　そして、そのどれもが危ないところにあるのは一目瞭然だった。

「これは……大変ねえ」

　開発に直接関わっていないシャルロットがそういった反応を示す。

　それが当然の反応だと思う。

「ええ、かなり……きついです……」

「原画だけでも相当厳しいっすね、かなりペースアップしないと」

　モニカもラクアも、同意を示すようにうんうんと首を縦に振るが、

「小久保くんが焦らせるから、どれだけヤバいのかと思ったらそうでもないのね」

「これなら、しばらくのデスマーチでどうにかなるんじゃないの、パトリック？」

　そういうことを言い出してしまうやつらもいる。

　しばらくのデスマーチを当てにしてしまっている辺り、本当にダメだと思うが、実際にそれでどうにかしてしまうこともあるから厄介なのだ。

　あかりとアイリスの発言にシャルロットは目を丸くする。

「え……トクサン、これで大丈夫なの？　どうにかなっちゃうの？」

「どうにかなるならリクルート召喚に手を出そうとは思わないよ」

　リクルート召喚は言ってしまえば博打だ。

　ある程度、どんな人が必要なのかという部分から対象を絞り込むことはできるが、確実にその人が喚よべるという保証はない。

　それに喚よんだ相手が実際にこちらが望んでいた働きをしてくれるのかという点においても不確定要素が大半を占めてしまう。

　それでも、その手に賭けるしかない。

　そういった状況に俺たちは追い込まれているのだ。

「タイトルやコンセプトはすでに発表されているが、スタッフを含めた情報はまだ完全に出されているわけじゃない。今、予約してくれている人たちはそんな僅わずかな情報を頼りにこのゲームを楽しみにしてくれてるわけだ。だから、シナリオライターを喚よぶとしてもその根幹を動かすことはできない」

「そこを変えちゃったら完全に別物っすもんね」

　俺の言葉を資料に書き込み終えたラクアが顔を上げる。

「ああ。だから今回は企画に合わせて書くことのできる人を狙う」

「つまり、小久保君は一流サブシナリオライターをリクルート召喚したいってこと？」

「それもありだと思う。ただ、今回はメインをお願いすることになるからな……どちらかといえば、企画を担当してないメインの人を狙いたい」

　企画とメインシナリオのどちらも担当するライターは、自分の創造した世界を表現することに長たけている。そして、サブシナリオを担当するライターはメインシナリオの色に合わせて自分の表現を乗せていくことに長けている。

　だが、今回はそのどちらにも当たらない。俺たちのこれまでに作ってきた企画に合わせて、メインシナリオを考えてもらう必要がある。

　自分から生まれたわけではない世界に物語をつけていくというのは、実際にやってみるとかなり難しい。

　それに、今回は直近の下請け業務もある。自分の立ち位置をサブでありメインでありと柔軟に変えられる器用さがなければ、この仕事をこなすことは不可能だろう。

「そういったこれまでの実績だったり、人間性だったり、求められる要素はいろいろある。けど、何よりも大事なのは面白いものを書いてくれることだって俺は考えてる」

　俺たちはクリエイターだ。

　〆切がやってくればつい火事場の馬鹿力を出してしまいがちだし、面白いものがそこにあれば、つい全力を出してしまう。そういう魔法をかけられているんだ。

　だけど、これから喚よぶ人材については、作品を俯ふ瞰かんして見ることができてほしい。贅ぜい沢たくな話かもしれないが、だからこそ難しい召喚に手を出すのだ。

「というわけでだいたいの求められる要素は見当をつけてある。他にこういう要素が必要だって思ったら言ってくれ」

　俺はみんなにそう伝えて、改めてこれから喚よぶ人材について思いを馳はせていた。
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　みんなの意見を聞きつつ、求める人材の要素が固まった。

「よし、これで出揃ったかな」

　ラクアの方へ目配せする。

「じゃあ読み上げていくっすね。まず希望職種はライター。実務経験が五年以上で、可能ならば十年以上。自前企画以外でメインシナリオを担当したことがある。それでもって得意ジャンルはイチャラブ。ＳＮＳでの炎上経験なし。日産の文字数は一万字以上……ってことでいいんすよね？」

　全員、うんうんとうなずいた。

　ベースになっているのは俺が求めていた要素だ。そこにみんなの意見が集約され、今回のリクルート召喚で求められる人材の姿が見えてきたわけだが、

「……一つ一つ並べられるとどうにも生々しい条件ね」

　あかりが思わずあきれる。

　これらの条件が満たせている人材であれば、俺たちが元々いた現世でも十分活躍をしているだろう。

「よし、じゃあ次は触媒の準備だ」

　召喚に必要な触媒を揃えていく。

　不可欠な重要アイテムについては、すでにシャルロットにお願いして用意してもらっていた。あとは、付け足された要素に符合する触媒を考えていく作業だ。

　ラクアとシャルロットが、頭をひねって考えている。

「イチャラブ……何があればいいっすかね」

「イチャラブって甘いお話よね……お店に何かあるかしら」

「精霊召喚の時は触媒との間に関係性がある方がよいって話があるっすから、リクルート召喚でもそういったものはあった方が成功率は上がるはずっす、たぶん」

「じゃあ、今から取りに行こうか。ラクアちゃんもついてきてくれる？」

「了解っす！　センパイ、ちょっと行ってくるっす！」

「ラクアちゃん、お借りするねー」

「ああ。二人とも頼んだ」

　今回の召喚は、基本的に専門家であるラクアに任せることになっていた。

　召喚には、対象者との関係性を強化する触媒が必要になるのだが、その点においてはシャルロットの存在が非常にありがたかった。

　四Ｇ屋に向かっていく二人を見送り、

「よし、俺たちは受け入れる準備をするぞ」

「……ねえ、中久保くん。受け入れ準備って何をするの？」

「前にも……ってそうか、あかりは今回が初めてだもんな」

「そういうこと。わたしは喚よばれてきた側だったからね」

「まあ、そう難しいことはしないよ。ラクアが戻ってきた時にすぐリクルート召喚に移れるように場を作っておこうって話だ。というわけで、アイリス」

「何？　パトリック？」

「飲み散らかしたポーションやらアルコエーテルやらの瓶が残っているから、それを片付けてこい」

「うっへー……それはたしかにあたしの仕事だね……」

　とぼとぼとアイリスが片付けに向かう。

「あ、あの……シュン……私は今のうちにメールを返しておこうって、思うんですけど……昨日の晩にも数通届いてて……」

「それもやっておかないといけないか……わかった。また返答に困ったメールがあったら言ってくれ」

「わかりました……すぐに言います」

　そう言って、てくてくとモニカは自分のデスクに戻っていった。

「じゃあ、わたしは──」

「あかりは俺と一緒に来てくれ。召喚室の片付けに人手が必要なんだ」

　言葉を遮り、そう伝える。

　あかりの仕事は召喚がされた後に大変になるのはわかっているが、今の俺たちの人員の少なさを考えると手伝ってもらうしかない。

「はー……だるいけど、わかったわ」

　盛大なため息をつきながらも、あかりは素直についてきてくれた。





　　　　◇






　開発室から扉を挟んだ向こうにあるスペースは本来、在庫やグッズなどを一時的に保管しておくために作られた空間だった。

　そこを俺たちは召喚のための場所としても利用している。開発室のど真ん中で召喚を行ってしまうといろいろな面倒が生じてしまうからだ。

「それで、わたしは何をしたらいいの？」

「天井をきれいにしておく必要があるんだ。俺が下で踏み台を支えてるから、あかりが拭いてくれ」

　俺の言葉に一瞬、あかりは考えるような素振りをみせ、尋ねてきた。

「わたしが支える方じゃダメなの？」

「何かあった時にあかりじゃ俺を受け取めるのは難しいだろう？　あかりは軽いから、俺よりも向いてると思うんだ」

「……まあ、そういうことならいいけど」

　持ってきた雑巾を手にあかりが踏み台に登っていく。

　この上に立てばなんとかラクアでも天井に手が届くことはわかっている。ラクアよりも背のあるあかりであれば、そう無理な体勢をとらずとも拭くことはできるだろう。

「わたしを喚よんだ時も、こういうことはしてたの？」

　上からあかりの声が聞こえてくる。

「そうだな。あの時は俺が一人でここをきれいにしたんだよ」

　踏み台を支えてくれる人もいなかったから、なかなかふらついて緊張感のある清掃となってしまったことを覚えている。

　そういえば、あの時もアイリスはポーションの瓶を開発室中に転がしていたな。

　……あいつは変わらないなと思うと自然と笑みがこぼれてくる。自分でも気づかないうちに身体も揺れてしまっていたのか、

「ちゃんと支えててくれる？　揺らされると怖いんだけど」

　今度は上からお叱りを受ける。

「悪い悪い。ちゃんと押さえておくから──」

　そう言って、俺は上を見上げてしまっていた。

　自然とあかりの均整の取れた下半身が目に入ってきてしまって、慌てて顔を伏せた。

「ちょっと、また揺れてるんだけど」

「わ、悪い」

　顔を伏せたまま答える。

　目に入ったのは一瞬だっていうのに、白い肌の感じとか、その奥にあったものとかがすぐに浮かんできてしまった。記憶って卑怯だ。英単語とか数式とかは何億回見てもなかなか浮かんでこないのに。

　……さっき、あかりが少し考えていたのはこういう状況になってしまうからか。

　自分の考えのなさを突きつけられるようでどうにも居心地が悪い。

　俺から声をかけることもできず、無言の時間が流れる。

　しばらくして、

「あのさ、ちょっと聞いてもいいかな」

　また、上から声がかけられた。

　今度は絶対に上を向かないという決意と、動揺を表に出さないぞという覚悟を持って答える。

「なんだ？　急に改まって」

「その……今日、またリクルート召喚をするのよね、わたし以外に」

「そうなるな」

「わたしって、ここにいていいのかな」

「いいのかなも何もいてくれなきゃ困るよ。今日喚よぶのはライターで、『えいえんソフト』のメイン原画担当はあかりなんだから」

「そっか。まあ、そう答えるよね」

　天井を磨く音が耳に届く。ちゃんと真面目にやってくれているようだ。

「とりあえず、俺はあかりがいてくれてよかったと思ってるよ」

「天井を一人で掃除しなくて済むから？」

「まあな。あかりがいると便利だよ」

「それだとわたしの存在価値、モップぐらいになっちゃうんだけど」

「さすがにもっとそれ以上は役に立ってるよ」

　答えると、あかりが笑ったのか踏み台が少し揺れた。

「あとは……今日、またリクルート召喚をしようと思ったのはあかりがいたからだよ」

「わたしがいたから？」

「ああ。あかりを喚よんだ時、俺たちにはこの手しかないんだってリクルート召喚に手を出した。もちろん、あの時だって博打覚悟だった。けど、俺はその博打に勝ったって思ってるんだよ。ガチャでいいの出てきたなって」

「ガチャって。モップとさして変わらないじゃない」

　今度は例えるのにも失敗してしまったようだ。

　自分のセンスのなさによる評価なので甘んじて受け入れるしかない。

「ま、当たりを引いたからこそ、またリクルート召喚でいいやつが来てくれるんじゃないかって俺は思ってるわけだ」

　たとえ下手だと思われようと、そう思っているんだからしょうがない。

「よし、天井拭き終わったわよ。ほら、降りるからちょっと離れて」

　上からかけられた声に、俺は慌てて距離を取ったのだった。





　　　　◇






　召喚室を出て、俺とあかりは開発室に戻ってきた。

「さーてと大久保くん、今日のわたしの仕事はこれで終わりでいいよねー」

「あ、ああ……」

　あかりは言ったそばからネットサーフィンを始めた。

　立ち上げっぱなしのブラウザに目を配り、小さな笑みを浮かべる。

「ふふっ。この人、生放送をしてるのに自分の配信の音が入っちゃってるわね。合わせ鏡……無限山びこね」

　いいよって答える前からやっちゃうのかよ！

　とはいえ、あかりのできることはもう終わった。モップ扱いをするつもりはなかったが、召喚に関しては片付けと掃除ぐらいしか、そもそもやることがないのだ。

　ただ、俺の方にも引っかかっていることが少しあった。

「ねえねえ、パトリック」

　同じようにあかりの様子を見ていたアイリスが俺の肩をつつき、小声で尋ねてきた。

「あかり、すっごく上機嫌だけど何かあったの？」

「……わからない」

　そう、これほどまでに上機嫌かつ協力的なあかりを見るのは初めてだった。

　さっき、しれっと大久保くんって呼んできたからな。

「何もなく機嫌がよくなることなんてあり得ないわよ。正直に吐きなさい。ワイロでしょ。あたしにも贈りなさい」

「だから、本当にわからないんだよ。これだけ上機嫌になる方法がわかってたら今までに使ってるって」

　まさかモップやガチャの当たり扱いをされて喜ぶとは思わないが。

「それもそっか、パトリックの言う通りね」

　アイリスもあっさりうなずいた。それぐらい、あかりの機嫌を取るのは難しいこととスタッフ全員が把握しているのだ。

　ともあれ、これだけ上機嫌になっているということは、内心ではやる気をめちゃくちゃ出してくれているのかもしれない。

　なんとしてもこの機会に召喚を成功させて、一気に仕事を進めないとな。





　　　　◇






「ただいま戻りましたっす！」

「必要な触媒、全部揃ったよー」

　四Ｇ屋から戻ってきたラクアとシャルロットを迎える。

　もうすぐ日が暮れてしまう。そうなればシャルロットは四Ｇ屋に戻らざるを得ない。彼女にとっての本番は夕方からだからだ。

「こっちも準備は済んでる。ラクア、すぐに召喚できるか？」

「もちろん大丈夫っす！　リクルート召喚ならラクアに任せてくださいっす！」




　あかりと掃除した召喚室にみんなで集まる。

　床には触媒としてよくわからないものや白い粉の山が置かれていた。

「これ、何？」

　あかりが白い粉に触れて匂いをかいでいる。

「あ、それ砂糖っす砂糖」

「砂糖？　ってまさか、甘々なイチャラブだからって」

「そうっす！　全力で砂糖を撒くっす!!　これはセンパイのアイデアっす！」

　一瞬あかりがこちらをジト目で見た気がした。おっさんのセンスだ何だと言われようが、俺は知ったこっちゃない。関係ありそうだからいいじゃないか！

「あとは制服にキーボードのエンターキーに……これ、なんで消しゴムだけあるの？　シャーペンとか鉛筆は？」

「それもセンパイの案っす！　なんか消しゴムを落とすフリして女子のスカートを覗くのが定番だからだそうっす！」

「ラクア、なんでもかんでも説明しなくていいから！」

　もう、さっきからあかりの目が全体的にキツい。

　せっかく機嫌よくなってきてくれたのに、このままじゃ俺の触媒センスのせいで台無しになってしまいかねない。

　あかりはジト目のまま、最後に中央に置かれた雑誌を拾い上げた。

「で、最後はテッ●●ャイアン……これも当然、誰かさんの」

「あ、それだけは最初から、シャルさんが用意してくれてたんです！」

「えっ、そうなの？」

　ラクアの言う通り、これだけは最初から用意してあったキーアイテムだった。

　人材を喚よぶ際、最もその人材に近いと思われる触媒をメインとして使う。今回は、ライター特集をしていた号のテッ●●ャイアンが最もふさわしいと思い、前からシャルロットにその在庫を確認していたのだけど、運よくそれがすぐ手に入ったのだった。

「この本……中にはどんなことが……」

　モニカが少し気にしていたが、彼女には中を見ないように堅く言い聞かせていた。恋愛シーンだけで赤面する彼女だ。この本の中身を見たら全身の血が沸騰しかねない。

「ま、とりあえずこれで全部揃ったってわけね。それで……」

　あかりは改めて周りを見回して、

「大久保くん、そういえば床はほとんど掃除しなかったけど大丈夫なの？」

「リクルート召喚は上から来るからな。床はあくまで触媒を置くだけだよ」

「センパイ！　支えてもらっていいっすか！　自分、背伸びするっす！」

「わかった。気をつけろよ」

　ラクアからの要求を受け、あかりとの会話を打ち切ると俺は踏み台を支え始めた。その上ではラクアが必死に腕を伸ばし、天井に魔法陣を記していく。

「オセワニナッテオリマス・ジンザイボシュウノゴレンラクトナリマス」

　ラクアの口からはそんな呪文が漏れ聞こえる。

　初めて聞くあかりが怪訝そうな表情を浮かべているが、そうなって当然だ。俺だってこれが呪文だって言われた時はふざけているのかと思わず確認をとってしまったほとだ。

　ただ、これがリクルート召喚における正しい手順だった。

「ヘイシャガモトムモノ・ジツムキカンゴネンイジョウ・チュウケンイジョウノジツリョクシャ」

　一方、詠唱を続けながら魔法陣の展開を行っているラクアの表情は真剣そのものだ。召喚によって引き寄せる力を最大限に発揮するためには、天井に魔法陣を展開し、床に触媒を置くことが最も適しているというのが彼女の話だった。

「イチャラブ・タップリ・ジックリ・ハヤクカケルカタ！」

　詠唱を終え、ラクアが展開を終える。

　天井の魔法陣は朧おぼろげな光を放ち、呪文を集めるように球体状にまとまっていく。

　光はだんだんと激しくなり、あっと言う間に俺たちの視界を覆い尽くした。

　そして、俺たちの目の前に現れたのは、一本の紐をぶら下げた金色のピカピカの球だった。

「……何よ、これ。くす玉？」

　それまで黙っていたあかりが口を開いた。

「これがリクルート召喚っす！」

　ラクアは踏み台から降り、胸を張って答える。

「……これが？」

「はいっす！」

　あかりは無言で頭を抱えた。

　わかる、その気持ちは十分にわかる。俺も初めて見た時はやっぱりふざけているのかと思わずここでも確認を取ってしまったほどだ。

「じゃあ、センパイ。後は引いてくださいっす」

「……なあ、ラクア。引くのって俺じゃないとダメなのか？」

「ダメじゃないっすけど……センパイの欲しい人材をリクルート召喚したいなら、やれる範囲で成功の可能性を上げるべきっす。センパイが引いた方が絶対にいいっすから」

「……急に降ってくるから怖いんだよな」

　ぽつりとつぶやく。あかりはバッと顔を上げると、

「待って！　もしかしてわたしもくす玉から出てきたの!?」

「そうっすよ」

　ラクアが悪気なく答える。

　異世界に喚よばれた人間としてはあまり想像もしていない登場パターンだろう。

　あかりが来た時はくす玉を確認する余裕なんてなかっただろうしな。

「でも、あかりの時とはちょっと違うよね、パトリック」

「たしかにな。あかりの時はくす玉が虹色だったんだ」

「やっぱりガチャじゃない!?」

　あかりが吠えた。

　これだけ困惑しているあかりの様子を見るのは初めてだからちょっと新鮮だ。

　天井からぶら下がったくす玉は時折、勝手に揺れている。無事、リクルート召喚で誰かを喚よび出すことには成功したようだ。

「よし、それじゃあ引くぞ」

　近づいていき、手を伸ばす。

　……きっと、この中には今の俺たちの現状を打破してくれるだけの力を持った存在がいるはずだ。そう、あかりのように。覚悟を決めて俺は一気に紐を引いた。
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「あいたたた……」

　スタッフ全員の期待を一心に背負い、夢と希望が詰まったくす玉から現れたのは、なーんと金髪の女の子でした。

　俺はとりあえず、大きな魔女帽子を被った女子を手招きした。

「……ラクアー、召喚要件再確認」 

「はいっす。求める職業はシナリオライター。条件としては勤続年数五年以上、可能ならば十年以上の……」
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　そこでラクアの言葉は詰まってしまった。もう一度、落ちてきた少女をまじまじと眺める。

「たぶん……私よりも……ラクアさんよりも小さい？」

「見た目年齢、人間だと十歳ぐらいだな」

「……そうっすね」

　高めに見積もってそれぐらいが限度だった。

　リクルート召喚をされたばかりで動揺もあるのだろう。少女はぼんやりと宙を見上げるように、視線をあちらこちらに向けている。

「ちょっと……シナリオライターを召喚するんだって言ってたわよね。どう見ても違うじゃない。それとも小久保くんはあまーい小学生を喚よびたくて、砂糖とか消しゴムとか用意したわけ？　それなら、ランドセルも用意した方がよかったんじゃない？」

「そんなつもりは一切ねえ！」

　だが、言われてみるとそう考えていたように思えてきてしまう。俺は本当に、心の奥底で金髪少女を求めていなかったと言えるのだろうか。

　……いや、言えるな。言えるよ。社運を賭けたリクルート召喚で自分の好みの女の子を連れてこようなんて考えるわけがない。そもそも、俺の好みは大人の女性で、しっかりとしていて、包容力のあるタイプなんだよ。

　つまり、目の前の今にもふえーって泣き出しそうな女の子は俺が求めている人材ではない。一体どうして、こんな子が来てしまったのだろうか。

「つまりこれって失敗──」

「だっ、大丈夫っすよ！」

　あかりの言葉をラクアが慌てて遮る。

「失敗なんてあるわけがないっす。センパイの考えた触媒はバッチリだったっす！　そこにラクアも気合いをたっぷり入れたっすからね。くす玉の色、センパイたちも見たっすよね。金色っすよ、金色！　なかなかレアな召喚っすから失敗なわけは……はっ！　ラクアわかったっす！　この子は生まれた時からシナリオライターってことっすよ！」

　そのポジティブ具合はある意味では好ましくあるが、これで本当に勤続年数十年ですなんて言われたら、俺たちの元々いた世界には吸血鬼や長齢種がいることになってしまう。そんな無茶な前提条件を満たしていない限り、目の前の少女が俺たちの求めている人材に当てはまる可能性はなかった。

「ま……失敗だろうと万が一の成功だろうと、喚よんでおいてこのまま放置ってわけにはいかないわよね」

　あかりがしゃがみ込み、少女と目を合わせる。

「大丈夫？　お話できる？」

「お、おう……」

　……随分とたくましい返事が返ってきたな。あかりも面食らったのか、外向けの柔らかな笑みを浮かべていた表情に揺らぎが見える。

「なあ、ここはどこなんだ？　あんたらは……」

　辺りを見回し、俺たちを指さしたところで少女の動きが止まった。

「お、おい！　鏡はあるか!?」

「それならわたしが持ってるよー。はい、どうぞ」

　シャルロットが小さな手鏡を差し出す。

　少女は奪うような勢いで受け取り、鏡に映る自分の姿を見ると、

「どっからどう見ても金髪幼女じゃねぇか……」

　そう、小さくつぶやいた。続けてぺたぺたと自分の身体を触り、確かめていく。

　……この反応、まさか、そういうことなのか？

　俺たちの考えていた前提条件が違ったということなのだろうか。

　いや、でもあかりの時はこんな反応は見せていなかった。

　少女はすっと立ち上がり、未だに困惑し続けていた俺の方へと近づいてくると、

「ここって、いわゆる異世界でいいんだよな？　なんか角生えてるやつとか尻尾見えてるやつとかケモミミ生えてるやつとかいるし。コスプレ会場とかじゃねえよな？」

　見た目とのチグハグさとかを考えるのも馬鹿らしくなるほど、すっごくラフに問いかけてきた。シャルロットなんかはその言動に目を丸くしてしまっているが、俺自身としては納得ができている。むしろ、疑念がほぼ確信に変わったほどだった。

「そうだよ、ここは俺たちがいた世界とは違う異世界だ。フェアリーフ──精霊と魔法の広がる世界だよ」

　俺の答えに少女は満足したのか、満面の笑みを浮かべると、

「うっひょー！　やったやった、金髪幼女で異世界転生とか夢じゃねーのか、恋声もエフェクターも使わずに完全受肉じゃねーか！　配信やろ、ゲーム実況やろ！」

　あまりにも見た目と違いすぎるそんな言葉を羅列した後で、ボソッと、

「っていうか待てよ……ものによってはこれで一本書けるネタだよな」

　ようやく、そんなシナリオライターらしいことを言ったのだった。





　　　　◇






「えっと……つまり、本当にこの子はシナリオライターなんっすか？」

「まあな。というか、そろそろこの子扱いはやめてくれ。もう三十五にもなって年下からそういう扱い方をされると、えらくむず痒いんだよ」

　実年齢三十五歳の金髪少女は椅子の上であぐらをかきながら、テッ●●ャイアンをめくると、ある特集ページを開いた。

「ほら、このタイトルは俺が書いたやつだよ」

　広げられた記事を確認する。

　金髪幼女ときゃっきゃうふふするラブコメもののようだ。

「このヒロイン……同じ？」

　モニカの視線が目の前の少女と記事とを行き来する。

　中央にメインヒロインとして紹介されているキャラクターは目の前の少女に瓜二つだった。おそらくは、まったく同じ姿だと思っていいのだろう。

「まさか、自分がシナリオを書いたヒロインの姿になって異世界転生するなんてな」

　その言葉に、記載されたスタッフリストを確認する。

　メインヒロインを担当しているのならば、おそらくは先頭に名前が書かれている人物で間違いないはずだ。その名前には見覚えがあった。

「あなたが……飴あめ玉だまケイトさんなんですね」

　名は体を表すとはよく言ったもので飴玉の名前の通り、少女の感情に寄り添った甘いシナリオに定評のあるライターだ。

　というか、さっきからの反応見てると男だったのか……。

　そんな俺の反応に少女は……いや、飴玉さんは口角を上げる。

「俺のこと知ってるのか。ま、ちょっと読み方は違うけどな。それでキャンディケイトって読むんだよ」

　キャンディ……。

　なるほど、たしかにそういう言葉遊びでペンネームつける人もいるからな。

「せっかくこんな姿になったんだし、キャンディちゃんって呼んでくれてもいいぜ？　せっかくならそういうロールプレイを楽しみたいからな」

「ちょっとそれは……ケイトさんと──」

「おいおい、俺はこんな見た目なんだぜ？　それをさん呼びするのか？　せめて呼び捨てだろ？」

「……じゃあ、ケイトと呼ばせてもらいます」

　たしかにこの辺りが落としどころだろう。中身が年上の男性、しかも業界の先輩だとわかっている相手をキャンディ呼びだったり、ちゃん付けをするのは難しいからな。

「ねぇねぇ、小久保くん。自分のことをキャンディちゃんとか言ったり、急にロールプレイとか言い出すなんてシナリオライターってやっぱり変態が多いの？」

　無理矢理納得することで、なんとか今の状況を飲み込もうとしている俺のことなどお構いなしにあかりがぶっ込んできた。

　ケイトは当然の反応として、不満そうにふくれっ面つらをすると、

「おいおい、会ったばかりの相手を変態呼ばわりとはひでぇな。ところで……あんたもどっかで見たことあるような見た目をしてるけど、中身はどうなんだ？」

「中身も何もわたしはわたしだから。そっちにいた時はけっこう配信してたからそれを見たんじゃない？」

「ああ……なるほどな。思い出したよ、顔出しでイラスト作業の生配信してる珍しいクリエイターがいたな。たしか名前は……水瀬あかり」

　ケイトはあっさりとあかりの存在を名前ごと思い出した。

「正解。感謝の心を忘れないようにしながら配信をして生きてきたわ。投げ銭、お布施、通販ギフトありがとうねって」

「金に対する感謝しかねえのかよ」

　思わずツッコんでしまった。

「いいじゃない。誰かがわたしに払いたいと思ったお金が回り回ってわたしの血と肉と洋服とかいろいろなものになる。それはわたしを支えてくれているってことでしょ？」

　そうかもしれんが、そういう身もふたもないことを真顔で言うな真顔で。

「けど、ケイトもあかりのことを知っていたとなると、本当にあかりは名前の知られるクリエイターだったんだな」

「わたしが有名だったって知って中久保くんはどうする？　崇める？　奉る？」

「さすがにそこまではしねえよ」

　俺とあかりがこの世界に来た理由は違う。けれど、ケイトとあかりは同じだ。

　二人は俺に喚よばれてきたクリエイターなんだ。二人にしかわからないことだったり、二人の間でだけ理解できることもあるのだろう、多分。

「あかりもそのリクルート召喚ってやつで喚よばれてきた口なんだよな」

「そうね」

「じゃあなんで、あんたはそのままなのに、俺は全然違う見た目で……幼女になって来たんだ？」

　そう。それが疑問だった。

　リクルート召喚はまだわからないことが多い召喚ではあるものの、この二度のケースで大きな違いが出るようなことはないはずだった。本人そのままの姿で来たあかりの場合と、違った姿で来たケイトの場合では何か違いがあったのだろうか。

「ケイトはその姿が理想なんでしょ？　わたしは、わたしの見た目が理想の姿であるようにって思ってるからじゃない？」

「……随分とたくましい考え方をしてるんだな」

　ケイトは呆れるように言った。俺も同感だ。

「で、わたしからもアドバイスをさせてもらうけど、ロールプレイっていうなら話し方から変えた方がいいわよ。もっと金髪幼女らしい喋り方にしなさい。できれば、立ち振る舞いもね」

「金髪幼女らしい喋り方なぁ……できなくはねえだろうけどよ、違和感の方がたぶん強いぜ？」

「金髪幼女が俺口調の方が五億倍、違和感がヤバいわよ。求められる姿を演じるのもクリエイターの才能の一つって思わない？」

「ちょっと待てよ、普通、その才能は求められないだろ？　声優さんとか演者だったらまだわかるけどさ」

「甘いわね。砂糖と蜂蜜を混ぜて煮詰めたぐらい甘いわ。今は自分をブランディングしないと生き残れないクリエイター戦国時代なの。ＳＮＳでの発言ひとつで大炎上、アンチの大量発生が起こりうる状況なの。それを避けたり、コントロールするためには演じないと。これからケイトが金髪幼女として生きていくならね」

「そ、そうか……」

　ケイトがあかりに気け圧おされる。

　傍はた目めから見れば、黒髪美少女と金髪幼女という凄く萌えが生まれそうな組み合わせでの会話のはずなのに中身があまりにも最低すぎる。

　まあ、配信なり受肉なりが流行っている状況を考えると、言ってることもあながち間違っていないのだけど、まあ、言い方がなあ。

　ケイトはあかりから目をそらすと思い出したように、

「そうだ。わざわざ俺を……というか、シナリオライターを喚よんだのには理由があるんだろう？」

「ああ。それはこっちで説明させてもらうよ。俺は久保俊徳。この『えいえんソフト』の開発トップを務めている。少し力を貸してほしい事情があってな──」

　そして『えいえんソフト』の陥っている状況を伝えると、ケイトは満面の笑みで、

「なるほどな。わかった」

「じゃあ──」

「お断りだ」

「え……」

「その仕事、お断りさせてもらうよ」

　そう告げてきたのだった。





　　　　◇






　呆然とする俺たちの中で、最初に動いたのはアイリスだった。

「ど、どうしてよ！　いいじゃない受けてくれたって！」

「いやいやいや、無理だって無理だって。そんな炎上案件受けられないって。企画だけふんわり決まってて発売延期しまくりのタイトルに、超特急納品が求められるシナリオとかまじで無理だから！　実作業一週間で四十イベント？　仕様も概要も把握してないやつがやれる量じゃ絶対にないからな!?」

　たしかに、普通に業者に依頼すれば三～四週間はかかると突き返される量だ。

　ケイトは眉をひそめると、

「俺はシナリオライターだし、久保たちが求めている要件を満たしてるよ」

「なら──」

「それで、俺がその仕事を受けるメリットはあるのか？　炎上一歩手前どころかもう炎上を起こしてる案件を受けるなんて馬鹿な真似、普通のクリエイターならしないだろ。よほどの金か名誉か、思い入れなんかがないとな」

「それは……」

「あんたたちがゲームを作りたい気持ちはわかる。やりがいを搾さく取しゆするような悪いやつらではないこともな。ただ、俺にはその案件を受ける理由がない。あんたらもクリエイターならわかるだろ？」

　もし自分がその仕事を振られる立場であったならば……ケイトの言い分は十二分に理解できてしまう。

　それはあかりも同じだったようで、

「……そうね」

　普段は見せないような曖昧な笑みを浮かべていた。

「幸い、そんな危険がある異世界じゃないみたいだしな。さっきもらったアドバイス通り、金髪幼女としての術を身につけて過ごしていくさ」

「シュン……ど、どうしたら……」

　スカートを押さえることも忘れ、モニカは俺とケイトの間で視線を行き来させる。

　俺は首を横に振って答えることしかできなかった。ケイトの言い分も理解できてしまった今、すぐさま引き留められるような理由は思いつかない。

「じゃあな。喚よんでくれてありがとうよ」

　そして、ケイトは足早に開発室から出ていった。




「ぐぇえっ!!」




　と思ったのだが……その首根っこをシャルロットが捕まえて戻ってきた。

「ケイトちゃん、さすがに一人で出ていっちゃうのはおねえちゃん危ないと思うの～」

　シャルロットの様子は穏やかに見えるが……とんでもない力がケイトを押さえる手に込められているのがわかる。さすがはフェアリーフ最強の種族であるドラゴン族だ。

「いや、この場に残っている方が無理矢理さっきの仕事を押しつけられそうな気がしてもっとヤバいんじゃ──ぎゃっ!!」

　反論しようとしたケイトの首を、シャルロットがグイッと締め上げた。

「なーにか言ったかな～？」

「ぎゅえっ！　わ、わかった！　わかりました！　一旦落ち着きます！　落ち着きますから！　出ていきませんから！」

　ようやくシャルロットから解放されたケイトがぜぇぜぇと荒い息をこぼす。

「完全に筋力まで金髪幼女になってやがる……」

　教える必要はないが、たぶん元の姿のままリクルート召喚をされていたとしても、シャルロットからは逃げられないだろう。

　見たことはないけれど、その気になれば飛べるらしいし。

　シャルロットは小さく手を叩くと、

「さっき外の様子も見えたのだけどそろそろ暗くなってきたの。わたしも戻らないといけないし、話の続きはうちのお店でしない？」

「は、はい。いいと思います」

　シャルロットの提案にケイトが丁寧に答える。

　さっきの一瞬で上下関係が構築されたようだった。




　開発室と四Ｇ屋聖地店には別種の喧噪が広がっている。

「さっきの筋力のことを考えると……内臓もきっと見た目相応の感じだよな。飲むのはやめといた方がよいのかな……いや、でも飲まないとこの状況はやってられないが……」

　金髪幼女が飲み物メニューを前に考え込んでいる様子というのは随分、危ない気配のする絵面だった。そんなケイトの考えをお構いなしに、

「シャル姉ー、わたしと小久保くんとケイトの分、雫割り三つねー」

「はーい！　ご注文承りましたー！」

　一番キツいやつから勝手に頼まれてしまった。

「なあ、久保。雫割りってなんだ？　ソフトドリンクとは思えない名前だが」

「大丈夫、アルコールではないよ」

「そうか……まあ、女の子だもんな」

　思いっきりアルコエーテルの効果で酩酊の状態異常にはなるけど、アルコール成分は入ってないから噓を言ったことにはならないだろう。というか、完全にこの世界に慣れてしまったからだろうけど、まったくその辺りを気にしたことはなかったよな。

「ラクアは……んー、マンドラカクテルにしとくっす！」

「あたしは白のヤッピーね。モニカはどうする？」

「私は……雫割りで」

「はーい！　今お持ちしますねー！」

「……なあ、久保。やっぱりさっきの雫割りって……というか、あのちっこいやつらが頼んだのって──」

「大丈夫です。異世界ですから」

「そうだよな……異世界だもんな」

「はーい！　雫割り、四つお持ちしましたー！」

　目の前に雫割りが用意される。もう笑って飲むしかなかった。





　　　　◇






「いやね、だから俺は言ってやったんだよ。こんな無茶な企画、書けるのは俺ぐらいですよって。しかも気づいたら完全にディレクターの仕事も振られててよ、なんで俺がイベントスチルの進捗状況まで把握してるんだよって。な、あり得ないだろ、久保ぉ！」

「わかるわかる。俺もさ、なんでこんな重荷ばっか背負わされているんだろうって思うよ。王立技術研究公社がなんだよ、あの陰険鬼畜クソ眼鏡！　とにかくもっと金払ってくれよ。そしたらもっとがんばれるからよ！　金！　金だよ金!!」

「そうだそうだ。俺たちの仕事はなんか妙に大変なところばかり振られてよ、金もろくにもらえないしさ、一番の評価はメインスタッフだったりブランドが持ってくんだ。もうね、次はシナリオ中にこの面白いところを書いてるのは俺ですよーって縦書きで仕込んでおいてやろうって思ってたんだ」

「それめっちゃいい！　いいじゃん、いいと思うよ、なぁ！　いやーケイトはさすがだわ、業界長いだけはある、うん！」

「久保も若いのによくやってるじゃねえか！」

「いやぁ、俺はまだまだだよ。こっから、がんばらないとなあ！」

　雫割りを上限の三杯飲んだところで、なんか気分がよくなってきてしまった。

　愚痴ってやつは一回こぼしてしまうと次から次へと出てきてしまうもので、気づけばケイトがこれまでに経験してきた炎上案件の話になっていた。

「支払われない外注費、名前の出ないシナリオ、名前が出たと思ったらディレクターに書き換えられまくっててつまらなくなってるシナリオ……いろいろやってきたよ」

「大変だったんだな……飲んでくれ！　ここはフェアリーフ！　元の世界とは違う異世界なんだ！　いくら愚痴をこぼしても大丈夫だ！」

「おう！　店員さん、雫割り……は上限か。ポーション割りを一つ！」

「はーい」

　色素の薄いケイトの肌はすっかりアルコエーテルによる酩酊状態を示す赤色になっていた。俺たちは肩を組み、オーバーアクションになりながらお互いの話に理解を示し、うなずき合う。向かいの席ではたった今、アイリスが崩れ落ちたところだった。

「アイリス先輩、大丈夫っすか？　土つち気け色いろ通り越してるっすよ！」

「うっ……ついパトリックたちのペースに飲まれちゃったわね……そういえば、あたし、ろくに寝てなかったんだったわ……」

「み、水っす！　飲んでくださいっす！　ここでリバースはヤバイっすよ！」

「大丈夫大丈夫。あたしは養成学校首席だから……うっぷっ」

「飲むのと首席は全然関係ないっすよ!?」

「遅くなってごめんねー。竜のあぶり焼きお持ちしましたー……って、アイリスちゃん大丈夫？」

「大丈夫大丈夫……あたしは首席だから」

「それ二回目っすよ!?　本当に大丈夫っすか!?」

「いつもはこうなる前にあかりちゃんが抑えててくれるはずなんだけど」

「……何がケイトよ、どうせ中身はおっさんなんじゃない。大丈夫、いくら金髪幼女が抱きついてるとしても中身はおっさんなんだから」

「あ、あかりさん。そっち、壁です……」

「えっと、じゃあトクサンは……」

「なんだったら俺が書く！　それぐらいの責任は取るつもりだ！」

「よく言ったぞ、久保！　今の業界にはそういう熱量だったりよ、やる気と責任感をきっちり持ってるやつが少ねえんだ。だから、俺たちみたいのに仕事が回ってくるもんなんだよな！」

「誰かに逃げられて、きっつい仕事ばかりがな！」

「そういうことだ、久保ォ！」

「……お店に誘ったの、間違いだったかしら」

　記憶のかなり遠いところで、シャルロットがため息交じりにつぶやいたような……気がした。




　目が覚めると、天井には魔法陣が見えた。

「っ……」

　それと同時に激しい頭痛が襲いかかってくる。完全に二日酔いの症状だった。

　この魔法陣、昨日ラクアが書いてたやつだよな……ってことは開発室の隣の召喚室だよな。床に手をつき、上体を起こすと手にさらさらとした感触が広がった。

「んっ……」

　視線の先、金髪幼女が横で寝ていた。服を、けっこうな感じではだけさせて。

「なあああああああっ!?」

　思わず叫んだ。この状況で叫ばずにどうしろっていうんだ。

　部屋の扉が開かれ、飛び込んできたのはモニカで、

「ど、どうしまし──────!?」

　その顔が一瞬で真っ赤に染まる。耳もいつもの二倍増しといった具合でピンと立っていた。モニカは声と身体を震わせながら、

「シュン……これはそういうことが……？　えっ？　でもケイトさんは、えっ!?」

「違う違う。そんなことは……っ！」

　さっき叫んでしまったせいか酷い頭痛が断続的に襲いかかってくる。

　その騒々しさでケイトも起こしてしまったようだ。ケイトはごろんと寝転がる向きを変え、俺たちに背を向けると、

「……朝から元気だな、あんたら」

「あ、朝から元気!?」

「その程度の言葉に反応するな、モニカ」

　その言葉にまたモニカが反応してしまった。

　モニカのスイッチは一度入ってしまうと、しばらくどんな些細なワードでも引っかかっちゃうからな……。

「久保、昨日の話は覚えてるよな」

　ケイトは俺に尋ねてきた。

「昨日の……」

　正直言えば、雫割り二杯目ぐらいからもう記憶が朧おぼろげになっている。

　たぶん、ここで寝ていたのは今のケイトには泊まる場所もないし、飲み足りないからみたいなことだったような話をしていたんだろうけど……。

「何だよ、忘れちまったのか？　責任、ちゃんと取ってくれよな」

「「責任!?」」

　俺とモニカの声が、召喚室に響き渡る。

　今度は俺も反応してしまった。





　　　　◇






「ねえ、小久保くんが責任を取るって聞いたんだけど……これは何をしてるの？」

　いつものように昼過ぎにやってきたあかりが開口一番尋ねてきた。

　俺は開いたテキストエディターに向き合ったまま、

「だから……責任を取ってるんだよ。外注作業のな」

　キーボードを叩き続けていた。

「ほらほら、作業に集中しろ。一週間でシナリオを仕上げないといけないんだろ？　よそ見をしてる時間はないぞ」

「いや、たしかに〆切は一週間後だけど本当はもうちょっと引っ張れ──あだっ!?」

「何をディレクターが自分からマージン食いつぶそうとしてるんだ！　書け！」

「今やってるの、完全にディレクター業務じゃないんですけど！」

　俺の画面を覗き込みながら、ケイトは文字通りケツを叩いてくる。本当に昨日、何もなかったんだよな？　大丈夫だよな？

　酔いが覚め、たしかに俺は言ってしまっていたことを思い出した。

　なんだったら俺が書くと。それぐらいの責任は取ると。

「一週間だ。その間は面倒を見てやる。俺があんたらの責任を負うつもりはない。けどな、久保がその責任を自分で取るって言うのなら手伝ってやるのはやぶさかじゃねえ。アドバイスぐらいはしてやるよ」

「そこまで言われてしまって、やらないという選択肢はないからな。俺はがんばって書くよ。そう決めたんだ。それで一つ相談なんだけど……」

「相談、ね……わたしにもがんばってほしいんでしょ？　一週間で」

「ああ、そういうことだ……あかりはアイリスたちと彩色を進めてほしい。一週間後、すべてのデータを納品したい。そっちのサポートはラクアに任せてある」

「うっす！　任されてるっす！　ほら、アイリス先輩もお水飲んでがんばるっすよ！」

「うう……だから、大きい声は出さないで……」

「あかりさん……指定のメール、出力しておきました」

　あかりは一つため息をこぼしてから、資料を受け取った。

「しょうがないわね……がんばってあげるわよ」

「悪いな、急にペース上げることになっちゃって」

「別にいいわよ。でもその代わり、大久保くんもちゃんとがんばりなさいよ。そっちが遅れたらこっちが先に上がってもしょうがないんだから」

「ああ……がんばるよ」

　あかりに答えたところで俺の耳がぐいっと引っ張られた。

「久保！　よそ見するなって言っただろ！　プロットを忘れたのか？　ここはちゃんとヒロインの気持ちになりきるんだ！　お前が金髪少女になるんだよ！」

「わかった、わかったよ！　ったく……こんなことになるなんてな」

「誰が喚よんだせいだと思ってるんだ？」

「俺だよ！　絶対にちゃんと納品してやるからな！」

「そうだ！　その意気だ！」

　画面からは目をそらさないように。

　その視界の隅では、あかりが小さく笑っていた。




　シナリオを書きはじめてから三日目。一週間とは言ったものの、実作業のできる日数で言えば、現世もこっちも変わらずに五日だけだ。もう折り返し地点は過ぎている。

「お邪魔しまーす。四Ｇ屋特製のお弁当持ってきたわよ」

　開発室の扉が開かれ、包みを両手に持ったシャルロットが開発室の中に入ってくる。ありがたいタイミングでの差し入れだった。

「助かるよ。モニカ、みんなに配ってくれ」

「は、はい。シュンはどうしますか？」

「ああ、それは──」

「もう少しでこのイベントが書き上がる。飯休憩はそれからだな」

　俺の言葉をケイトが遮った。そういう返事をしようとは思ってたけどさ。

「……だそうだ。後で時間を見てもらうよ。シャルロットもわざわざ持ってきてくれてありがとうな」

「どういたしまして。受けた注文はちゃんと届けないとね」

「注文？　何の話だ？」

　モニカに視線を向けるが、小さく横に首を振られた。

「あれ。トクサンは知らなかったの？　これ、あかりちゃんがお願いしてきたのよ」

「あかりが？」

　いつの間にそんなことをしていたのだろうか。

　確認を取ろうかと思い、あかりたちの方へ目を向けるが、

「アイ子、次はこっちをお願い。影指定までは入れてあるから」

「ちょっと今日のペース速すぎるんですけど！　あたしの本職、プログラマーなんですけど！　ラクアも手伝って！」

「ラクアもっすか!?　完全に素人っすけど!?」

「塗り漏らしがないかの確認だけでいいから。ほら、このレイヤーを蛍光グリーンとか目立つ色で塗りつぶして、その色が見えちゃったらそこには色がないってことだから」

「わ、わかったっす！　ラクアやるっす！」

「お願いね。なんでかもうずーっとあかりが気合い入っちゃってるから」

　これまでに開発室で見たことのない活気がそこにはあった。マスターアップ直前のような、とにかく使えるものはなんでも使って進めるんだという気合いが感じられる。

「ほら、久保。とっととこのイベントを終わらせるぞ。弁当が冷める前にな」

「あ、ああ……」

　ぼうっとしてた俺の尻にケイトからの一撃が突き刺さった。





　　　　◇






　あっと言う間に時間は過ぎていき、〆切の前夜になってしまっていた。キーボードを叩き続けている間に、外はもう暗くなっている。もう今日は泊まり込みの作業になるだろう。

　冷えたポーションを飲み、ぼんやりと天井を見上げる。開発室で横になるのも邪魔なので、召喚室に来てそうしていたのだが……アイリスがポーション漬けになってしまったり、ここで横になっていたりする気持ちがちょっとだけわかってしまったのがちょっと切ない。

　ケイトは本当に厳しかった。俺が適当に流した部分を書いた瞬間にそこを突っ込んできた。金髪幼女に叱責されるという状況は心にしみるものがあった（でも、おっさんに怒られるより五百倍ぐらいマシだ）。

　これだけの長時間、自分で考えて文章を打ち込むという経験は初めてだった。

　その証拠に、両腕には腱けん鞘しよう炎えんの熱が広がっている。ようやく取れた休憩だ。すぐ席に戻るのもどうなんだろうな……いや、でもここでぼうっとしているのももったいないし……ケイトが戻ってきていたら、席に戻ろうかな。

　そう思って、扉を僅かに開け、開発室の中を覗き込む。開発室にはケイトとあかりの姿があった。

「ん───っ、あれ？　大久保くんは？」

「今、休憩を取ってるところだよ。随分集中してたみたいだな」

「彩色、これでちょうど終わったから」

「そうか。こっちももう大丈夫だと思うぞ。丸々一つイベントは残ってるけど、今の久保のノリノリ具合なら問題なく書けるだろうからな。それが上がれば、後は最後の品質チェックだけだ。そこはこっちも手伝うからな」

「そう……なら、よかった。ちゃんと金髪少女になってた？」

「ああ。もうそれはヒロイン然としたな」

　……すぐに戻らなくてよかった。戻っていたら間違いなく、二人にいじられていただろう。というか、このタイミングで戻っても同じようにいじられるわけだよな……。

　なら、もうしばらくここで見ているか。

「さっき、ラクアが帰る前に聞いたんだけどさ、リクルート召喚ってちゃんと向こうに戻れるんだな」

「そうね」

「あんたはどうして戻らないんだ？　久保とは違って、戻ることはできるんだろう？　元々あんたはちゃんとしたクリエイターだったんだ。別にここにいなくても──」

「ちゃんとしたクリエイターね……そんなことないわよ。だって、わたし、ろくに描けないもの」

「イラストレーターで、しかもライブペインティングだってやってたのに？」

「わたし、バストアップのイラストしか描けないの」

「……は？　いや、そんなことあるわけが……」

「わたしが全身をちゃんと描けるなら久保くんは彩色だけの仕事じゃなくて、線画から引っ張ってきてくれるわよ」

「まじか……」

「ええ。マジもマジ。大マジよ。あ、もちろん口外はしないでね」

「あ、ああ……でも、なんでそんな話を俺に？」

「わたしたちを助けてくれたでしょ？　そのお礼というか、報酬ね」

「報酬というよりは重荷だな……」

「何よ、乙女の秘密じゃ足りないっていうの？」

「ま……むしろもらいすぎな気もするぐらいだよ。何かお返しを考えないとな」

「楽しみにしてるわ。……さっきの話だけど、あなたはどうするの？　ここに残るの？　それとも──」

「俺は戻るよ」

　ケイトはハッキリと言い切った。

「……やっぱり、ね」

　そう返されることをあかりも予想はしていたのだろう。

　その反応はとても自然なものだった。

　ケイトはさっきまで俺の叩いていたキーボードに手を伸ばす。

「あいつみたいに……久保みたいに熱量を持ったまま、俺たちの仕事を続けられるやつは多くねえ。そう感じていなかったら、こっちから手伝うなんて言い出さなかったさ」

「頼まれてたら、手伝ってくれたの？」

「さあ、どうだろうな。結局大事なのは本気が伝わってくるかどうかだからな。きっと、フェアリーフに来たのがよかったんだろう。環境が変われば人も変わる。あんなやつはひさびさに見たよ。そのせいだろうな……今、自分で書きたくなってしょうがねえんだ。その気持ち、あんたならわかるだろう？」

「……どうして、そう思うの」

「あんたは違うって言ったけど、やっぱりあんたもクリエイターだからな。ここ最近の姿を見て、半端者だって言うやつはいねえよ。実際、あんたのがんばる姿を見て、久保はますます気合いが増したからな」

「そう……いつ、できるかわからないけれど、あなたの作品をプレイできる時を楽しみにしてるわ」

「ああ、そうしてくれ。先輩としての実力を見せてやるよ。しかし、久保の野郎遅いな……寝てるんじゃないだろうな？」

「じゃあ、わたしが見てくるわ。召喚室でいいのよね」

　その言葉に慌てて、気づかれないようにドアを閉じて、横になる。

　腕だけにあった熱は身体中に広がっていた。





　　　　◇






「それじゃあ外注作業の納品完了を祝って──乾杯！」

「「「かんぱーい！」」」

「トクサンが結局、シナリオを書いたのよね。どうだったの？」

　シャルロットがテーブルに注文された品を並べながら尋ねてきた。

「ああ。もう大変で大変で……しばらくはテキストエディターを見たくないな」

「いや、これが久保は最後の方ノリノリでな。ヒロインの気持ちになれって言ったら、もう身体をよじらせながら──」

「してないしてないそれはしてない！」

　ケイトの言葉を慌てて否定する。

　……たぶん、だけど。本当にノッてたから、ハイになってた最後の方はしてないという自信がない。

「ま、あれなら五十点ぐらいはもらえるだろうよ。赤点は回避だな」

　ケイトが雫割りをあおりながら、俺の書いたシナリオをそう評した。

「……大久保くんは本当にがんばったの？」

「そんな悲しいこと言わないでくれ、あかり」

「普段シナリオ書いてないやつがあれだけ書けていれば十分だよ。足りない部分はどうしてもあったから……そこは俺が手を加えたけどな」

　俺は驚いた。まさかそんなことをしてくれてたなんて……。

「ケイト、いつの間に……」

「さっき、チェックをさせてもらった時にな」

　たしかに先ほどの納品直前、最後に確認してやると言われて預けていた時間はあったが、そう長くはなかったはずだ。あの間にそんなことをしていたのか。

　あかりはいつもの猫かぶりをやめ、意地の悪い笑みを浮かべると、

「……わたしたちの責任を負うつもりはないんじゃなかったの？」

「ふん。久保ががんばってるのを見てたら、なんかやりたくなっちまったんだよ」

「へえ～。アイ子もモニ子も見ておきなさい。これがツンデレの派生形よ」

「そんな説明をするな！」

　顔を赤くして否定するケイトを、言われたアイリスとモニカはしっかりと見ていた。

「なるほど。ここがまたツンの状態ってわけね」

「べ、勉強になります……」

「勝手に教材にするんじゃねぇよ、まったく」

　本当にケイトはツンデレみたいな状態になってるな……。

　金髪幼女が顔をむくれさせている様子はどうにも愛らしく見えてしまうが、脳内で実年齢が三十五歳であることを思い出してしまう。

「センパイセンパイ」

　納品直後特有の浮かれ気分でアルコエーテルの酔いを楽しんでいると、小さくシャツの裾が引かれた。

「ラクアもお疲れさま。あかりたちの監督を任せちゃって悪かったな」

「いえ、そんなことはないっす。センパイの方が大変でしたっす。それに、こっちはあかり先輩がめちゃくちゃがんばってくれたんで全然問題なかったっす」

「あかりが、か」

　つい盗み聞きしてしまった話を思い出す。

　そういえば、リクルート召喚の準備をしている時もやけに上機嫌だったし、やっぱり元の世界の人物との交流というのは好影響を与えるんだろうか。

「それでセンパイに前にお願いしてた話っすけど……」

「ああ、もちろん覚えているよ。今回は外注作業だから、向こうが今回の出来に満足してくれたらだけどな」

　今回のギャラはそれなりに高額だったし、額面通り入ってくればかなりの売上になる。それに、出来が問題なければ、下請け作業を定期的に振ってくれるという話も聞いている。そうなれば、ラクアを正社員にしても余裕ができるはずだ。

「っ──本当っすか！　本当っすよね！」

「もちろんだ」

「あんなにセンパイもがんばってたっすから、ＯＫに決まってるっす！　今日はもう前祝いってことで楽しむっす！　モニカ先輩も飲むっすよ！」

「う、うん……」

　目を輝かせたラクアに巻き込まれ、モニカも喧噪の中に飛び込んでいく。

　これほど楽しく飲んだのはいつ以来だろうか。

　この雰囲気ならば、そう遠くない未来に俺たちの作品もちゃんと出せるはずだ。

　それだけに……ケイトが帰ってしまうことは寂しく感じてしまう。

「どうしたの、難しい顔して」

　そんな俺の様子に気づいたのはシャルロットだった。

「いや、寂しくなるなってちょっと思っちゃってな」

「……そう。そうなのね」

　それだけで俺が何を考えているのかを察してくれたようだ。

　手にしていた料理を俺の手元に押しつけると、

「おねえちゃんはまだここにいてあげるから。これ、今日はおまけにしておいてあげるわ。納品完了祝いってことでね」

「……ああ、ありがとうな」

　ほんの少し、泣きそうになってしまったのはきっとバレていたんだろう。





　　　　◇






　俺が開発室に着いた時、中にいたのはモニカとラクアの二人だけだった。

「本当に帰っちゃったんすね」

「ああ……そうだな」

　ケイトはあまりにもあっさりと元の世界へと戻っていった。

　キーボードをなぞり、別れ際に交わした会話を思い出す。




「てっきり久保はもうちょっと俺を引き留めるかと思ったんだけどな」

「もうちょっとそっちが金髪幼女らしかったら考えたよ」

　本音を言えばもちろん残ってほしいという気持ちはあった。

　きっと、この人ならば今は止まってしまっているあの企画にもいい影響を与えてくれるだろうという確信にも似た思いもあった。

　それでも、元の世界でやりたいという気持ちを持っている相手を引き留めるような真似はしたくなかった。

「わかった。次に喚よばれて来るようなことがあれば、久保の好みの姿で来てやるよ」

「本当か!?」

「冗談だよ。食いつくんじゃねえよ。結局中身は俺なんだぞ？」

　冗談に冗談で乗ったつもりが全力で引かれてしまった。

　シナリオは鬼コーチのおかげで多少読めるものになったかもしれないが、やはりこういうところのセンスは難しいようだ。

「他のやつらも世話になったな」

「何よ、わたしたちはひとまとめってわけ？」

　あかりが苦笑する。

　俺以外は知らないことだろうけど、あんな踏み込んだ話をしていたにもかかわらず、こんな扱いをされれば、文句の一つも出て当然だろう。

「普段はちっともまとまりがねえのは知ってるからな。こういう時ぐらいまとまってみたらどうだ？　そうしたら、久保の負担もちょっとは減るだろうよ」

「クリエイターはまとまるのも大事だけど、個性が大事なの。そっちもクリエイターならわかるでしょ？」

「……そうだな。あかり、そっちのデスクを後で確認しておいてくれ。俺がちょっと忘れものをしてるかもしれないからな」

「わかった。見ておくわ」

　わざわざ伝えたということは、それがあかりに対するケイトからのお返しということなのだろう。俺も見せてもらえるか後であかりに聞きに行くとしよう。

　そんな意味合いの込められた言葉を、素直に受け取ってしまう者はいるもので、

「え？　後でいいの？　忘れものをしてるなら今じゃないと渡せないんじゃない？　それとも、ラクアがあっちの世界に送れたりするの？」

「そ、それはさすがに無理っすね。ラクアができるのは喚よぶことだけっす」

　アイリスが真面目にラクアに相談していた。こっちにも後でちゃんと説明をしてやらないとな。

「じゃあな。あんたのゲーム、楽しみにしてるよ」

　そう言って、ケイトは今度こそ本当に去っていったのだった。




　あかりに一体、何を残していったんだろうな。デスクにあると言っていたが……さすがに俺が勝手に確認するわけにはいかないだろう。

　あかりが早く来てくれるようなことがあればいいのだけど、そんなことが起きればむしろ何かヤバい事態が発生してしまうんじゃないだろうかなんてほどの──

「お、おはようございます……」

「はい、おはよー」

「あかり先輩早いっすね！」

「昨日の今日だからかな。ちょっと落ち着かなくてね。どうしたのよ、大久保くん。そんなにわたしが早く来たのが珍しいの？」

「お、おう……」

「肯定するんじゃないわよ。まったく……っと」

　あかりがデスクから取り出したのはわずか数枚の資料だった。

「これって……大久保くん、ちょっと見てくれる？」

　差し出されたそれに書かれていたのは、どう見ても俺たちが制作途中で頓とん挫ざしてしまっているあのタイトルの──その先の展開だった。

　もちろん、最後まで完璧に組まれているわけではない。けれど、パーツだけだったものがたしかにそこで一つの作品として組み上げられようとしていて、その可能性を感じさせるものだった。さらには一部のシーンサンプルまで。

　ただし、そこにはこれまでになかった要素が一つ追加されていた。

　それは、金髪ヒロインを登場させること。

　思わず笑みがこぼれていた。開発室の電話が鳴る。

「あ、あの……」

「ああ、いいよ。俺が取るよ。今はなんでもいいからやりたい気分なんだ」

　モニカを制し、受話器を取る。

「はいっ！　こちら『えいえんソフト』開発室、久保が承ります！」





　　　　◇






　目の前には今日も今日とてきれいに七・三分けをして、ピシッとしたストライプのスーツに身を包んだ男性がいた。どこからどう見ても、かの冷酷にして超有能なキューブリック社長だ。

　さっきの電話は呼び出しだった。とにかくなるはやで来いとの知らせに、また何かしでかしたのかと、あわてて出向いたのだけど。

「先ほど、君たちが外注作業を行ったメーカーから連絡がありました」

「はい」

「無事、納品をいただきましたと。シナリオ作業が含まれていたにもかかわらず、それも合わせていただけましたと。納品日を守れるのはよいことですね」

　……あれっ、これ、もしかして褒められているんだろうか。

　てっきりお叱りをいただくものとばかり思っていただけに、この反応は意外というか何というか、拍子抜けするものだった。

「ありがとうございます、社長のご指導のたまものです」

　おそるおそる頭を下げ、少しだけゴマをすっておいた。褒めてもらった時にこそ、こういうのは言っておく方がいい。

「ご指導のたまもの、ね」

　……あれ、しくじったかな？　なんかあまり感触がよくなかったというか……。

　しかし、社長は特に気にすることなく話を続けていった。

「とはいえ、それは当然のことです。本来であれば納品日や発売日は守られるもの。その大事さは久保君も十分に理解をしているでしょう」

「申し訳ございません」

「今回は偶然、間に合っただけかもしれません。これを恒常的なものにしていくには、問題が起きた時に原因の追及と反映を適切に行う必要があります」

　いつものお叱りコースに戻ってきた。とはいえ、いつもよりは心に余裕がある。だって、ここには今までなかったものがあるのだから。

　呼吸を整え、口を挟んだ。

「ひとつ、よろしいでしょうか」

「どうぞ」

「弊社では新規でシナリオライターのサポートを得ることができました。今回、納期に間に合わせることができたのも、その甲斐あってのことです」

「ほう」

　社長の眉がピクッと動いた。

「これまで、私どもの会社はライター不足に困っていました。しかし、彼のサポートによって、全体的なスキルと、そしてライターの人材に必要なものを知ることができました」

　結果、ケイトは帰っていった。

　だけど、彼が話してくれたことや残してくれたスキルは、今後のうちのゲーム作りにきっと役立ってくれるはずだ。それを実感できたからこそ、俺はこうして、恐ろしい社長を前にしてもこんなに堂々と展望を述べることができたのだ。

「ですので、これからはまた違ったものを見せられると思います。これまでご迷惑をおかけした分、ご期待ください」

　今はまだ、しょっぱい会社かもしれないけど。

　きっとこれからは変わっていくはず。そう、信じているから。

「なるほど、それは朗報ですね。期待しましょう。それはそうとして……」

　思いを込めた演説のつもりだったが、社長はあっさりとそれをいなし、

「……先ほどの外注作業の件、シナリオ作業も含まれていたと言いましたね」

「はい」

「先方からは一点、シナリオに関して確認があったのですよ。これで問題はなかったのかとね。その上でお尋ねします。シナリオライターは見つかったのですか？」

「まだ、見つかってはいません。なので今回は、先程の彼のサポートを受けて、私が書きましたが……」

「久保君が、ですか」

　社長とゴッドウォーさんが俺の答えに反応する。ゴッドウォーさんはなぜか絶句していた。一体どういうことだ？

「サポートを行っていただいたシナリオライターはたしかな腕を持った方でした。ですが……彼には他にやらなければならないことがありました。そのため、私がライティングを行う形で進めさせていただきました」

　丁寧に説明したつもりだったが、社長はなぜか深いため息で答えると、

「……以前、久保君にはコントを書く才能があると伝えましたね。そこに一つ、追加項目ができそうですね」

「は、はい？」

　思わず間抜けな声が出てしまった。

　社長は俺のそんな姿を意に介さず、横目で部下の顔を見ると、

「キャサリン君」

「はい」

「納品の終わったシナリオ、あの部分を読んでみてください」

　シナリオを読む？　なんで？

「わ、わたくしがですか!?」

　当然、困惑するゴッドウォーさん。そりゃ、そうだろう。

　でも、普通の恋愛ゲームのシーンだから、そこまで困惑するのもちょっと、おかしい気もするけど……何があったんだ？

「ええ。その方が久保君にもハッキリと伝わるでしょう」

「……わかりました」

　ゴッドウォーさんは困惑した表情をさっと直し、シナリオの印刷された紙を目の前に掲げた。瞬間、顔が赤くなったのに気づいた。

　赤面？　なんで？

　俺の疑問は、すぐに本人の声によって明らかとなった。

『こんな気持ち、抑えられない』

　あ、この辺りか……。

　この後にキスシーンが続いていたことを思い出す。気合いを入れろとケイトにも言われた場面だ。

『そう気づいてしまえば動くしかなかった。んっ……唇と唇が触れ合う。んっ……んふぅ……はぁ……んっ……。舌先が絡み合い、二人の間には銀色の──』
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「え、な、なにを??」

　どういうことだ、そんな描写、入れた覚えがないぞ？

『ちゅぱっ、くちゅっ、んっ、あっ』

「あ、あの、ゴッドウォーさん？」

『これ以上はだめ……おかしくなっちゃう』

「おかしくなっちゃうぅぅ！？？」

　まったく意味がわからなかった。おかしくなりそうだった。

　俺が書いたはずのシナリオには、書いた覚えのない濃いイチャイチャ描写や、それを数段飛び越したような、いけないシーンが大量に追加されていた。

「しゃ、社長……この先も読まなければダメですか？」

「結構です。私もセクハラを続けるつもりはありません」

　ゴッドウォーさんはシナリオをそっと机に置いた。赤面した顔は明らかに発情レベルになっている。

　対して社長は、青白いのを通り越して顔が灰色になっていた。怒りでこめかみは打ち震え、喉はピクピクとうごめいていた。

「コントだけでなく、今度は官能小説を書いてはいかがでしょう？　きっと傑作を書けるかと思います……よ……」

　あ、ヤバい。これはマジでヤバい。

　社長が本当に怒った時は冷静さを失う。言葉が速射砲のように吐き出され、脳よりも言葉の方が優先される状況になるのだ。右手を振りかざし、相手に向けて指さし、そして……そして。

　案の定、その手はゆっくりと振り上がった。わかっている。このあと、俺に向けて指を指されて、何回生まれ変わってもその度に即死するレベルのお叱りが飛んでくるのだろう。わかってる、わかってるんだって！

「あの、社長これは私じゃなくてですね、その──」

「君は、君は、君は！！！！　全年齢の！　作品に対して！　大人も赤面し眉をひそめるようなどぎつい破は廉れん恥ち極まりない文章をなぜ混入したのですか!!　悪戯いたずらでは済まないですよ！　紹介先のクライアントから電話がかかってきて、嘲ちよう笑しようされながら電話口で朗読された私の恥ずかしさをどう思いますか！　電話で散々辱はずかしめを受けたあと関係各所に笑い話としてばらまかれたやるせなさをどう思いますか！　いいスタッフをお持ちですねえ、普段からこういう教育を？　どうですか！　これが先方から言われた言葉ですよ！　私のご指導を？　たまわった？　冗談も死んでから言ってください！　誰がこんなことを教えたんですか！　そうか、殺す気ですか？　殺す気なんでしょう！　私に普段から叱られているから、こういう形で意い趣しゆ返がえしをしようと思ったんでしょう！　殺す気だったんでしょう、君は、君はぁ!!」





　　　　◇






　人間って限度を超えるほどに絞られると、やつれて干物になるのかもしれない。俺はＫＧＢからの帰り道、そんなことを考えながら帰路についていた。足取りだけは死ぬほど重いのに、上半身だけは風が吹くとよろめくぐらいに軽かった。というか存在が。もういつ消し飛んでもおかしくないってぐらい、痛めつけられ、絞られて、ゴッドウォーさんのとりなしでやっとのことで解放されたのだった。三時間後に。




「きゃはははははは、ちょ、ちょまっ、マジで!?　マジでケイトがエロシーン入れちゃったの、それそのまま社長が納品しちゃってぶひゃっ、ひーっ、ひーっ！」

　開発室に戻ってきてすぐ、みんなに経緯を説明した。アイリスはこっちの気も知らず腹痛が起こるレベルで笑い転げていた。

「大久保くんおめでとう、これでどこに行っても立派なポルノ作家ね」

　あかりもククッと笑いをこらえていた。

「あ、あのセンパイ、大丈夫っすよ！　ラクアはセンパイが変態だって思われてもちゃんとついていくっす！」

　ラクアには今度ちゃんと人の励まし方を教えておこう。

「あの、そのシナリオ……一体どんなことが書いてあったんでしょうか」

「読むなよ」

　モニカにはファイルを見せないようにひとまずロックをかけておいた。

「あはは、最後の最後にとんでもないイタズラを仕掛けていったのね、ケイトちゃん」

　シャルロットも笑っている。

「まあ、本人としては純粋によくなると思って入れたんだろうけど……」

　そう、これは単純に伝達ミスだった。

　元々、テックジ●●アンを使って喚よんだライターなんだから、そりゃ得意分野はそっち方面だ。だけど俺たちの作っていたのは全年齢版のギャルゲーだ。ちゃんと前もって、説明をしておけばよかったんだ。

　そりゃ、ああなるよ。彼にはほとんど罪はない。

　そもそも、直接手を加えるとは思ってなかったから防ぎようは……いや、ちゃんと納品前に自分でチェックをすればよかったんだよな。それを怠った俺のミスだ。

「とりあえず、シナリオの手直しが必要になったってことで、ギャラは減らされた」

　しかも、これから定期的に入ってくるはずの仕事も立ち消えてしまった。

「えっ、じゃあラクアの正社員の話は……」

「悪いが、延期だ。今の金の入りだとまだ決断できない」

「そっ、そんなああああ」

　ラクアはガックリと肩を落とした。

　かわいそうだけど、こればかりはどうしようもない。

「ひひっ、ね、ねえパトリック、いっそそっち方面のライターに転職したらいいんじゃない？　才能が開花するかもよ」

「するかよ！」

　仕事自体に敬意は表するけど、しばらくエロはもう……考えたくない。

　ひとまず俺は、目の前にぶら下がった業務をやろうとキーボードに手をかけた。

　今度の延期告知文はどうしよう。エロの度が過ぎたので延期しました、なんて言葉が思い浮かんで、すぐに頭から消した。このタイミングでそんな文章を表に出したら、今度こそ間違いなく俺はキューブリック社長に消されるだろう。

「はぁぁ……気が重い……」

　俺は結局、また何千回目かのため息をついて嫌々キーを叩き始めたのだった。




　ここは異世界、フェアリーフ。

　えいえんはないけれど、『えいえんソフト』ならあります。

　ていうか誰かマジ、クリエイターさんヘルプで来てくれませんか!?
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『えいえんソフト』にはえいえんがある。

　それはえいえんに支払われないボーナスであったり、えいえんに達成できないマスターアップであったりするわけだが、極めつきとして存在する最大のえいえん、それはえいえんに壊れ続けるエアコンだった。

「あっついわねえ……どこの火吹きドラゴンが猛たけってんのよこの暑さ……」

　椅子を二つくっつけ、座ってない方に両足をだらしなく突き出したアイリスが、これ以上ないってぐらいに暑そうな声を上げている。女子なのに真っ白な太ももを思いっきり晒さらしているのはいいのか、それで。

「外気温三十八度だって。これ絶対に何かの呪いとかかかってるわよ」

　応えたあかりは、ＵＳＢ扇風機を胸元に当てて白目をむいている。こちらも制服のボタンを外して胸の谷間が見えてるんだが、気にする余裕もなさそうだった。

　予算切迫の折、とにかく設備費にはお金をかけたくないのが弊社の事情だったが、こと士気に関わることもあって、冷暖房だけはなんとか保持し続けていた。寒いのと暑いのだけは、作業効率に関わるしＰＣにも悪影響だからだ。

　だが、備え付けの業務用冷暖房機は相当な年代物で、夏と冬の季節ごとに必ず一度は故障するレベルに老朽化していた。その度に魔法工事の（現世でいうところの電気工事だ）おっちゃんを呼んで直してもらっていたのだけど、「もうこれ、次はあかんかもしれませんで」と言われるぐらいヤバい代物だったのだ。

　そして、運命の日は思っていたよりも早く訪れた。

　今年は夏の到来が早く、エアコンも早い段階から稼働していたのだけど、それがアダとなったのか、一週間を待たずして「バツン」という音と共に動きを停止した。

「新しく買うのに比べて、金が倍かかるって言われちゃうとな……」

　修理見積もりの紙を見ながら、俺は盛大にため息をつく。

「ねーパトリック」

「なんだ」

「買おうよ、エアコン」

　俺は脱力した目でアイリスを睨み、エアコンのカタログを放り投げた。

「なにこれ、ダイギン業務用エアコン価格表……にじゅうはちまんごーるどから……ってうえええ!!　こ、こんなに高いのエアコンって！」

「わかったか？　ジュース買ってきてってレベルの話じゃないんだ」

　異世界における貨幣価値は、おおよそ一円イコール一ゴールドとなっている。

　なんで、と言われても困るが、これについては俺がこっちに来た時からそうだったのだからご都合だ何だと言われても知らない。

　で、物の価格についても大体同じぐらいの感覚と考えていい。駄菓子は十Ｇゴールドから、お菓子は百Ｇから。俺たちの四Ｇ屋の一品料理の値段は四百Ｇ、弁当は五百でコンシューマのゲーム機は三万Ｇだ。

　つまり、業務用冷暖房機の二十八万Ｇという価格は、スタッフの約二ヶ月分の給料に相当することになる。緊縮財政を強いられている弊社にとっては、決してスルーなどできない額だ。

「ねえねえ、そんなクッソ高いの買わなくても、こっちのブナイとかジャープのエアコンなら五万Ｇからあるよ」

　あかりが見ていたタブレットをこちらに向けた。ネットショップの価格表には、たしかに数万Ｇ台のエアコンが並んでいる。

「うおっ、いいじゃんこれ！　パトリック、これならまだ買えるんじゃ」

「それは家庭用！　どうやってうちのオフィスの天井に埋め込むんだよ」

　事務所にあるエアコンは、天井に埋め込むタイプの業務用としては一般的なものだ。しかし当然、家庭用とはそもそもの形状が違う。無理をして付けようにも、排気用の穴がないからそこでアウトだ。

「それに、今の時季は工事業者も需要があるからな。新品かつ割のいいものを大量に買ってくれる客のところから優先して取り付けてるはずだ」

　小規模のオフィスで、しかもなるべく安く収めたいと思っているうちなんかは、仮に新品を買ったとしても、後回しにされかねない。

「うっそ……じゃあ、お金があってもダメってこと？」

「ああ、取り付けを自分たちでやるとかじゃない限りはな」

　もちろん、そんな技術を持っている者は弊社におりません。

「えー……じゃあどうすんのこれ、仕事もできないしそもそも生きていけるかどうかも怪しいんだけど……」

　あかりはもう今にも倒れそうな顔だ。

「パトリックぅ……もうこの際、事務所を涼しい場所に引っ越そうよ……ほ、ほら、寒冷地の街で起業しませんかってお知らせ、来てたじゃない！」

「そしたら今度は冬に死ぬぞ、やめとけ」

「それでも！　あたしは今この暑さから逃れたいの！　学生時代にやった耐久実験のバイトみたいなことは二度とやりたくないのよ!!」

　どんな危ないバイトしてたんだ、こいつは……。

「ただいま帰りました……」

「いやーヤバいっすね、暑いっすね！　はい、とりあえず買ってきました～！」

　外から帰ってきたモニカとラクアが、キャッキャとはしゃぎながら袋詰めになったものを会議用テーブルの上にザラッと広げた。

　色とりどりのアイスや氷菓子、半冷凍のドリンクなどが並ぶ。

「うお～っ待ってましたぁ！」

「はー、暑い日にはこれがないとねー！」

　一秒前までくたばっていたあかりとアイリスが一気に飛び上がり、広がったアイス類へと群がった。

「ありがとう、外はヤバかっただろ」

　声をかけると、ちびっ子二人組は揃って豪快にうなずくと、

「すごかったですよ、シュン。街道の真ん中に大きな陽炎かげろうが立ってて、みんなそのゆらめきを見て絶望的な目をしてるんです、あれはもう……世界の終わりのようでした」

「四Ｇ屋の店先に置いてある鉄製の看板があるじゃないっすか。あれに店員が水かけたら、蒸発して白い水煙が上がってたっすからね～。あそこに卵割って落としたら目玉焼きが作れるんじゃないかって思うっす」

　どうやら外もかなりひどい有様のようだった。

「あ、こらあかり！　冷蔵庫で涼もうとするんじゃない！」

　ふと見ると、あかりが冷蔵庫を開けてそこに身体を突っ込んでいた。

「えーいいじゃない、エアコン直るまでこれをエアコン代わりってことで」

「よくねえよ！　魔法代いくらかかると思ってんだ！」

　その代用品によって、月末の請求でいかに恐ろしい目に遭うかを俺は知っていた。

「あ、ずるいわよあかり！　あたしも冷蔵庫に当たらせて！」

「わ、私も……」

「みなさんいいっすね、ラクアもぜひその恩恵にっ！」

「ちょ、ちょっと待てお前ら……」

　俺の制止する声になど構わず、他のスタッフもわらわらとあかりに連なった。

（やれやれ……）

　しかし、この暑さでは尋常でない行動に出てしまうのもわかる。灼熱の中で落ち着いて仕事などできないし、それがわかっているから冷暖房だけはキープしていたのだ。

　ということは、これは会社存続の危機なのではないだろうか。最初は、どうせ暑さなんてすぐに収まると思っていたけど、もしこれが一ヶ月も続けば……。

「社長に言って、設備費の前借りをするか……」

　またどうせ死ぬほどキツい嫌味を言われるんだろうけど、この際仕方ない。

　覚悟を決め、電話に手をかけたその瞬間だった。

「情けないなあ！　まるでゾンビの集団か何かやな！」

　会社のドアがバーン！　と大きく開かれ、仁王立ちした少女がそこに現れた。

「能力の足らんやつらはこれやから困るわ！　暑さ程度で死ぬような連中に、まともなゲーム制作などでき……」

　言いながら、足下がフラついて倒れそうになった。

「くっ……な、なんやこの熱気……さすがにちょっと怯んだわ……」
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「何しに来たんですか、チェダーさん」

　声をかけると、少女は指を俺の顔に突きつけ、

「トシノリ！　あんたこのチェダーが来るとわかってて、卑劣なトラップを仕掛けたんやろ！　でもウチにそんなん効けへんからな！」

「トラップってそんな、何もしてませんって」

　汗をダラダラ流し、目をうつろにしながらそんな強がりを言うこの関西弁の少女は、名前をチェダーという。それはそうとして、

「あ、チェ子だ。何しに来たの？」

　冷蔵庫からようやく離れたあかりがこちらにやって来た。

「なんやその国名みたいな呼び方！　小こ姑じゆうとは引っ込んどれ！」

「お互い様だろ、呼び方は……」

　揃ってジト目で睨み合いだした二人を制して、俺は頭を抱えたのだった。





　　　　◇






　この世界にもゲーム業界が存在する以上、複数のソフトハウスが存在する。中でも最大手が、かつての魔王・ゴルゴンゾーラの経営する鬼畜王ソフトだ。

　王都から見て西さい域いきに位置する旧魔族の支配域にあるこのソフトハウスは、堅実でしっかりしたゲーム作りに定評があった。

　複数ラインの制作体制を持っていて販売スケジュールも安定、デバッグスタッフもチームで常駐しており、発売半年前にデバッグにかけなければ発売しないという厳格な社内ルールは、結果としてエラーやバグの少ないブランドイメージの構築に貢献していた。

　まあひとことで言うと、ユーザー受けの極めていいメーカーなのだけれど、

「魔族らしい恐怖政治によるトップダウン型の古い企業ですよ。あれはそのうちにつるし上げを食らうに違いありませんね」

　とは、かのＫＧＢ社長による鬼畜王ソフト評だった。どうやらけっこうなブラック企業らしく、スタッフの入れ替わりはそれなりに多い。ちなみにこの社長と魔王ゴルゴンゾーラ氏、幼なじみだけど死ぬほど仲が悪い。

　で、だ。今この目の前にいる少女、チェダーなのだが、彼女は魔王ゴルゴンゾーラの一人娘であり、鬼畜王ソフトのチーフプロデューサーでもあった。白銀の髪にちょこっと乗った赤いツノ、かわいくて小さな身体というまるで妖精のような見た目の少女だが、キツめの関西弁から繰り出される言葉の数々には基本、容赦がなかった。

　そんなわけでチェダーは、いわばライバル企業のメインスタッフなんだけど、

「今日はちょっと用事があって来たんやで」

　出されたソーダアイスをバリバリと嚙み砕きながら、彼女は俺たちにとある提案を持って来たのだった。

「鬼畜王ソフトのヘルプ案件……ですか」

「せやで。納期は一週間。必要なのは小姑とおっぱいや」

　つまりはあかりとアイリス、原画とグラフィッカーってことか。

　鬼畜王ソフトで新規立ち上げになったラインがあり、主に新人スタッフをそこに充てていたのだが、経験不足もあって次第に遅れが目立つようになった。

　特に絵周りの進捗が厳しいため、そのヘルプをしてほしいというのが今回の依頼内容だった。

「払うギャラはいつもの五割増しや。仮にこっちの進行が遅れたら、日割りでその分のギャラもプラスする。悪い話やないやろ？」

　元々、鬼畜王ソフトは外注業者からの評判がすこぶるよかった。

　金払いはいいし、追加作業が発生した際はギャラもしっかり追加されるし、ヘルプの指示出しも的確でリテイクも少ない。なので、表に募集案件が出た際には、業者同士で争奪戦になることも多かった。

　というわけで、普通に考えればいい内容だったのだけど、

「悪いけど、鬼畜王ソフトのラインの手伝いとか、あたしやる気ないから」

「同じく。いくらあたしたちが弱小だからって、プライドまで捨てちゃいないっての」

　チェダーの説明が終わった直後、弊社の原画およびグラフィック担当は揃って席を立って部屋を出ていこうとしていた。

「お、おい、いいのかそんな即決して。一週間の手伝いで他社の案件の一ヶ月分にはなるぞ。これならしばらくは自社開発も可能な……」

　二人は揃ってこちらを向くと、

「お金の問題じゃないのよ！　もっと大切なものがかかってるのよ！」

「そうよ、これはいわば魂っつーか、クリエイターとしての誇りの……」

　やたらと格好のいいことを並べ立ててきた。

　でも俺は知っている。この二人の言葉がかなり私し怨えんによるものであることを。

　あかりは、バストアップしか描けないことを鬼畜王ソフトのファンから『上半身タイガース』と呼ばれて打線を組まれたことを逆恨みしてのことだし、アイリスは四Ｇ屋で下請けしていたメーカーの愚ぐ痴ちをこぼしていたところをこれまた鬼畜王ソフトのファンから丁寧にメモられてＳＮＳにアップされ、謝罪と減給に追い込まれたのを逆恨みしてのことだった。多少、同情する部分があるにせよ情けない理由だ。

　チェダーは、そんなご立派なクリエイター二人の言い分をニヤニヤしながら聞いていたが、

「よーしわかった。なら、これやったらどうや？」

　そう言って、スマホでどこかへ連絡を取った。

　すると一分もしないうちに開発室のドアが開き、

「どうもありがとうございます、ダイギンエアコンのお届けに参りました～」

　青い魔法作業用の法衣に身を包んだ、業者のおっちゃんが二人、爽やかな笑顔で開発室へと入ってきた。まさにさっき、注文殺到でなかなか工事してもらえないと話していた業務用エアコンの設置業者だ。

「ダ……ダイギンッ……！」

「エア……コンッ……！」

　エアコンと聞いた瞬間、さっきまでそれなりに凜りんとしていたあかりとアイリスの表情が崩れた。

「ああ……神の箱、これは神の箱です……冷風を運んでくれる神のおぼしめし……」

「センパイ……ラクア、この箱とケッコンしていいっすか……？」

　年少組に至ってはもう箱に向かって求愛しようという勢いだ。モニカは目を閉じて箱に頰ずりしてるし、ラクアも抱きついてキスしてる。ただの箱だぞ、それ。

「ちょ、ちょっとまておまえら」

　慌てて間に入ると、業者のおっちゃんに確認を取る。

「えっと、うちは設置を頼んでないんですけど、何かの間違いじゃ……？」

　当然ながら、俺は設置を依頼していない。そんな金がないからこそ、さっきからずっとみんなで苦しんでいたのだ。

「いや、あの……こちらの注文については、その……」

　業者のおっちゃんは、チラッとチェダーの方を見た。
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「ああ、それウチが頼んだんや、ここに設置してくれってな」

「うええええっ!?」

　弊社スタッフ全員、思いっきり驚いたのは言うまでもない。

「え、その……なんで、なの……？」

　慌てふためいているアイリスに対し、あかりは冷ややかな視線をチェダーに送っている。

「わからないの？　策に決まってるじゃない。要するにこの仕事を受けるならばエアコンを設置する、っていう」

　チェダーは、クックックと笑うと、

「さすがは小姑、おっぱいと違ちごうて頭がよう回るわ」

　そう言って、さらに言葉を繋つなげた。

「というわけでな、この案件には金銭のギャラに加えて、この猛暑の中エアコンを最優先で設置してもらえる権利まで付いとるっちゅーわけや。工事費本体価格金利手数料まで含めて、すべて弊社が負担いたしまっせ」

　なんてことだ。かつてこんなに卑劣かつ有効な脅しがあっただろうか。以前、ラクアといっしょに活火山見物に行った時、山頂でただの水道水をリッター千Ｇで売りつけられた時のような気分だ。

「あ、あの……もし、その、依頼を断ったら？」

　おそるおそるという感じで、モニカが言葉を挟んだ。

　チェダーはフフンと鼻で笑うと、

「そんなん、言わんでもわかるっちゅーもんやろ。このおっちゃんたちには何もせんと箱を持ってお帰りいただくわなあ、しかたないなあ」

　みんな、「えっ」という顔でエアコンの入った箱とおっちゃんたちを凝視した。おっちゃんたちも、何に巻き込まれたんだという顔で驚いている。

　そう、まだこのエアコンは鬼畜王ソフトの手にあるのだ。チェダーの指図ひとつで、お帰りいただくことも簡単にできてしまう。

「ど、どうしましょうか……」

「先輩方、ラクアはもう脳が溶けそうっす！」

　年少組の懇こん願がんに、あかりとアイリスも葛かつ藤とうしていた……ような気がする。

　なんで「気がする」と思ったかというと、

「お願いします」

「マジ何でもします」

　おそらく秒単位の速さで、彼女たちがチェダーの前に頭こうべを垂れたからだった。

　……いや、この脅しについては、屈しても仕方ないと思う。俺が彼女たちの立場であったとしても、おそらくは秒で沈んでいたに違いないから。

　悪あく辣らつな手段で俺たちを手玉に取ったチェダーは満足げに微笑むと、

「堕おちよったな」

　腰に手を当てて、エアコンに群がる民たちをあざ笑った。こうして格差が生まれていくのか……。

　工事のおっちゃんを女神のように見つめる弊社スタッフたちを眺めながら、俺は資本主義社会というものをイヤというほど味わっていた。
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　そしてその翌日。

　俺とアイリスの二人は、西さい域いき行きの魔列車に乗っていた。

　魔列車というのは……まあ、わかると思うが、魔力で動く電車のことだ。さすがに新幹線はないが、特急は存在している。

「あれ、パトリック駅弁買わなかったの？　お茶といっしょにセットで売ってたのに」

　隣の席でガツガツとシューマイをかじりながら、アイリスが不思議そうな顔をする。

「経費節減だよ。今日は家でおにぎりを作ってきた」

　カバンから二つほどおにぎりを取り出し、包んでいた葉を丁寧にむいた。

「えっ、パトリック、いつからお嫁さんを……？」

「おらんわ！　ていうか野郎だって普通に料理したり弁当作ったりするだろ」

　アイリスはどうもその辺、ちょっと感覚が古くさいところがある。

「え、じゃあこれパトリックが握ったの？　へー、ちゃんとしてる！　あたしが握ったら絶対に三角にならなくて、四角形とか五角形になるんだよね～」

　むしろそのおにぎりこそ見たいぞ、俺は。

「アイリス、料理得意じゃないか。おにぎりは不得意なのか？」

「いやほら、あたしが得意なのってその、アルコエーテルに合うおつまみだから」

　全力で納得する。そういや、煮込みとか、たたみいわしとか、あと厚揚げに納豆を挟んで焼いたやつとか、そんなのばっかり作ってたな。

「それはそうとさ、パトリック」

　手元の弁当に夢中になりつつ、アイリスが尋ねる。

「なんだろうね、あたしだけ指名でお願いってさ」

「さあな……さっぱり見当がつかない」

　チェダーによる弊社へのヘルプ依頼は、実は二つの内容が存在した。

　一つは、先に説明のあった純粋なヘルプ作業。これは原画パートで存在し、あかりはもう新型エアコンの入った開発室で既に進行中だ。

　そしてもう一つ、これがなぜかアイリスへのご指名で入ったのだが、「西さい域いきにある本社まで来てもらって説明したい」ということだった。これも制作班からのたってのお願いということだったのだけど、細かいことについては来社後にお話しします、ということだった。

　アイリスに求められることということで、自然とグラフィッカーなのだとばかり思っていたけど、そうじゃないとすれば一体何だろうか。今のところ見当がつかない。

「きっとアレよ、あたしのプログラム技術に驚愕して、基幹システムの設計をお願いしたいってなったに違いないわ！」

「言ってて悲しくならないか、おまえ」

「い、いいでしょ、たまにはこれぐらいイキッたこと言っても!!」

　弁当といっしょに買った発泡性アルコエーテルのせいか、今日のアイリスは無駄に舌がなめらかなようだった。このあと打ち合わせなんだから、程々にさせておかないといけないな……。




　それから一時間ほどして、列車は無事に西さい域いき駅へと到着した。

　多くの人々が行き交う駅前に降り立ち、改めて王都との違いに驚く。

「さすが西さい域いき、賑わってるなあ」

「活気あるわよねえ、でもやっぱり魔族っぽい人が多いかなあ」

　元々、この西さい域いきは王都とは友好関係がなく、むしろ戦争状態が続いていた。しかし今ではすべての戦争が終わってフェアリーフは統一され、王を中心とした国家の一区域・一都市として存在している。

　アイリスの言う通り、辺りには魔族出身の人（まあ、人じゃないんだろうけど便宜上は）であふれかえっていた。あなた明らかに青鬼でしょうって風貌の人が、カッターシャツの前を開けてネクタイをゆるめ「お世話になっとります、ああいえすんません、どうもどうも、いやいやほんまあきませんで」とやってるのは何だか不思議な光景だ。

「パトリック、タクシー乗ろ、タクシー！」

「鬼畜王ソフトからの交通費は列車代しか出てないんだ、歩くぞ」

　ブーブー不満を垂れるアイリスを放置して、俺は駅から南に延びる道を歩き出した。

　西さい域いき駅から南に歩いていくと、ノースシンチという歓楽街がある。そこからケイバン街道を東へ歩いていくと、通りに面した巨大なビルが俺たちの目の前に現れた。

　鬼畜王ソフト本社ビル。二十階建てのその建物は、堂々たる自社ビルだ。

「すげえな……」

「ねえパトリック、あたしこういうビルに入るの生まれて初めてなんだけど、関所とかないよね？　入口で止められて処刑とかされない？」

「おまえの育ったエルフの森、戦国時代だったの？」

　あまりの文化格差に挙動不審となったアイリスをなだめ、インターホンを押した。

「はい、どちらさまでしょうか？」

　清らかな声が返ってきた。

「十一時からお約束をしておりました、えいえんソフトの久く保ぼと申します」

「久保さまですね。エレベーターで三階までお願いいたします」

　時間を置かず回答があり、入口のドアが静かに開いた。俺たちは導かれるままにビルの中に入り、当然のようにエアコンの効いたエレベーターに乗り込んだ。

　エレベーターも当然のように最新鋭だった。うちの会社のは動き出しと止まる時に地震のような揺れが起こり、スピードも激遅で何もかもレベルが違っていた。

　でもそんなことよりも、

「受付嬢いるんだ」

　俺はそのことに、少なからずショックを受けていた。

「いいなあ～うちもかわいい子に出迎えてほしいな～」

　隣でのんきにつぶやいてるこいつは、以前に二日酔いのまま宅配便を受け取った際、入口でぶっ倒れて宅配便の兄ちゃんから介抱された経験がある。

　他にも、モニカが応対した際に緊張からか応対したすべての内容を忘れてしまい、おかげでビルの避難訓練にうちだけ参加できずあとで大家さんからネチネチいびられたり、あかりが塩対応したせいでクライアントからねっとり文句を言われたり、

　──ああ、受付嬢がほしいなあ。

　そんなことを思いつつ三階に到着し、エレベーターのドアが開いた瞬間、

「いらっしゃいませ！」

　なんと五人もの受付嬢のお姉さんが、揃ってお辞儀をしてきた。

「あ、あの……えいえんソフトの」

「はい、こちらへどうぞ」

　挙動不審な返答にもかかわらず、お姉さんはにっこり笑って先導してくれた。

　俺たちはヒョコヒョコと情けなくその後をついていく。

「ねえ、ねえパトリック、ねえ」

「もう何も言うな、何も……」

　入口の時点で盛大に付けられた差が、三階で完全に越えられない壁へと変わった瞬間だった。なんだあの人たち。人件費ってどうなってんだろ。

（そういう次元の話じゃないんだろうな……）

　なんせビルまで持ってるような会社だ。ある意味無駄に思えるような部分でも、きっとこの規模ならば何かの意味があるのだろう。

　会議室へ、と通された通路は薄暗く、なぜか辺り一面に草木が植わっていた。そして壁面には、魔物を模したシルエットがいくつもうごめいていた。

「このフロアに会議室は二十ほどございます。すべてに魔物の名前が冠されていて、本日はガーゴイルの部屋となっております」

　有名なアーティストを呼んでビル全体の設計をしてもらったらしい。

「こちらです、この子が羽を広げたらドアが開きますので」

　お姉さんの言葉通り、ガーゴイルのシルエットが翼を広げたところで、部屋のドアが音もなく開いた。なんかもう、俺たちには一ミリも理解が追いつかない。

「社長、久保さまとオーカワさまをお連れしました」

　窓際で外を見ていた男性が、お姉さんの声にこちらを振り返った。

「おはようさん！　えらい暑いなあ、こんなん毒の沼地も干上がってまうで！」

　快活に言って手を上げると、ガハハと豪快に笑った。

　鬼畜王ソフトの代表にして元魔王のゴルゴンゾーラ氏。二メートルを軽く超える長身に俺の三倍はあろうかという横幅、ダブルのスーツにひげ面づら、そして黄金に光り輝くトサカ。一目見て魔族とわかるし、どこからどう見てもただならぬ雰囲気がある。

「ヒェッ……」

　その姿を見て、アイリスはちょっと引いてるようだった。まあ、引退してるって言っても完全に魔王だもんな。特に彼女はそう何度も会ってるわけじゃないし。

「おひさしぶりです、ゴルゴンゾーラさん」

「おう、俊とし徳のりか。元気か！　あいかわらずあの骨ほね煎せん餅べいのとこで働いとるんか？」

　ゴルゴンゾーラさん、って長いので社長としておくけど、俺はなんだかんだで顔を合わせる回数は多かった。

　何度かディレクションの手伝いをしたこともあってか、懇親会で顔を合わせるとよく声をかけてくれて、その度に「ウチへ来んか？」と誘いを受けていた。

　それはありがたいことだけれど、その言葉の奥にキューブリック社長への強烈なライバル意識がある以上、真に受けるわけにはいかなかった。

　ちなみに『骨ほね煎せん餅べい』というのはキューブリック社長のあだ名だ。対するキューブリック社長はゴルゴンゾーラ氏を『鶏とり貴き族ぞく』と呼んでるらしい（鳥類から転じた魔族だから）。笑いそうになるから勘弁してほしい。

「そっちの姉ちゃんはアイリスやったかな？　元気か！」

「はっ、ははははいっ、元気ですっ!!」

　突然声をかけられて、アイリスが飛び上がった。

「せや、今度うちでエルフ族の子ぉばっかり集めてブランド作る予定があんねんけど、よかったら履歴書送ってみんか。ちなみにブランド名はもう決まっとって、『エルフ』っちゅうねんけど、ええ名前やろ、ガハハ！」

　すごいな、異世界ならではのギャグを聞いたぞ。

「あの、社長。それで依頼っていうのは」

「おお、せやったな、じゃあ開発の子を呼ぶわな」

　言って、内線電話を乱雑に取り上げると、

「おう、ワイや。開発のリコッタとペコリーノを呼んでくれ」

　初めて聞く名前のスタッフを、会議室へ呼んだのだった。
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　程なくして、開発の二人はやってきた。

「はじめましてっ！　開発四部のリコッタと」

「ペコリーノです、よろしくお願いします！」

　何となく予測はしていたが、二人とも女の子だった。かわいらしい容姿ではあったけれど、揃っておでこのところに鬼っぽい角があった。

　ちょっと身長の高い方がリコッタさんで、低い方がペコリーノさんか。この二人、セットにでもなっているのか、互いの言葉を補い合うようにして喋ってる感じがある。

「久保です、あとこちらは……」

　アイリスを紹介しようとすると、

「知ってます！」

「アイリスさんですよね？」

「へ？　なんであたしのことを？」

　当然のように名前を知っていることに、俺もアイリスも驚く。

「ほら、こないだ別のメーカーさんのお手伝いで」

「イベント会場でコスプレされてたじゃないですか」

　ああ、あの時か。

　スタッフが男性ばかりのメーカーにヘルプで入った時、先方の社長がいたくアイリスの「見た目を」気に入って、イベントでの手伝いを懇願してきたということがあった。

　ユーザーの反応も上々で、メーカーも喜んでいたのだけれど、

「う……あの時か……」

　アイリスにはそこそこトラウマだったらしく、今も思い出してガッカリしている様子だった。まあ、最初こそノリノリだったけど、途中からめちゃくちゃ人目を気にしてフラフラになってたからなあ。容姿を褒められるのは嫌いじゃなくても、人目に触れすぎたり観察されたりするのはどうも苦手らしい。

　それにしても……、

「そこで覚えられたってことは、よほど印象が強かったんですね」

　イベントでは当然、他のメーカーもレイヤーさんを雇って広報活動を行っている。なのにアイリスを覚えていたというのは、余程気になっていたのだろうか。

「えっと、その……」

「それでなんですけど……」

　リコッタさんもペコリーノさんも、顔を見合わせて恥ずかしそうに赤面した。

「ほら、言わなわからんで、ちゃんとお願いしいや」

　社長がニヤニヤしながら後押ししたことで、ようやく二人は口を開いた。

「実は……」
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「いや、ぜ───ったいにいや！！！！」

「わ、わかるけどさ、じゃあこの件断っちゃっていいのか……？」

「当たりまえでしょ！　あ、あんな恥ずかしいことを本気であたしにさせる気なの、パトリックはぁ！」

　ここは西さい域いき駅からほど近いところにあるホテル、ミヤコ西さい域いき。今回俺たちを呼んだ鬼畜王ソフトが取ってくれた宿泊先だ。

　チェダーは、二人分の行き帰りの交通費だけではなく、宿泊費まで用意してくれていた。しかも三泊分も。

　当初それは、かの会社が儲かっているからこそのサービスだと思っていた。せっかく西さい域いきまで行くんだから、ちょっと旅行気分で楽しんでいらっしゃいという。

「おかしいと思ったんだよな、普通に打ち合わせで来るだけなのに、なんで三泊の予定が入ってるんだって」

「そう思ったんならちゃんと言ってよぉ……」

　懇願に近い様子で訴えかけるアイリス。

「さすがに俺だって予測できないよ、アイリスを呼んでお願いしたかったのが……」

　脇に置いてある、先程もらった資料をチラ見する。

「ギャルゲーのポーズモデルなんてなあ……」

「く、口に出して言わないで……悲しくなる……」

　再び、肩を落としてガックリするアイリス。

　俺もそんな彼女にかける言葉を失っていた。




　先程の会議室に話を戻そう。

　リコッタ＆ペコリーノさんが恐縮しながら口にしたのは、俺たちの驚きセンサーの針を振り切らせるのに十分過ぎるほどのパワーを持っていた。

「新作のギャルゲーのイベント絵の……」

「ポーズモデル……ですか!?」

　唖然とした顔で言う俺たちに、彼女たちは息せき切るかのように話し出した。

「次の作品は舞台がファンタジーで」

「それで、エルフの女の子が主人公なんです」

　なんでも、エルフの里から降りてきた主人公の女の子が、街中で様々な事件に巻き込まれ、ドタバタコメディに発展する、という話だそうだ。

「だけど、わたしたちどうにも経験不足でして」

「なかなか、キャラデザが上手くいかなかったんです」

　そろそろキャラデザを上げなければ、というタイミングで、彼女たちは別の用事があってイベントに出かけた。

　そしてそこで、まったく偶然にもアイリスを目に留めたのだった。

「会場でお見かけした時から、ずっと思ってたんです」

「この人こそ、次の作品のメインヒロインそのものだって……！」

　それで気になって、鬼畜王ソフトのパワーを使ってアイリスを捜索し、居場所を突き止めたので依頼をしたとのことだった。

（すげーパワーだな、さすがは業界一……）

　思わずちょっと感心してしまったが、

「そ、そんなのあたしできないです、できませんって！」

　アイリスは渾身の力を込めて首を横に振った。

「そ、そうですよ、だってこいつ一応三次元の住人ですよ？」

「一応って言うな!!」

　まあ、美少女であることは悔しいけど認める。が、その内実がファンタジーとあまりにかけ離れていることは、俺を含めスタッフがいちばんよく知っている。

　だからやめといた方が、と暗に含めて言ったのだが、

「わかってます、もちろんです！　外見しか見てませんから！」

「ちょっ、ひどい！」

「だからそこを間違えないように、あくまでもモデルとして参加してほしいと！」

「言い切りやがった……」

　なんともまあ、割り切った話だが、俳優とか女優とか、実際の性格がアレでも外見と演技がよければオールオッケーって考え方もあるし、別に間違ったものではないのかもしれない。

「まあ、いきなり言われてこの子らも混乱しとるやろからな、あとでゆっくり返事してもろたらええわ、ガハハ」

　ひとまずは大社長のとりなしにより、この場は穏便に済ませ、返事は保留となって打ち合わせは終了したのだった。

　で、今ココ！　といった具合である。
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「とにかくあたしはイヤ、もう帰る！　開発室に戻ってアセンブラの勉強をするの！」

「なんでアセンブラなんだ？」

「知らないわよ、でもスタープログラマーがよく『昔はアセンブラをわかってるのがぼくしかいなくて～』とか語ってるし、なんか覚えておくと格好いいじゃない！」

　この説教は後でゆっくりやろう。それはともかくとして、だ。

「わかった、とりあえずこれは会社全体に関わることだし、みんなにも説明しよう、な？」

　言うと、アイリスもうなずいて、

「そうね、あたしがいかにひどい状況に追い込まれているかを知れば、きっとみんなだって納得するに違いないわ！」

　というわけで、俺はすぐにノートパソコンを開くと、スイカのアイコンをクリックしてボイスチャットツールを立ち上げた。

　フェアリーフで一番のシェアを誇るボイスチャットツール、「スイカップ」だ。呼び出しボタンを押すと、程なくしてモニカの顔が画面に現れた。

「もしもし、今ってみんな揃ってるか？」

　ひとまず確認すると、

「あ、はぁい……揃ってますよぉ……ふにゅぅぅぅ」

　モニカはニヒャッと笑うと、妙にダラッとした声で答えた。

「……どうしたんだ、身体の調子でも悪いのか？」

　彼女は普段からあまりテンションが高い方ではないが、今日はなんというか……妙にダラけているように見える。酔っているというか、目がトロンとしていて、どこか艶なまめかしい雰囲気すら感じるほどだ。

「そうですかぁ？　あ、きっとお部屋がすごく快適だからかと……ごらんくださぁい」

　そう言って、カメラを動かして開発室全体が見える方へと向けた。

「うわっ！」

　思わず声を漏らすほどに、そこにはひどい光景が広がっていた。

　あかりは休憩用のソファに寝転がってスマホをいじり、ラクアは椅子にもたれかかって眠りこけている。

　弊社は裁量労働制というか、勤務時間はあってないようなものなので、特にこの時間に寝ているからといってどうこう言うつもりはない。が、こうも堂々とダラけられたらさすがに文句のひとつも言いたくなる。

「……モニカ」

「はい」

「スピーカーのボリュームをでかくしてくれ、かなり」

「わ、わかりました」

　モニカが察したのか、ボリュームを上げてサッと耳を塞いだ。

　俺は息を思い切り吸い込むと、

「こらーっ!!　おまえら起きろ、ミーティングだぞ！」

　スイカップのマイク越しに怒鳴った。

「わわわっ！」

「うぎゃっ！」

　ラクアとあかりが同時に跳ね起きるのが画面越しに見えた。

　ていうか、あかりの声よ。もうちょい美少女っぽい声とか出せんのか。

「小久保くん、いい度胸してるじゃないの。健やかに休んでいたわたしを起こすからには、相応の罰を受ける覚悟があるってことよね」

　ひどい声で起床した美人原画家がいかにも不機嫌そうに画面へ近寄ってきた。

「うるせえ、さっさとミーティングするぞ。ラクアも早くこっちへ」

「センパイ、一体何があったんすか……？　ラクアはもう眠くて……ふああ」

　どうにも、快適なエアコンのせいで居残り組は全員たるみまくってるようだな。

　そして全員が揃ったところで、アイリスの溜めていたものが爆発した。

「みんな！　聞いてよぉ！　ひどいのよ、鬼畜王ソフトのやつら!!　まるであたしをモノか何かのようにもてあそんで！」

　ひどい語弊が混じりはじめたので、とりあえず途中にフォローを入れつつアイリスに今日あったことを説明させた。

「ふうん、なんかよくわからないけど、身体を張れって言われたわけね」

「そんな、ひどいっす！　アイリス先輩は見み世せ物ものじゃねえっす！」

「やっぱり鬼畜王……おそろしいです、私はとてもじゃないけど無理……」

　なんとかアイリスの懇願の甲か斐いもあって、みんなの同情を買うことには成功したようだった。

「ほら見てよパトリック！　みんなも『これはひどい』って顔してるじゃない！　スタッフがみんな反対してるんだもん、断ってくれるわよね！」

　アイリスが嬉しそうに俺へ訴えかける。

　俺はアイリスの問いには応えず、まずは冷静にみんなに質問した。

「みんな、どうだエアコンのある生活は？」

　軽く聞いた質問だったが、瞬時に大波のような反応が返ってきた。

「ちょっと！　もう最高っていうかこのエアコンほんとすごすぎない？　故障する前のエアコンって、なんか温度調節が変っていうか冷えすぎだったり暑すぎだったりしたけど、この新型だと一度単位でちゃんと調整してくれるし、しかも外の暑さに応じて自動でやってくれるからリモコン片手にウロウロしなくてよくなったのよ！」

「しかも湿度もカラッカラにならずに適度に調整してくれますからねえ。ラクア、あんまり乾きすぎの部屋って苦手なんすけど、この空調だったら一生過ごせるってぐらいにめちゃくちゃ快適っす！　ていうかもう家から出てここに住みたいっす！」

「その上に魔法代もこれまでの半分以下……私、請求書を見て血の気が引いたりしなくてもよくなりそうです……シュン、これはやっぱり神様の箱です……すばらしいです、とてもすばらしい……」

　すごいな。ていうかこんなに豊富な語ご彙いで喋れたのかってぐらい、こいつらが多弁になってる。

「よしわかった、じゃあその上で通話にもう一人参加してもらうぞ」

「追加？　誰を？」

　いぶかしむアイリスをよそに、俺はグループチャットに赤いツノのアイコンをドラッグし、コールした。

「おお、トシノリか。どや、返事はまとまったか？」

「ええ、おそらく。あの、確認なんですけど、このポーズモデルの件って、やらないって断ったら」

「そらもうあれや、今すぐダイギンさんに連絡して付けたエアコンを外してもらうわなあ、しかたないなあ」

　その途端、画面の向こうのスタッフたちが一気に青ざめた。

「う……そ、この快適さがまた奪われるかもしれないわけ？」

「ラクア、ちょっと北方に旅に出ていいっすか……」

「神はいない……神は死んだのです……」

　うわごとのように、絶望的なセリフを吐く人形と化した。

「え、あの、みんなちょっと、冷静になろうよ、まさかあたしの身体と引き替えに、快適な生活を得ようっていうの、それってちょっとひどす」

　言い終わる前に、えいえんソフト側の映像はサッと閉じられた。

　そして、チェダー宛てのメッセージで、「アイリスをよろしくお願いします」とだけ入り、通信は切れた。

「あ……ああああの裏切り者どもめぇぇ！！！」

　アイリスが机を叩いて悔しがる中、

「チェダーさん、というわけです」

「おお、じゃあよろしゅう頼むわな。よう売れそうなポーズ、期待しとるで」

　こちらの通話もあっさり終わり、部屋には静寂が戻ってきた。

　アイリスは無言のまま、椅子に座ってうなだれている。

「なあ、アイリス」

　しばらく経って、とりあえず声をかけた。

「……なによ」

「……終わったらおごるよ、飲もう」

　アイリスは「ううっ」と悲しげな声を漏らすと、

「……一回じゃ済まないからね、わかってるわね？」

　俺は慈悲と哀れみをもって、大きくうなずいたのだった。

　アイリスにはかわいそうだが、ここまで来てしまった以上、可能な限りは業務として割り切るしかない。
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　翌日。

　鬼畜王ソフトの撮影スタジオ（そんなものまである）で始まったアイリスのポーズモデルは、クライアントの多大な賞賛で幕を開けた。

「うわあ～っ、すっごい、すっごいよくお似合いです～！」

「ほんと、ゲームの中から抜け出てきたみたい～！」

　スタジオにはありとあらゆる衣装が用意されていた。

　どうやら、普段からこういう素材用撮影などで使っているらしいのだけど、この規模で用意されているのは、ちょっとというかかなり驚きだった。

「着替えはこちらの別室でお願いします。ポーズを取る際はここの枠の中で、あと座ったり寝たりする時はこちらのマットを敷いてください」

　的確に説明をしていくペコリーノさん。

　なんかもっと、会議室の机を片付けた後の空間で適当に撮るぐらいのものを考えていたんだけど、普通のグラビア撮影並のレベルはあるんじゃないか、これ。

「えっと……これでいいんですか？」

　最初の衣装であるエルフの装束に身を包んだアイリスが、更衣室から出てきた。布を繋ぎ合わせた、隙間から肌の見える上着に、明らかに短い革のスカート。露出が多めなのもあってか、全身をモジモジさせて照れていた。

「ビックリするほど似合ってるな」

「当たり前でしょ！　あんた、あたしの種族なんだと思ってるのよ！」

　エルフの誇りをかけて怒るアイリス。

「アイリスさんいいですね！　あ、耳はちゃんと付けるやつがありますからね」

　言って、ペコリーノさんは慣れた手つきで長いエルフ耳をアイリスに取り付けた。

「……う、ううっ」

「いいですね！　どう見ても本物のエルフみたいですよ！」

　悲しげな声を漏らすアイリスの横で、俺は哀れみの表情を浮かべていた。

　役割分担としては、リコッタさんはディレクターで、ペコリーノさんは原画担当のようだった。なので、リコッタさんは一歩離れたところから意見を聞き、ペコリーノさんが具体的に指示を出して、写真を撮ったりスケッチに起こしたりしていた。

「いいですね！　すっごくいいです！　じゃあ次は寝転んでください！」

「はい……こんな感じでいいですか？」

　ゴロンと横になったアイリスを見て、二人は腕組みをして考えている。

「どう？」

「うーん、もうちょっとだらしない方がいいかな。アイリスさんすみません、もう少し脚を開いてもらえますか？」

「は、はいっ……」

　応えて、アイリスは脚を開いた。こちら側からはわかりにくいが、たしかにややだらしない感じに見える。

「パトリック！　今こっち側に来ちゃ絶対にダメだからね！」

「さすがに行くわけないから安心しろ！」

　それぐらいの常識はわきまえている。というか、むしろ俺がここに立ち会ってていいのか、という疑問はいまだに残っている。でもこれは、当のアイリスが希望したからしかたないのだ。

　バシャバシャと写真を撮り、スケッチが終わり、やっとのことでお恥ずかしいポーズからアイリスは解放された。

「ありがとうございます！　じゃあ、次はこのメイド服に着替えてください！」

「次から次へと衣装が出てくるよぉ……」

　アイリスが悲鳴にも似た声を上げる。

　モニカが普段着ている物の、さらにスカート丈が短いメイド服を渡されて、アイリスはトボトボと更衣室へ入っていった。

「こんな感じで……いいでしょうか？」

　戻ってきたアイリスは、正直言ってちょっと見とれるぐらいの見事なメイドさんになっていた。

「いい！　いいです、これまたお見事です！　以前にドラゴン族の金髪メイドさんですばらしい方がいらしたんですが、それに匹敵するかわいさです！」

「そ、そうかな……？」

　褒められると、それなりに喜んでしまうのがアイリスの弱いところだった。

「はい、今度はちょっと右手を胸の前に持ってきてギュッと握ってもらって！　そしてちょっとはにかんでください！」

「は、はにかむって……こういう感じでいいの？」

　笑顔からちょっと困った顔を作ろうとしたが、慣れていないのか眉み間けんにシワが寄ってしまった。

「それだと睨んでる感じになっちゃいますので、もう少し笑ってください！」

「うう……難しいわね」

　恥ずかしさで赤くした顔のまま、ニヘッと笑みを作った。ぎこちなくはあったけど、偶然はにかんだ感じになった。

「とってもいいです！　じゃあ次は、両腕を前で寄せて胸を強調してください！」

「こ、こうかなっ……」

　なおも撮影は続く。最初こそ戸惑っていたアイリスだったけど、次第に勝手もわかってきたようで、ちょっとノッていると思われるポーズも出てきた。

「それにしても……」

　気のせいだろうか。さっきからずっと、アイリスの取らされているポーズの数々が、どれもちょっと抜けているというか、あまり頭のよさそうな感じでないものばかりのような気がする。

　昨日もらった資料には、本当に二～三行程度のプロフィールしか書かれていなかったし、俺はちょっとこのキャラの素性について知りたいと思った。

「あの、リコッタさん」

「はい、なんでしょうか！」

　リコッタさんは元気よく返事をした。

「そういや聞いてなかったけど、主人公の女の子ってどんな設定なんです？」

　特に、変な聞き方をした覚えはなかったし、今思い返しても俺に落ち度はないように思う。

　しかし。

「いやあ、本当にアイリスさんはすばらしいですね！　即席とは思えないぐらいに見事なモデルっぷりです！」

　リコッタさんは、まったく俺の話など聞いていなかったかのように、まったく違う回答を返してきたのだった。

「あの、だから主人公」

「このままずっと撮影を続けていたいです！　つい時間を忘れちゃいますね！」

　これは明らかにおかしい。

　俺の質問に対して、すべてはぐらかして答えている。何か裏があるに違いない。

「……リコッタさん、これってあまり聞かない方がいいことだったりします？」

　声を潜めて聞くと、リコッタさんは笑顔のままスッと目だけを冷ややかにして、

「……いいですか、久保さん」

　妙にドスの利いた声で、言った。

「ひっ……は、はい」

「今、せっかくアイリスさんがその気になってくださってます。いろいろと経緯があったことはチェダー様から聞いていますが、これ以上、彼女のやる気を削ぐマイナスになる情報を入れることは避けたいと思っています。久保さんは制作業務の方ですから、そういう事情をよくご存じかと思いますが」

「……それで何となく察しました」

　うん、このゲームの主人公、けっこうなバカキャラ系だな、たぶん。

「今作の主人公は、とても前向きで明るい女の子です。ひょっとしたら、それに追加して『少し』追加要素があるかもしれませんが、それは取るに足らないことです。そうですよね？　そう思いませんか？」

「アイリスがあとで傷つくようなことは勘弁してくださいよ。ただでさえ撮影でナーバスになってんですから」

「それはもちろんです！　お約束いたしますわ」

　うふふ、と笑って、やっとのことでリコッタさんは俺を解放してくれた。

　一方、撮影スペースでは、ペコリーノさんが次の撮影に移っているところだった。

「はい、じゃあ次は『バイト募集と聞いてやって来たけど、なんか怪しいことをさせられそうで不安げな顔』でお願いします！」

「は、はいっ……？」

　不審げなアイリスを見て、俺は静かに合掌したのだった。

「大丈夫だアイリス、ポーズ、ポーズだけだから」

　けっこう似合ってるぞとは、さすがに言えなかった。
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　午前中から始まった撮影は、なんだかんだで夜までかかった。

「うわぁ～～……つっかれた……」

　ベッドに転がり、「あー」とか「うー」とかのうめき声を上げるだけの機械となったアイリスに、ねぎらいの言葉をかける。

「お疲れ、慣れないことなのによくがんばったよ」

「ほんっとよぉ……モデルなんかやったことないから、こんなに体力使うと思わなかったわ……世界のモデルさん、レイヤーさんを尊敬するわあたし……」

　普段は、写真を撮られる仕事に「いいなあ」とか言っていたアイリスだったが、いざ自分がそうなったことで、尊敬の念が芽生えたとのことだった。

　結果オーライだけど、他の職業に対する理解が生まれたのは間違いなくプラスだろう。

「まあ、これでやっとノルマも終わったし、あとはゆっくりこっちの観光でもしてから帰ろう、な？」

　言うと、急に顔をほころばせて、

「やった！　ね、約束通り飲みにいこ、西さい域いきでさ、デビルボールで発泡性アルコエーテルを飲ませる店があるんだって、そこ行こ、朝までやってるから！」

　デビルボールってのは、現世で言うたこ焼きのことだ。

「よし、じゃあお店調べてみるよ。って……あれ？」

　スマホを見るとスイカップで呼び出し通知が来ていた。

「チェダーさんからだ、何があったんだろ」

　その名前を聞いて、アイリスがビクッとして震えた。

「……なんか嫌な予感しかないんだけど」

「予感だけで終わることを俺も祈ってるよ」

　おそるおそる、通話を繋いでみる。

「よっ、今日はお疲れさん！　リコとペコに聞いたけど、めっちゃよかったって、おっぱいのこと褒めとったでぇ」

「いやぁ、それほどでも～」

　予想外に褒められて、アイリスは妙に照れていた。

（チョロすぎるだろ、このエルフは）

　モデルにされた今作の主人公みたいに、今後生きていく中でだまされないことを祈るばかりだ。

「それでやな、思ったよりよかったから、明日も延長することになったから」

「え」

「は」

　おそらくほぼ同時に、唖然として画面にツッコんでいたはずだ。

　なんだそれ、延長とか初めて聞いたんですが。

「まあ明日の撮影もあることやし、今日ははよ休んで……」

「いやいやいやいや、なんかもうあるの当然って感じで話をするの、やめましょうよ。聞いてないですよ、それ」

　昨日と違い、さすがに俺も突っ込む。

「いや～その予定やってんけどな、思った以上にええ感じでイメージが膨らんだから、ついでにイベント絵のラフスケッチもやろうやってなったらしいねん。明日は別のモデルさんも呼んで、ペアでの撮影が待っとるんやで」

　なんかとんでもない話になってきたぞ……。

「ぺ、ペペペペアってその、他の人と絡んだり交わったりとかするんですか!?」

「せやで、もちろん全年齢基準やけどな」

「お断りします！　そんなことまでするのなら、最初から断ってます！」

「あの、これはちょっと聞いてたのと違いますよ、さすがに……」

　言いかけた俺たちの言葉を封じるように、画面には弊社の開発室の様子が映し出された。あかりたち居残り組のスタッフたちが、楽しげに歓談し、仕事（？）もたぶんしている様子が見て取れる。

「見てみい、幸せそうにしとるなあ」

「あ……ああ……」

「ここに今からダイギンのスタッフが乗り込んでいって、『ただいまからエアコンを撤去します』ってことになったら、どれぐらい悲惨なことになるやろなあ。ああ、そんな非道なこと、ウチはようせえへんわ」

　アイリスは唇をギュッと嚙みしめると、

「こ、この外げ道どうっ……！」

「何とでも言うがええわ。ウチは弊社のスタッフのためならなんでもするつもりやし、君もスタッフを大切にするんやったら、どういう行動をするかは……わかっとるな？」

　勝負はやる前からついていた。

　しかし、あまりにも非道すぎた。

「……うう、どうなっちゃうんだろう、あたし」

　力なくベッドへ倒れ込んだアイリスに、俺はシーツをかけてやることぐらいしかできなかった。





　　　　◇






　そしてさらに翌日。

　昨日のことがあって、テンションの落ちまくった俺たち二人に、ペコとリコのコンビは平身低頭かつテンション高めで接してきた。

「ほんっっとうにすみません！　ペコリーノがどうしても！」

「まだ撮りたいって思ってしまい、それでお願いしまして！」

　アイリスはもう反論する元気もないのか、

「も、いいですわかりました……、それで、相手のモデルさんっていうのは？」

　そういや、今日はペア撮影って言ってたっけ。

「はい、もうすぐいらっしゃる予定です！」

「実はこの方もとあるイベントでコスプレをされていて」

「そのふくよかさと包み込む感じで、主人公に付きそうパートナーとして最高だなと思い、お声がけしたところ快諾いただきまして！」

　ありゃ、その相手もまたスカウトだったのか。ていうか、この二人って野生のプロを引っ張ってくるマニアか何かなのか？

「ふくよかさと包み込む……ね、うちの周りだとシャルロットみたいな人かしら」

　たしかに、言われればそんな感じかもしれない。

　ナチュラルにお姉さんキャラとして生きていけるあの包容力は、ペコリコの語るイメージとピッタリ合う。ときどき火吹くけど。

「イベントで会ったって言ってたから、たぶんそういう──」

　言って、開かれたドアを見た瞬間、俺とアイリスは昨日の延長宣言の数倍はあろうかというぐらいの声で、

「ええええええええええええええええええっ！！！」

　驚いた。

「おはようございまーす、こちらのスタジオでいいんですよね？」

「はい、はい合ってます！　どうもはじめましてシャルロットさん！」

「こちらの方々が、本日ごいっしょに撮影をするアイリスさんと付きそいの久保さんで……」

　ペコリコのあいさつと紹介、そしてこういう場面においても、まったくもって動じないどころか、「あら～偶然」とか言ってしまえるシャルロットの姿とか、俺たちはどこから突っ込んでいいのかわからないぐらいの混乱に陥った。

　当のシャルロットは、見知った顔に会ったのが嬉しかったのか、満面の笑みで近寄ってくると、

「トクサンとアイリスちゃん、どうしたの？　モデル業も始めちゃった？」

　二人してすごい勢いで首を横に振る。

「っていうかシャルロットどうしたの!?　いったい誰を人質に取られた？　もしそうなら声だけでも聞かせてやれってあたし言ってやるか……」

　言いかけたアイリスの口を、シャルロットは美麗な指先でスッと閉じる仕草をすると、

「ううん、趣味♪」

　あ、そうでしたか。

　二人して、思いっきり脱力してしまった。





　　　　◇






「それじゃ、最初はお二人で向き合って、お互いに軽く抱き寄せてください！」

　今回のゲームで、アイリスをモデルとするキャラとシャルロットをモデルとするキャラは恋人同士という設定になっていた。

　だから、もちろん二人は接近したり密着したりするシーンが多くなるのだけど、

「な、なんかこんな距離でシャルロットを見るの初めて……」

「そうね～、おねえちゃんもアイリスちゃんと近づくの新鮮だなあ～」

　明らかに、アイリスの方がめちゃくちゃ照れている様子だった。シーンとして大丈夫なのかなと思ったけれど、

「ああ……何もかも想像通りで恐いぐらいです」

「本当に……わたしたちの思い描いた通りの設定で、噓みたい……」

　どうやら、ペコリコの二人を見る限り大丈夫そうだった。

「ちょ、ちょっとシャルロット、近い、近いって！　そんなに近づかなくてもいいでしょっ！」

「あら～、でもこのシーンはこれぐらい密着してもいいって、ペコリーノさんが言ってたわよぉ」

「最高！　最高！　すごい、やばい、あっ、鼻血でた」

　大丈夫……なのかな？

　ともあれ、撮影は順調に進んでいった。アイリスは昨日ので既に慣れていたし、シャルロットは趣味という言葉を純粋に信じられるぐらい、撮られたり見られたりすることに対して自然な振る舞いができていた。

「あっ、シャルロットさん、こちらに目線もらえますか？」

「はぁ～い♪」

　ノリノリで目線を送るシャルロットに、俺は普段の四Ｇ屋でのアイドルっぷりを思い出していた。

（まあ、あの延長だと思えばたしかに納得できる……のかな？）

　そしてアイリスは、逆にその不慣れさが高評価を得ていた。

「アイリスさんも目線くださーい！」

「え、こ、こうかなあ……？」

「ああっ、なんか違うんだけどそれもいいです、ぎこちなくてかわいい！」

　まあ、需要があるというのはいいことだと思う。

　そして撮影は終盤戦に入ってきた。ここからはちょっとだけ大人のシーンというか、密着率のより高いシーンが多くなってきた。

「ええと、アイリスさんはそのまま仰向けに寝てください。そしてシャルロットさんはそれを組み伏せている感じで……そう、そうです！」

　寝ているアイリスの両肩を、シャルロットが両手で押さえているような格好になった。必然的に、密着率も接近度合も高まる。

「うっ……すごく近いね、これ……」

「ふふっ、そうね～」

　二人とも、ちょっと照れて顔を赤くしている。

　様子を見守る俺ですらも、なんだか恥ずかしくなるぐらいだ。

「ああっ、いいです、最高です！　主人公の、ちょっと切なげな表情、最高ですよアイリスさん！」

　ペコリーノさんは狂喜乱舞して写真を撮りまくっている。

「こ、この体勢、やっぱりちょっと恥ずかしいんだけど……」

　アイリスはどうにも我慢ならないのか、さっきからずっとシャルロットから目をそらしている。

「うふふっ、アイリスちゃんこうして見るとかわいいわね～」

　でも当のシャルロットは、それがおもしろいのかアイリスを誘惑するようなことを言ってくる。

「やっ、やめてよシャルロット、変な気分に……なっちゃう……」

　これはその、なんだ……何を見ているんだろう、俺は。

　二人とも胸が大きいから、互いに向き合うような体勢で近づくと、自然と胸同士がぶつかってしまう。いや、まさにそれを狙った構図なんだろうけど。

「すごいよ……ほんとに企画書から出てきたみたいな二人になってる……」

　リコッタさんは感動のあまり、メモを取るのも忘れて見入ってしまっている。

「ああ……なんかもう、神ですか、ここに神が降り立ったような気分です……」

　エアコンを見たモニカみたいなことを言うペコリーノさん。これまではちょっと行き過ぎ感のあるコメントだと思っていたが、俺もちょっと、そう思ってしまった。

「とりあえず、俺も拝んでおこう」

　両手を合わせて、頭を下げておいた。





　　　　◇






「お疲れ様でした！　これで全カットの撮影、終了です！」

　絡みのあるカットをすべて撮り終わり、ここで休憩となった。

　アイリスはさっきので相当疲れたのか、敷かれたマットの上で精根尽き果てた顔で横たわっていた。

「アイリス、お疲れ」

「疲れた……もう、ほんとに何もしたくない」

　撮影疲れに加え思わぬ来客もあって、そりゃ疲れたとは思う。

「よかったわよ～。おねえちゃん、ガチ恋こいしそうになっちゃった♪」

「シャルロット、今はちょっとアイリスを休ませてあげて、ね？」

　とりあえず、天然で場を混乱させそうな存在から引き離すように別の場所で休ませる。

「アイリスさん、本当にお疲れ様でした！」

　ペコリコの二人が、揃って頭を下げた。

「いや、いいんだけど……こんなに撮った写真、ほんとに役に立つの？」

　疲れにまかせて言った、アイリスの愚痴だったが、

「何を言ってるんですか！　めっっっちゃ役に立ちますよ、わたし、今すっごく興奮してるんですから！」

　ペコリーノさんもリコッタさんも、揃ってアイリスに力説していた。

「そ、それはどうも……」

　撮影中のテンションからさらに盛り上がった二人を見て、アイリスはちょっと気け圧おされた感じすらあった。

「昔から、女の子同士のペアのコメディタッチのストーリーが作りたくて」

「それでいろいろと設定を考えたり、お話を読んだりしてたんですが」

「それが今、限りなく実現に近づいてるんです！」

「こういうゲームにしたかった、ってのがすぐそこに来てるんですよ！」

「……へえ、そっか、そうなんだ」

　アイリスはそんな盛り上がる二人を見て、なんだかいろいろと考えている様子だった。

「どうした？」

「ううん、なんでもない」

　答えつつも、なんだか全然なんでもあるような様子で、アイリスはずっと彼女たちを見つめていた。

　ファイルの確認などもすべて終了し、完全に解放されたのはそれから一時間ほど経った十九時頃だった。

　アイリスの疲れを癒すためにもと、俺とシャルロットで西さい域いきの繁華街に連れていき、現地で人気のアルコエーテルのお店に入ったのだけれど、普段のアイリスと違って、あまり盛り上がっている様子は見られなかった。

　疲れすぎたのかな？　とも思ったけど、途中で寝たりすることもなかったので、結局その理由は謎のまま、俺たちは西さい域いきを後にして王都へと戻ったのだった。

　こうして、イレギュラーな業務は終わりを告げ、『えいえんソフト』は平常通りの営業へと戻っていったのだった。





　　　　◇






　アイリスの特殊業務が終わってから、今度は本編である原画周りのヘルプ作業が佳境を迎えていた。

「……はい、これ上がった。小久保くん、アップよろしく」

「わかった。あと残り三十二枚だな」

「う～～言わないでよ、絶望的な気分になるぅ……」

　あかりは机の前で頭をかきむしる。

「こうなる前に、ちゃんと前もってやっときゃよかったのにね～」

　そんなあかりを尻目に、ソファに座って悠々自適といった様子のアイリス。こちらは現在のところ、特に目立った業務もないので自習タイムだ。

「アイ子、あんた何もしてないなら線画の調整とか手伝ってよ！」

「ふ～ん、あたしがあんなに切ない目に遭ってる時、エアコンの効いた部屋で見て見ぬふりをしたくせによく言えるわよねえ、あかりちゃん？」

　うぐっ、とあかりのうめく声がした。

「あと、今日の分の感謝が足りないと思うんだけど、ちゃんとアイリス様にこの快適環境のお礼を言いなさい？」

　あかりは再びぐぬぬと言葉を漏らす。

「あんた、例の撮影の画像、絶対手に入れてやるからね……」

「ふふん、鬼畜王ソフトからうちに流出するルートなんてどこにあるのかなあ？　ほら、そんなことよりもさっさと感謝、感謝は？」

「……ありがとうございます、アイリス様……くっ」

　あかりはしぼり出すような声で、アイリスに礼を言った。

「うふふっ、気持ちいいわね～。みんながあたしに感謝してるこの環境、今週いっぱい続くと思うとこの世の春って気になるわ～」

　アイリスがぐふふと笑みを浮かべ、そこにモニカがドリンクを持ってきて、ラクアが肩を揉んでいる。異常とも思える光景が、『えいえんソフト』にて繰り広げられていた。

　西さい域いきから戻ってきて早々、アイリスがしたのは裏切り者たちを集めての断罪だった。

　撮影打ち上げの時はおとなしかったから、含むところはもうなくなったのかと思っていた。だが、それはあくまで別の話のようで、自分の犠牲と引き替えに涼しい快適環境を手に入れたスタッフたちには、何かしらの罰を与えないと気がすまないようだった。

　で、その罰というのが、「一週間の社内休暇、および様付けで呼んで感謝させる」ということだったらしい。子供か。

「アイリス様、ありがとうございます……私、こんな環境でお仕事できて幸せです」

「アイリス様、このラクア、ずっとアイリス様とエアコンについていくっす！」

　でもまあ、年少組はノーマルに感謝してるっぽいから、自然とアイリスすごい派になっているみたいだった。

「ぐっ……アイ子のやつ、今に見てなさいよ、同じ目に遭わせてやるから」

　問題はこのナチュラル姫原画家だ。なんかもう今週はずっとアイリスへの火花がすごく、ことあるごとに「あのおっぱいつぶしてやる」とか物騒なことをブツブツつぶやいていた。

　実際、この下請け業務はあかりのヘルプ作業にも一定の負担が存在していた。だからそこまで卑屈になる必要もないのだけれど、やはり内容のインパクトとタイミングのせいで、彼女は屈辱を味わうことになってしまっていた。

「あかり、そう愚痴るな。おまえだってちゃんとがんばってるのは知ってるから」

「……当たり前よ、中久保くんまであたしを責めたら、原画フォルダを抹消して消えてやるんだから。それより、アイ子の画像、なんとかもらえないの？」

「無理だよ、絶対に見せるなって言われてるし、俺だって所持を許されずに帰ってきたんだから」

「……そこまでするぐらい、恥ずかしい撮影だったのね」

　言ってあかりは、女王様気取りでふんぞり返っているアイリスを見る。

「アイ子、向こうで何かあったの？」

「そりゃまあ、慣れない撮影とか恥ずかしい思いとか、まあいろいろあったけど……それがどうかしたか？」

　あかりはちょっと考える素振りを見せて、

「ちょっと空元気っぽいなって」

「えっ……」

「気のせいかもしれないけどね。散々同じ会社で見てるから、なんかわかるのよ、そのへんって」

　撮影最終日に見せた、ちょっと物もの憂うげだったアイリスを思い出した。あかり、他人にあまり関心なさそうに見えて、よく気づくんだな。

「ちょっと、様子見てみるよ」

「お願いね。まあ、その後は原画描きすぎ病のわたしにもちゃんとケアをよろしく～」

　あかりはそう言って業務に戻っていった。

　俺はそのままアイリスのそばへと向かう。

「アイリス、いいか？」

「んあ？」

　どうも本を読みながら寝ていたらしく、おっさんみたいな声を上げて目を覚ました。

　手元には、アセンブラではなくＣ＋＋の本があった。ちゃんと実用性のある言語を勉強しろと、俺が買い与えたものだ。

「なによパトリック、あんたもあたしに感謝してくれるの？」

　にひひっと笑みを浮かべながら、俺の言葉を待っている様子だ。

「何、悩んでるんだ」

「えっ」

　不意を突かれたのか、アイリスは露骨に誤ご魔ま化かすような表情を見せた。

「別に……何も悩んでないわよ」

「噓つけ、撮影のラストあたりからずっと変だったぞ。あの時は疲れてるからだろうって放置してたけど、さすがにそろそろ聞いておいた方がいいかと思ってな」

　アイリスはしばらくの間、目をそらして手遊びをしたり、髪をかき上げたりしていたが、やがて逃げられないと観念したのか、

「……楽しそうだったな、って」

　ぼそっと、そうつぶやいた。

「彼女たちがか？」

　アイリスは「うん」とうなずく。

「最初は、なんかコスプレ撮影会でもしてんのかなって感じで、正直あんまりよく思ってなかった。何してんのこの子たち、って」

　でもね、とそこで一旦言葉を切ると、

「いろいろと細かいシチュエーションとかに凝ったり、思い通りの構図ができて喜んだりしてるのを見て、ああ、この子たちもほんとにゲームが好きで、ゲームが作りたくてやってるのかなって思って。それで最後にちょっと聞いてみたら、やっぱりその通りで」

　ふーっ、と長く息を吐き出し、天井を向いた。

「あたしも元々ゲームが好きで、それで養成学校に入ったのに、何してんのかなって。もうちょっとがんばらないと、あの子たちに何一つ勝てないなって思ったら、なんだかさみしくなっちゃってね。そんだけよ」

「……それで、一応はずっと本を読んで勉強もしてたのか」

「一応、ね。まだ全然だけど。やっぱ表計算ソフトだけだと生きていけないなあ」

　アイリスはそう言って苦笑した。

　ここに集まってきてるスタッフは、なんだかんだ言ってゲームが好きな連中ばかりだ。だけど、自分のやりたいことと得意分野が離れていたりして、なかなか思い通りに働くことができないでいる。結果、本来すべき制作は後回しになり、下請け業務で自転車操業を余儀なくされている。

　まあでも、みんなそれなりに楽しくやってるから、俺としても厄介事は先送りにしているところがあった。だけど、今回のアイリスのように、何かひとつのきっかけでかつての気持ちが再燃することだってある。そうなった時、代表者として応えてやれないのはあまりに情けない。

　まあだから、俺はこう言うしかない。

「……ゲーム、作らなきゃな」

「そうね、あたしも来週からはちゃんと本気出す」

　それは出さないやつだろ、と言ってちょっと笑い合った。

　まあ、アイリスにとっては災難な出来事だったけれど、いい影響を受けたって意味ではプラスだったのかも……しれない。

「じゃあ、アルコエーテルともしばらくお別……」

「それは別の話」

　あ、そうですか。

　これを機会に、禁酒とは言わずともせめて節酒してくれるとありがたいんだが。

「あの、シュン……スイカップで呼び出しです、鬼畜王ソフトさんから」

「え、あ、はい」

　モニカから言われて、慌ててメインＰＣのところへ向かう。

　メインＰＣは会社のサーバに繋いでいたり、映像配信ができるようにウェブカメなども備えた設備にしている唯一のマシンだった。なので、みんなの席からも行きやすい場所に置いてあった。

「はい、久保です……あれ、リコッタさんとペコリーノさん」

　向こうから送られてくる映像には、あの若手スタッフたちが顔を揃えていた。

「久保さん！　すみません、たってのお願いがありまして」

「実は弊社のグラフィッカーが何人か逃げてしまい」

「わたしたちのチームのメインもその中に含まれてしまって」

「今めっちゃこまってるんです、めっちゃ」

　相変わらずのリレー会話で、わかりやすく伝わった。

「おーいアイリス、グラフィックのお手伝いだと。できるか？」

　アイリスはソファにだらしなく寝たまま、

「あーい、いいよもちろん。自分がポーズ取った絵を塗るってのも、なんだかちょっと恥ずかしいけどね～」

　いろいろ吹っ切れたのか、あっさりと快諾があった。

「というわけで、グラフィッカーのお手伝い、できますよ」

　伝えると、ペコリコの二人は大喜びして、

「ありがとうございます、ありがとうございます！」

「すぐに資料とかまとめて送りますね！　あ、じゃあ今やり取りしてるあかりさんのメアドに送ります！」

　ちょうどやり取りがあったからか、そういう連絡が届いた。

「あかり、そういうことだからアイリスの共有フォルダに入れておいて」

　集中しているからか、あかりからは「うーす」と短い返事だけ戻ってきた。

　スイカップのメッセージには、作業は来週からでＯＫと記されていた。それなら、アイリスの特別休暇が終わってすぐに入れるから、ちょうどいいタイミングになった。

　メッセージには、送ったファイルの内容一覧が記されていた。原画のラフ、線画、そしてその参考用にと、先日撮った画像ファイル一覧……。

「画像ファイル……？」

　それってたしか、アイリスが絶対にスタッフには見せるなって、特にあかりには絶対って話をして、それが今、あかりのメアドに送られてきたってことは。

　これは、ヤバいぞ……。

「あれ？　サンプルとして先日のもお送りしますって書いてあるけど」

　俺が止めようとする前に、あかりが何の気なしに、添付されてきた圧縮フォルダを解凍し、開いた。




　あれほど、言っていたのに。

　恥ずかしいから、みんなで見ないでって。




　アイリスの切ない声が脳内で響きながら、事態はアイリスの思い描く最悪の結末に向けて広がりつつあった。

　開かれていく画像。撮影した写真の数々。ペコリーノさんたちが仕事をちょっと逸脱して撮った、アイリスのかわいい画像集。

　それらが、あかりが見つめる中、次々と開かれていく。モニカとラクアもあかりのＰＣの前に移動し、驚いたり顔を赤くしたりしている。ようやく事態を察したアイリスが、ソファから跳ね起きて、血相を変えてあかりのＰＣの方へと手を伸ばして走っていこうとする。

　俺にはその様子が、感動的なＢＧＭの流れるスローモーション映像として、目に焼き付いていた。

「アイ子、あなたこれ……うわあ」

「わ、わわわっ、私にはちょっとこれはそのうわっ、ひいっ（鼻血）」

「すごいっす！　ラクアお子様ですからわかんねっすけど、これがヤバイってのはよくわかるっす!!」

　みんなが口々に感想を述べる中、アイリスが両手をぶん回して閲覧を邪魔しようとしている。顔はこれ以上ないぐらい真っ赤で、目はすっかり涙目になっていて、さすがにかわいそうなぐらいに声が震えていた。

「みっ、みみみ見ないでぇぇぇぇ～～～～～!!」

　断末魔のごとく響き渡ったアイリスの声は悲しくもフェードアウトし、あとにはスタッフたちによる興味とニヤニヤの宴うたげが開催されることになった。
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　アイリスの追加作業が終わって数日後。

　俺は再び、西さい域いきの鬼畜王ソフト本社に出向いていた。今度は会議室ではなく、向かったのは別の部屋だった。

　今日はスタッフとの打ち合わせではなく、直接とある人物からの呼び出しがかかっていた。他のスタッフが介入する話でもなかったので、それならば直接その部屋で、ということになったわけだ。

「失礼します」

　頭を下げて入った部屋は、

「……来たか。まあ、こっちへ」

　社長室だった。

　こういう部屋となると、虎の皮の敷物とか高級ゴルフクラブとか、そういうパーツがあるのかとばかり思っていたけど、実際に来てみると案外質素なのに驚いた。

　十二畳ぐらいの部屋の中に、大きな社長机と応接セットが置いてある。向かって正面の壁には『一触即発』と物騒な文言の書かれた掛け軸が掛けてあった。でもまあ、それ以外には特に社長っぽい要素は少なかった。

「はい、では……」

　主あるじであるゴルゴンゾーラの手招きにうなずき、俺は社長の机の前に立った。

「座るか？」

「長くなければ、このままでけっこうです」

　話の内容は察していた。直接呼びつけられたのも含めて、まず確定だろうと思われた。

　それならば、話自体は早いはずだと思った。穏便に済むかどうかはわからないが。

「先日のヘルプの件はすまんかったな。うちのがえらい世話になったようや」

「いえ、ご依頼にお応えするのが弊社の仕事ですから」

　苦笑される。

「なんや、えらい下請け根性になったやないか、まあもっとも」

　言って、机の上にパサッと一枚の書類を置いた。

「昨日、これがうちに届いた」

「ええ、私が送ったものですね」

　今回のヘルプ作業についての請求書だった。

「単刀直入に言おう。高すぎるわ」

　ゴルゴンゾーラの眉間に、深い皺しわが刻まれる。

「ウチはな、別に払わんとは言ってない。むしろ業界の中では払いがええ方やと自負しとるぐらいや」

「存じております。大変、尊敬しています」

「しかし、や。無駄金は一切出さんと決めとるのも知ってるよな？」

「もちろん存じております。しかし、今回の請求は必要なものです」

「通常料金の倍近い額がそうやと言うんか、ええ？」

　ドスの利いた声が響く。

「延長料金ですよ。うちのスタッフ引き回したんですから、それぐらいはいただかないと弊社としても困ります」

　そう、今回は想定外の依頼が立て続いた。

　本来のアイリスの業務とは違う内容の依頼に加え、延長まで引き受けることになった。前者はともかく、後者は明らかに予定になかった業務だ。

　だから、その分を請求に含めた。それだけのことだ。

「チェダーから言うたはずやぞ、五割増しのギャラを払うて」

「それでは足りないと申し上げております」

　ここで明らかに、ゴルゴンゾーラの顔色が変わった。

「小僧、舐めんなや！」

　席から立ち上がると、

「引退したとは言うても、ワイは魔王や。それをわかってて吹っかけとるんやろな？」

「吹っかけてません、実に真っ当な請求額だと自負しております」

「なあ俊徳。ワイのひと睨みで、業界全体、いやこの世界全体において生きにくくなるかもしれんのやぞ、それでも我がァ通す気か？」

　ピリッとした空気が部屋中に立ちこめる。

　俺は唾を飲み込んで、そして思い切って言った。

「構いません。その代わり、こちらが正しいと思っている以上、徹底的に戦いますよ」

　ゴルゴンゾーラの顔が、この上なく険しくなったのがわかる。

　怒りに打ち震え、今にも机ごと破壊しかねない迫力だ。

　──しかし。

「ふっ」

　突如、彼は息を吐いて、表情を緩めた。

「ははっ。負けや負けや。相変わらず肝はよう据わっとるのう」

　俺も思いきり息を吐いて、

「申し訳ありませんでした、生意気を申しまして」

　ゴルゴンゾーラは笑いながら、

「かまへん、それでこそワイが認めた人材や。ええよ、請求通り払うわ」

　言って、請求書に承認の判を押すと、その紙を処理済みと書かれた箱に入れた。

「……ありがとうございました」

　正直言って、脅された時はちょっとちびりそうだった。心が折れるかもしれないと何度も思った。

　でも、アイリスがまさしく身体を張って戦ったのだから、俺だってそれに報いないとあいつに見せる顔がなかったから。

　まあ、いつもヘタレてても、こういう時ぐらいは格好つけておかないと、俺の存在意義がない。

「もうぼちぼち、会社は諦めてこっちに来んか？　って聞こうと思ってたが、今のとこ無駄なようやな」

「恐縮ですが……そうですね」

「わかっとる、野や暮ぼなことは言わんようにしとる」

　ゴルゴンゾーラはそう言って、名刺の裏にさらさらと何かを書くと、こちらにピッと渡してきた。

「条件や。うちに来る気になったらこれだけは用意したる。待っとるぞ」

「ありがとうございます」

　言いつつ、名刺の裏に書かれた条件を見て、

「です、が……うっ」

　正直ちょっと、心が動きそうになった。

「ガハハ、かまへんかまへん、好条件を見て反応するのも貪欲な証拠や、悪いことやあらへんやろ！」

　ゴルゴンゾーラの高笑いを聞いて、やっぱりこの人に逆らうのは、並大抵の覚悟じゃできないな、と思った。
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　そのまま王都へ戻った俺は、開発室に戻るより先に別の場所へ立ち寄った。

「……というわけで、この度はグループ外からの下請け業務を引き受けましたので、こちらに報告いたします」

「知ってましたよ。お疲れさまでした」

　ＫＧＢトップである、キューブリック社長は表情ひとつ変えることなく、応えた。

　隣では、ゴッドウォーさんも同じく表情を変えずにうなずいている。

（やっぱりお見通しだったか、先に言ってよかった）

　今回の一件については、俺はおそらく各所に筒抜けであるだろうと前もって予想していた。なので、一通りことが収まったら、真っ先にここに来て報告＆謝罪は絶対に必要だろうと考えていた。

　そして案の定、その通りだった。

「規約に定めているわけではありませんが、弊社グループ内においての下請け業務については、グループ内ブランドの間で行うことが望ましいとされる──ご存じですね？」

　そりゃご存じだ。だからこうして謝りに来たのだから。

「はい、大変申し訳ございませんでした。今後はこのようなことのなきよう、十分に気をつけて……」

　いつもの決まり文句ではあったけれど、謝罪の言葉を述べようとしたら、

「承知しました。以後、改めてください。以上です」

　意外なほどあっさりと、お叱りの言葉は終わったのだった。

「あ、の……？」

「何でしょうか」

「本当にこれで、終わりですか？」

「くどいですね。ご希望ならば二時間でも三時間でも、あなたに対して言う言葉はございますが」

　全力で首を横に振って否定した。

「……それで、今回も鶏とり貴き族ぞくからは入社を勧められたのですか？」

　あ、そこに話が向くってことなのか。

「はい……あ、もちろん断りましたが」

「当然です。自社とスタッフを捨ててあんなド腐れ魔王のところへ行くような輩やからなら、ここに顔を見せた瞬間に引き裂いてやります」

　つくづく、条件を見て心変わりしなくてよかったと思った。

「でもまあ、あなたはそういう人間ではありませんからね」

「ありがとうございます……でいいんですかね、ここは」

「いいんですよ、ここは褒めているんです」

　難しいんだよ、あんたのそのさじ加減は。

「最初に私と会った時のこと、覚えていらっしゃいますか？」

　社長は、珍しく昔話を始めた。

「あなたがこちらの世界に来て二年目。養成学校を出てすぐのことでした。国王から直接の命令があり、弊社にゲーム制作の部署を作ったのがその時です」

　元々、ＫＧＢは流通全般を取り扱う会社だった。それがゲーム関連をメインにすることになったのは、例の秋葉原異変の後からだった。

「あなたは、弊社の試験を受けに来て、すばらしい成績を収めた。私はすぐさま、本社の幹部候補にしようとしました」

「ありましたね、いきなり社長面接と言われたので驚きました」

「なのにあなたは、それを断って現場でのディレクション業務を希望し、何の保障もない新興ブランドを立ち上げてそこの社長に納まった。私は信じられなかった。どうして好条件をわざわざ断り、そのようなことをするのか、と」

　社長は息を吐き、苦笑して俺の方を見た。

「……ですが、今では理解できます。あなたは本当にバカなのですね。ゲームを作るのが好きで、それはこの世界に来てもなお、変わることがなかった」

「はい、そうですね」

「私は、裏切り者と無能は嫌いですが、バカは嫌いではありません。だから、あなたがバカである限りは、弊社として見捨てるつもりはありません」

　そこまで言って、椅子ごと後ろを向いた。

「暑さのせいですかね。いつも以上に余計なことを話しました。お帰りください」

「はい、ありがとうございます……ゲーム、しっかり作ります」

「当然です」

　俺は社長とゴッドウォーさんにお辞儀をして、オフィスを後にした。

　ドアを閉めて少し歩いたところで、

「俊徳さん！」

　後を追いかけてきたゴッドウォーさんに声をかけられた。

「あ、あの……また、ゴルゴンゾーラ様からお声をかけられたって、本当ですか？」

「ええ、本当ですよ。さっき申し上げた通り、お断りしましたが」

「そう、ですか……」

　心からホッとしたように、ゴッドウォーさんは息をついた。

「あの、わたくしが言うようなことではないのは重々承知しているのですが、俊徳さんは弊社にとって、大切な存在なのです。だから、どうかお辞めにならずに、なんとか今のお仕事をお続けくださるよう、お願い致します……」

　ありがたい話だな。

　社長があそこまで言ってくれるのも珍しかったけど、ゴッドウォーさんもここまで俺のことを買ってくれているのなら、さらに気も引き締まる。

「ご安心ください、大丈夫ですから。むしろ、延期報告でここに来てばかりなので、今後はその回数を減らしたいです」

「そ、そうですか……いや、むしろここに来てくださるのは嬉しい……」

「えっ？」

「い、いえ！　わたくしはなんと失礼なことを！　もちろん、制作が上手くいくことを心から祈っておりますので！」

　一瞬、失敗を望まれてるのかと思ってびっくりしたけど、単に言い間違えただけのようだった。

「あの、それで……今度こそお食事でもどうでしょうか？」

「あ、いいですね！　うちのスタッフも連れてきますよ、ぜひとも！」

「……皆さんも、は、はい……」

　心なしか、ちょっとゴッドウォーさんが残念そうだったけど、まあ俺の方で計画を立てて連絡することにしようかな。





　　　　◇






　こうして、俺はなんとか開発室へと戻ってきた。

　ドアを開けてすぐに、二人から一気に囲まれる。

「どうだったパトリック、ちゃんと請求できた？」

「小久保くん、スーさん（キューブリック）から怒られなかった？」

　俺はニヤッと笑って、手で丸を作って無事を伝えた。

「やったー！　やるじゃん、パトリック！」

「いやいや、わたしは大久保くんができるやつだと思ってたわよ～」

　二人の喜びの声が上がったところで、年少組の二人と、遊びに来ていたシャルロットも手を叩いて喜んだ。

「やりました……これで弊社の懐事情もちょっとだけマシになります……！」

「ラクアの正社員も一歩近づいた感じっすね！　やったっす！」

「ボーナスも出るんだったら、今日は四Ｇ屋でお祝いね～！」

　そう、今日のこの請求交渉が上手く成功し、ＫＧＢにも罰を食らわなければ、全員に久しぶりのボーナスを出すと約束していたのだった。みんなもそれを知っていたからこそ、こうやって喜んでいるのだった。

「よーし、じゃあ今日は祝杯だな！　今十七時半だから、十九時までに各自仕事を片付けて四Ｇ屋に集合ってことで！」

　俺が声をかけると、みんな勢いよく「おーっ！」と声を上げた。

「ね、ねえ今日は会社のおごり？　だよね、だよね！」

「大久保くんがわたしたちに出させるわけないじゃない！　当然会社持ちよ！」

「ラクア、今日はちょっと串焼きステーキいってみたいっす！　あれはいいことがあった時にしか食べられないっすからね！」

「あらー、いいわよ。あぶり焼きはサービスにしておくわね～」

　どうにも頼りなかったり、ドジばかり踏むスタッフではあるけど、やっぱり俺はどうにかしてこいつらといっしょにゲームを作りたいと思ってる。だから、ディレクターとして、社長として、できることをしっかりとやっていこう。そうすればその先に、きっと自社開発ゲームの完成が見えてくるは……。

「シュン……シュン、あの、ごめんなさいこんな時に……」

　いつものように、俺の袖をモニカが引っ張ってきた。上目遣いでちょっと泣きそうな顔で、ポソポソっと喋るいつもの感じだ。

「どうしたモニカ、体調が悪いんだったら休んでてもいいぞ」

　言うと、モニカは目を一瞬パチッと開け、そのあと首を横に振った。

「あの……今日ってたしか、発売日の一ヶ月前ですよね……？」

　え？　発売日って？

　俺は一瞬何のことかわからず、スマホでカレンダーアプリを開いた。各種予定が記された中、そのひとつの事柄が、自分の頭から完全に抜けていたことに、

「あっ……」

　ようやく、気づいたのだった。
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　こんにちは、『えいえんソフト』です。

　現在制作中のタイトルにつきまして、再延期のお知らせをいたします。お待たせしている皆さまには深くお詫び申し上げると共に、いつもご声援をいただいていることに心から御礼を申し上げます。

　なお今回の延期につきましては、ディレクション担当者の発注ミスとそのリカバリーが原因であり、ゲーム本編に理由はございません。何卒ご了承くださいませ。

　今後とも『えいえんソフト』を応援のほどよろしくお願いいたします。




　キーを叩きながら、うあああと声をしぼり出す。

　忘れてた。今日は発売延期告知の日。あの忌まわしい文章をアップして、えいえんソフトの名前を自ら汚さなければならない日。

　さすがに今日だけは、他の部署のせいにすることはできなかった。みんな喜んでいる日に、やれ原画だのプログラムだのを理由にするのは鬼畜の所行だ。

　というわけでディレクションのせいにして、告知文をアップした。当然のようにあふれ返る、メーカーとディレクターへの怨えん嗟さと呆れと嘲ちよう笑しようと陰謀論の数々。

　──定例行事

　──むしろ俺たちが悪いようにすら思えてきた

　──ニコ生で謝罪会見しろよ、顔出しで

　──社員は何をして生活してるんです？

　──もう社長はとっくに死んで、闇組織の人が更新してるんだよ

　こんなゲームに誰がした。こんなゲームを誰が作った。

　俺は悩んでいた。とても考えていた。

　俺たちは、スタッフを含めてがんばっている……と思う。でも、やっぱり拙つたない部分が多くて、どうしても先へと進むことができないでいる。

　だからやっぱり、いくら他力本願と言われようと、逆転のための布石を用意する必要があるのだ。

「やるか……リクルート召喚を」

　シナリオについては、俺がケイトから教えてもらって多少の心得を持つことができた。だから次は、別の部署の強化に当てていく。

　頭の中で、どういう人材が必要なのかを考えはじめた。まとまったら、みんなを集めて承認を取り、シャルロットに触媒を集めてもらって、ラクアに召喚の準備をしてもらおう。今はとにかく、人材が必要なのだ。

　俺は、みんなが揃って先に四Ｇ屋へ行ってしまった夜の街へ向け、窓を開けてすうっと息を吸い込むと、最大のボリュームで、空へ向かって叫んだのだった。

「誰か喚よんでよ！」
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　客観的に見れば、延期続きで全然ゲームの開発ができていないダメなブランド。

　それが『えいえんソフト』。

　わたしもイラストレーター・水みな瀬せあかりとして所属をしていなければ、表面上の情報だけを見て、ダメブランドに対して草を生やしていたはずだ。

　そういった苦情なんかを処理してる久く保ぼくんやモニ子にはちょっぴりゴメンねって思うけど、外野の人たちの気持ちも理解できちゃうんだよね。

　だけど、わたしはここにいる。

　ただ叩いている人たちとは違って、みんなが実際に何をしているのかを知っているわけで、その中でも久保くんのがんばりは凄いことになっていた。

　アイ子がアルコエーテルで飲み潰れれば、文句を言いながらも面倒を見るし、モニ子が興奮で顔を赤らめてしまえば、これも特訓だって落ち着けようとする。ラッ子が何かある度にセンパイって頼ってくれば、正規雇用以外は応えているし、シャル姉が新作メニューの味見を頼めば、真面目にレビューを始めようとする。

　……ってあれ、おかしいな。ゲームに関する話が全然思い出せないんですけど。

　ともあれ、わたしが知る限り、ゲームを作る上でも、日々を過ごしていく中でも、久保くんはいつも中心にいる。

　だからなのか、久保くんのいない開発室はなんか不思議だった。

　わたしが出社してくる時間にはもう、久保くんがいつも先にいたし……なんて言えばいいんだろう。とにかく、ちょっと物足りない感じになる。

『えいえんソフト』のスタッフとしても、水瀬あかり個人としても。

「ただいま戻りましたっすー」

「ん、おかえりー」

　それは人数の問題ではなくて、さっきまで外回りでいなかったラッ子が戻ってきても特に満たされる感じはしない。や、ラッ子はいい子だけどね。

「今日の外もめっちゃ暑いっす。エアコン様がいらっしゃらなかったら、戻った途端に溶けてたかもしれないっす」

　ラッ子はてくてく移動したかと思えば、ぴたっと立ち止まり、表情をくしゃっと崩した。一番冷風の浴びられるポジションを見つけたらしい。

　思わず笑ってしまうけど、そうしちゃう気持ちはわかるのよね。

　こっちの世界の夏も現世の日本みたいに暑い。湿度たっぷりなとこも似てる。

「お疲れさまです、ラクアさん。これ、お水です」

「あっ、ありがとうっす！」

　ラッ子はモニ子から水の入ったコップを受け取ると腰に片手を当てて豪快に飲み干した。

「ぷはーっ！　生き返るっす！」

「ラッ子、それはちょっとおっさんくさいわよ」

　笑いながらわたしが指摘すると、ラッ子はちょっとばつが悪そうに、

「うっ……そうっすか……」

　帽子のつばを下に引っ張ってしょんぼりとした表情を見せる。周りにいる人たちの影響をモロに受けちゃったんだろうね。

　たまに、久保くんがそういうことを言ってしまう時がある。わたしは……たぶん大丈夫だと思う。一番、影響を与えてしまっているとすればきっと、今も床で寝転がっているこのプログラマーとは名ばかりのグラフィッカーがそうなのだろう。

　わたしの視線に気づいたのか、アイ子が身体を起こした。

「……ん？　何か用？」

「んーん、別に用ってわけじゃないんだけど……それが気になってね」

　とんとんと耳を指の腹で叩く。

　アイ子の耳にはよくわからない装置が取り付けられていた。前にも似たようなものをつけていたことがあるから、たぶん同じ種類のものなんだろう。

　アイ子はふふんと自慢げに笑うと、

「これに目をつけるなんてさすがはあかりね」

　なんてことを言い出した。

　いや、わかんないから聞いただけだし。さすがとか言われても困るんだけど。

　そんなわたしの困惑をよそに、アイ子は髪をかき上げてしっかりと耳を見せてくる。

「『エルフ耳サポーターマーク三オーガニックバージョン』よ。これが発売されたことでエルフ耳ギプス業界には激震が走ったわ。自然由来のパーツを組み上げて作られ、ギプスとは違うアプローチでこの子はエルフ耳を生み出すの。作るのではなく、育む。無理矢理押しつけるのではなく自主性に耳をゆだねる。マーク三では完成形と言われたマーク二からさらに効率性が十八％もアップしたの。見ただけでその違いはわかるわよね？」

「うん」

　適当にうなずく。

　違いかー、まあ、たしかに前のよりは自然素材っぽいというか、オーガニック感はあるかもしれない。

　前につけてたのはもっと機械寄りで、今回のは自然っぽい感じだ。

「一番の違いは素材にエルフの弓でも使われる素材、精霊樹の枝を採用したことね。弓にするには難しいサイズのものを使用することで驚きの高品質と低価格を両立させたわ。これで……これでついにあたしもパーフェクトなエルフ耳を手に入れられるのよ！」

「そうなの」

　深夜作業中につけていたテレビで流れていた通販番組を思い出す。

「ねぇ、アイ子。それって今買うとエルフ鼻サポーターがついてきたりしないの？」

「っ!?　どうしてそれを知ってるの!?　まさか、あかりも愛用者なわけ!?」

「……ほんとに付いてくるのね。あとわたしは使ってないから」

　あいにくと耳を伸ばす必要性や、鼻の形を整えたり高くしたりするつもりはないしね。

　しかし通販の王道をいくセットだなあ。たぶん配送料は向こうが負担してくれるに違いない。

「けど、あたしもエルフ鼻サポーターはいらないんだよね。モニカ、使ってみる？　あげるわよ？」

「わ、私も大丈夫です」

　モニ子が小さく首を横に振る。そりゃいらんでしょ。

　耳はまだ髪で隠れるけど、顔のど真ん中にパーツをあからさまに付けられるのは、想像するだけでちょっと笑ってしまいそうになるから勘弁してほしい。鼻フックをつける芸人の罰ゲームじゃないんだから。

（……それにしても）

　ウチの会社って、自分を含めてしまうのはさすがに自慢が過ぎるかなって思うけど、美人が多いのよね。

　アイ子だって自分の耳を気にしてるけど、それはあくまでエルフ耳としては小さくてまったくそうは見えないというだけで、基本的に造形は整っているのだ。シャル姉もそうだし……フェアリーフ、恐ろしいところ。

「それでセンパイがいないのはどうしたんすか？　お出かけ中っすか？」

　ようやく外回りの疲れが抜けてきたのか、ラッ子が尋ねてきた。ラッ子の場合はまだ完成されていない魅力がある。きょろきょろと久保君の姿を探して辺りを見回す様子はご主人様を探しているわんこみたいでかわいく見える。

「ちょっと前に電話がかかってきてね、それで出ていったわ」

「わざわざセンパイがですか。珍しいっすね」

「この間の外注先からだから。内容はお察しよ」

「ああ……なるほどっす」

　ラッ子はその一言で察したようだった。

「そういやパトリックってさ、映像繋つないでボイチャしてるわけでもないのに、なんで電話越しに頭を下げてたの？　あれってあかりたちの世界だと普通なの？　それとも謝罪魔法の一種なのかしら」

「しゃ、謝罪魔法っ!?　現世にはそんな珍妙な魔法があるんすか！」

　ラッ子が目を輝かせる。

　たしかにあるなら気になるだろうけど……いや、だから、わたしの方を向かれても困るんですけど。そういうのは久保くんの役目だと思う。

「ないって」

　苦笑しながら答える。すると、わかりやすくラッ子の肩が落ちた。珍妙って評したわりには気になっていたようだ。

　まあでも、魔法として存在はしなくても、慣れみたいなものでそうしちゃう人がいるのは多いかな。わたしも何度も目にしたことがある。大人って大変だ。

「電話ってあれっすよね……この間、納品しちゃったシナリオの件っすよね」

「それそれ」

　あの日の久保くんのうろたえっぷりはとんでもなかった。納品直後の油断した状況からのエロシーン混入事件は随分とこたえたらしい。

　いつもはちゃんと保険をかける人だから、あれだけ動揺してる姿は、申し訳ないけどちょっと面白かった。

「あのままじゃ当然、全年齢作品には使えないから、今は向こうで修正をしているんだって。で、中久保くんはそれの確認をお願いされたってわけ」

「それって、わざわざ行かなくても、ファイルを送ってもらって確認するんじゃいけないっすか？」

　ラッ子が首をひねる。

「ただの確認ならそれでいいんだけどね。正確に言えば、確認という名の修正作業に向かっているの。あくまで調整を行った結果、シナリオに齟そ齬ごが出てしまっていないかを本来の担当者にご確認していただき、自発的に調整をお願いできませんか、ってね」

「それって、センパイが修正するのと変わらないってやつじゃないですか……」

「でも、そうしないとちゃんと払ってもらえるかも怪しいからね」

　久保くんが口にしていた言葉をそのまま借りる。

　彼はそう言って苦笑いをしながら、開発室を後にした。

　要件を満たせていないシナリオの取り扱われ方は難しいみたいで、全ボツからの全書き直しともなれば時給換算で百Ｇに届いてるのかなって計算になってしまうこともあるらしい。そしてそういう時、久保くんは自分ががんばってどうにかなるのならと背負ってしまっちゃうタイプだ。

「というかパトリックってば、ケイトもいないのにちゃんと書けるのかしら」

　アイ子がぽつりとつぶやいた一言にハッとする。

　そうだ。この間はケイトが教えてくれていたから書けていたのだ。

　元々、久保くんが書けるのならリクルート召しよう喚かんをする必要もなかったわけで……もしかしたら猛特訓のおかげで書けるようになっているのかもしれないけれど。

「そうなのよね……ケイトはもういないのよね」

　でも、一週間の滞在だけで結果としてよかったのかもしれない。もっと長くいれば、その分、わたしたちも彼に頼ることが増えただろうし、情も移ったに違いない。時間の長さですべてが決まるわけじゃないけれど、長い分だけ積み重なるものはどうしても多くなってしまう。

「わたしもそこそこ長くなったなー」

　誰に言うでもなく、つぶやいた。





　　　　◇






　みんなであれこれと久保くんについて心配したり推測したりした結果、「とにかくがんばれ」という身もふたもない結論になり、スタッフ全員で念を送ることにした。

　で、それ以降は特に何もしていない。雑談タイムというやつだ。

「今度こそラクアも正社員になれると思ったんすけどねー」

「今回は運がなかっただけじゃない？　あたしたちはちゃんと期日通りに納品できたわけだし」

「そうね。ラッ子もアイ子もがんばってたものね」

　ちょっと、わたしの都合で振り回してしまったなーという自覚はある。

　最後の方なんてラッ子にも抜けがないかチェックをさせていたわけで……せめて、その分ぐらいはちゃんと認めてあげないといけないと思う。

　わたしなら、認められたい。

　ラッ子はがばっと頭を下げると、

「ありがとうございますっす！　ラクアもあかり先輩があんなにがんばってるの初めて見たっす！」

　こっちを向いた時には浄化されそうなほど満面の笑みを浮かべていた。

　けど……初めて、ねえ。普段のわたし、そんなに無気力に見えてんのか……。

「ありがと。まーその分、今はなーんにもやる気ないけどね」

「あかりさんたちが今進められる仕事……特にないですもんね」

　ラッ子はメールを返したり、久保くん宛ての電話に応対したりと細かい作業はあるけど、わたしとアイ子──いわゆるグラフィック班には何もない。二週間かけてやるはずだった外注作業を一週間で終わらせてしまった影響がはっきりと出ていた。

　まあ、こうしてる間にも久保くんは一人がんばってるんだけどね。

「やる気を出そうにもやる仕事がないと。進められるとしたら自社企画だけど……」

「そうよ、それよ。あかりは例の企画書見たんでしょ？　そんなにヤバかったの？」

「あれで全年齢作品に仕上げるのは難しいって言えるぐらいにはね」

　ケイトの書いていった企画書のことを思い出す。

　いわゆるエッチなシーンが分離しているのであれば、そこを外してということもできたのかもしれないが、あの構造だとそういった要素と物語の転換点が重なってしまっていたのだ。あれでは該当のシーンを外してしまうとお話が成立しなくなってしまう。

　つまりは「本当に出来のいいエッチなゲーム」というわけだ。

「へー、そうなのね。ちょっと気になるわね。勝手に見ちゃおうかしら」

「だ、ダメですよ、アイリスさん。シュンは見ちゃダメだって……」

「それはあくまでモニカに対して言ったんでしょ？　あたしなら大丈夫だって」

　アイ子が久保くんのデスクに近づき、企画書を探し始める。

「あれー？　おかしいわね。それだけエロいっていうのなら二重底の下とか、資料本の隙間に挟まってるもんだと思ったんだけど……」

　中高生男子のエッチな本の隠し場所じゃないんだから……。

　アイ子が触れるたびにどんどん久保くんのデスクの周りが少ない紙の資料やら、着替え用にストックされていたワイシャツやらで散らかっていく。

「え、えっと、これはどうしたら……」

　普通なら止めて「はい、おしまい」なんだけど、そうできていないのはこの子もちょっと気になってしまっているからなのだろう。アイ子が探し続ける間、モニ子は止めなきゃいけないと思っているんだけど、実は自分も見たがっているというジレンマに囚われ続けるわけだ。

　……まったく見てられないわね。

「大丈夫よ、モニ子。わたしに任せておきなさい」

「あかりさん……！」

「アイ子、企画書を探すの、その辺でやめておいたら」

「あかりは自分だけ見てるからそんなことが言えるのよ。隠されると気になっちゃう気持ち、わかるでしょ！」

「──探し場所が違うって言ってるの。あんまり引き出しをあさってると元通りにするのが大変なんだから」

「え、えっと、あかりさん……？」

　モニ子がわたしを見る。

　大丈夫、安心して。モニ子のジレンマはわたしが解消してあげる。

　そんな想いを込めた全力の微笑みを返した。

「だから言ったでしょ。わたしに任せておきなさいって。小久保くんは紙資料なんてさっさと処分するわよ。大事な資料はこっち。データでちゃんと残してるの」

　端末を立ち上げるとスリープ状態になっていただけのようで、すぐにパスワード入力画面が表示された。

「えーっと、たしか小久保くんのはっと……」

　わたしが思い出しながらキーボードを叩いていると、

「ちょっと待って。なんであかりがパトリックのパスワード知ってるの？　ハッカーか何かなの？」

「前にちょうど入力してるところを見ちゃっただけ。よかった、変えてないみたいね」

「それ、全然よくないことに思えるっすけど……」

「定期的にパスワードを変えたところでセキュリティ能力には差がないのよね。むしろ、変えることを定期的に求めちゃうと破られやすくなっちゃうの」

「そういう意味でのよくないじゃないっすけど!?　ってあー！　本当に立ち上げちゃってるっす！」

　起動用のパスワードが認証され、デスクトップが表示された。





　　　　◇






　お目当てのファイルはあっさりと見つかった。

　わざわざ日付を含めたタグで整理されていたのですっごく見つけやすかった。

「……たしかにこれはあかりの言ってた通りね」

「でしょ？」

「うっひゃー……ヤバイっすね、これ」

「ラクアさんあんまり前に来られると画面が見えなくて……」

「ご、ごめんなさいっす」

　一つのモニターをみんなで覗き込む。ファイル自体にもパスワードはかかっていたが、ログインパスワードをもう一度試してみたら通ってしまったのだ。

　人数分を出力することも考えたけど、もしそれが見つかってしまった時に誤ご魔ま化かしが利かないのでこうしてみんなで見て、ファイル履歴を消去しておくという作戦が選ばれた。

　自分たちの考えていた企画がベースになっているせいか、なまじ想像しやすくなってしまっているのがよくないと思う。

「あかりさん、ここの……彼氏ワイシャツってなんですか？」

　顔を真っ赤にしたモニ子が声と身体を震わせながら、画面の一部を指さす。

　通り雨に打たれてしまったヒロインをたまたま近くにいた主人公が見かけ、偶然にも自宅が近かったことからそこへ避難させ、自分の普段着ているシャツを着替え替わりに貸すというシーンだ。これまたベタなシーンを作ってたのね、あの金髪幼女。

「これ、普通のワイシャツじゃダメなんですか？」

「そうねー……どう説明したらいいのかしら」

　脳内では自慢げに金髪幼女が説明を始めているが、それをそのまま伝えてしまってはモニ子にとっては刺激が強すぎるだろう。

「ほら、わたしたちと小久保くんは体格が違うでしょ？」

　宙に指先で適当に描く。久保くんがすっごく大きいというわけではないけれど、わたしたちと比べれば十分に差を感じられる。

「体格が違えば着る服のサイズも変わるわ。つまり、わたしたちが小久保くんの服を着たとすれば、ダボダボになるわけ。いわゆる萌え袖とかと同じ効果ね」

「萌え袖、ですか？」

「あ、そっちも説明が必要か。ラッ子、手を横に広げてー」

「はいっす」

「ほら、ラッ子の袖もゆるゆるしてて、ひらひらしててかわいいでしょ？　はい、下ろしてー」

「これが萌え袖だったんすか！　ラクア、知らなかったっす！」

　うん、そういう無自覚な方が効き目あるからいいと思うよ。

「全身がこんな感じになるのよ。ただのワイシャツだと結構ハッキリとシルエットが出ちゃうから、可愛らしさというよりはしっかりとした印象の方が強くなっちゃうの」

「な、なるほど……」

　わたしの説明でよりさっきのシーンが想像しやすくなってしまったようで、モニ子はますます顔を赤くしていた。それでも普段のように隠れてしまうなんてことをしないのは、それだけこれに興味があるからなのだろう。

「……せっかくだし、試してみたら？」

「な、何をですか？」

「彼氏ワイシャツ」

　モニ子の肩をしっかりと摑む。

　このメイド服、肩が出ててもう既にちょっとフェティシズムを感じさせるのよね。

「え、えっと……あかりさん……これは？」

「ほら、ちょうどいいところに大久保くんのワイシャツもあることだし」

「ふええっ!?」

　アイ子の捜索により今、久保くんのワイシャツはデスクの周りに放置されている状況なのだ。

　ある意味、こんな絶好のチャンスはない。

「ち、違います。着てみるとかそんなことは言ってなくて──」

「モニ子がワイシャツ姿になってくれれば、わたしのやる気も出るんだけどなー」

「絶対に噓ですよね！　これまで一度もそんな話はしてなかったじゃないですか！」

「いいわね～、あたしもちょっとモニカのそういう姿、見てみたいな」

「アイリスさんまでっ!?」

「まーまー、着てみなさいよ。モニ子にとって新しい世界が見えるかもしれないわ」

　メイド服の隙間から垣間見える肌はほんのりと上気していて、こういう色気ってイラストではなかなか匂わせるのが難しいのよね。あ……やばい、そんなこと考えてたら、久保くんのことそうイジってらんないかもしれない。

「むっ、無理です。こんな人前でそんな格好になるなんて」

「はっはっはー！　よいではないかーよいではないかー！」

　エプロンドレスの端っこを引っ張る。

　着物の帯みたいにぐるぐるーとはいかないけれど、引っ張りやすいのでこれで十分だろう。

　気分は完全に悪代官だ。通じるとは思わないし、わたしだって実際に時代劇や何かで見た覚えはないから、なんとなくだけれど。バラエティー番組で見た覚えはある。

「ふにゃーっ！　引っ張らないでくださいっ！　それになんですか、よいではないかって全然よくないですよ！」

「これでいいのよ！　わたしや大久保くんのいた世界で、女の子の服を脱がせる時はこう言うものなの！」

「なんでそんな限定的な言葉があるんですか!?」

「いい、モニ子。よいではないかって言われたら、あーれーって言いながら回るか、おやめくださいお代官様ーって言いながら回るのよ」

「反応も決まってるんですか!?　しかもどっちの台詞でも回ってますよね！」

　もうそれはそういう伝統芸能になっているのだからしょうがない。

　ただ、モニ子が戸惑っている今を逃すわけにはいかなかった。

「そうよ──隙ありっ！」

「にゃぁーっ!?」

　モニ子が反応するよりも早くエプロンドレスを引っこ抜く。

　ベースの上からつけているものだから、これが外れたところで露出度にまったく変化はないはずなのだけど……外された当人としてはけっこう恥ずかしいみたいね。

「ううっ……あかりさん……それ、返してください……」

　エプロンドレスのなくなったスカートの裾をぎゅっとモニ子が握りしめる。

「モニ子、諦めなさい。ワイシャツを着たら、返してあげるわ」

　あ、でもそうなるとワイシャツの上からエプロンをつけることになるのか。

　それはそれで、また随分と変態チックな装いになりそうね。

「わたしは背中を押したいの。モニ子が新しい感性に出会えることを祈ってるのよ」

　それでもし、ある種の性癖に目覚めてしまったとしても責任は取れないけれど。

　じりじりとモニ子ににじり寄っていく。

「モニ子、あなたが今どうしてメイド服を着ているのかを思い出しなさい……」

「私が……人前に出るのが苦手だから、見られてもいいようにって特訓を……」

「そう。これはあなたが勇気を持てるようになるための試練なの」

「……試練、ですか」

　にじり寄るわたしと、後退するモニ子。

「あかり、あんた変にスイッチ入るとほんとおっさんになるわね……」

「外野は黙ってなさい。今はモニ子とわたしの世界なのよ」

　ごもっともなアイ子の指摘をはね除け、わたしはまた一歩、モニ子に近づいていく。

「今のご時世、イベントで声優が担当したキャラクターの衣装を着て登壇するなんて珍しい話じゃないわ。今、ここでモニ子がワイシャツ姿になれれば、ワイシャツ姿になれない者たちの一歩前にいけるの」

「一歩、前に……」

　アイ子はわたしと同類だし、ラッ子は後輩であるがゆえに先輩であるわたしの動きを止めることができない。もうモニ子には逃れる術も守ってくれる相手もいないのだ。そして、何より……わたしがワイシャツ姿のモニ子を見たい。

「さあ、勇気を胸に飛び込むの。モニ子……いえ、ヴァンダレイ・モニカ！」

「ひぃぃぃぃぃっ」

　悲鳴を上げるモニ子と、アイ子のあきれた声と、見ちゃいられないとそっぽを向きつつもチラチラこっちを見てるラッ子の姿と。

　そしてノリノリでモニ子を脱がしにかかるわたし。みんなの姿が、ドアの開く音と共に、一斉に静止した。

「貴女たちは、何をしているんですか」

　……えーっと、この声は誰だっけ。

　かけられた声に振り向くとそこにいたのは、

「あ、ガチエルフじゃない」

「何ですかその呼び方は!?　キャサリンです！　キャサリン・ゴッドウォーです！」

「あはは……」

　眼鏡の向こうで目をつり上げるエルフと、苦笑いを浮かべるシャル姉だった。
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「それで本日はどういったご用件でしょうか？　いらっしゃるというご連絡はいただいていなかったかと思いますが」

「……口調を改めるぐらいならば、まずはわたくしの方を見てください。というか今さらです。なんですか、さっきのガチエルフというのは」

　思いっきり素の反応をしてしまった後だとさすがに誤魔化せないか。

　来るとわかってたら、ちゃんと猫を被るようにしていたのだけれど、それもたらればの話よね。

「そーよそーよ！　キャサリンがガチならあたしなんてとんでもないことになっちゃうわよ！」

　アイ子が頰を膨れさせる。

　わたしはため息をつきつつ、

「こっちのとんでもないダメエルフと比べて、キャサリンさんがあまりにも立派なエルフだったからつい……」

「ダメってなによ、あかりー！」

　ダメエルフはおいといて、キャサリンはいぶかしげに首をかしげた。

「つまり、褒め言葉のつもりだとでも言うのですか」

「うん、三分の一ぐらいはそんなつもりよ」

「……残りの要素については尋ねないことにします」

　大きなため息と共にガチエルフもといキャサリンが眼鏡を外した。

　もったいねー。久保くんの周りで唯一の眼鏡キャラなのに。せっかくのアイデンティティをあっさりと手放してしまったことには気づいてないんだな、この人。頭よさそうなのに、その辺の勘はどうにも鈍いらしい。

「私はあなたたちと口喧嘩をしに来たわけではありません。本題は──」

　言い切る前にわたしは机を軽くパンと叩いた。

「わかったわ。ずばり、〆切の催促ね」

「違います」

　もう一度、机を叩く。

「なら、貸し付け資金の回収ね。利子はアイ子秘蔵のアルコエーテルでよいかしら？」

「ちょっとあかり!?」

「それも違います」

「うーん……今は大久保くんもいないタイミングだし……ヒント！　ヒントをちょうだい！　せめて四択形式に！」

「そもそもクイズではありません！　まったく、労ねぎらいに来たのは間違いだったでしょうか……」

　その言葉に思わずアイ子たちと視線を合わせてしまう。

「シュン……えっと、久保ではなくて……私たちをですか？」

　モニ子はおずおずと手を挙げると、わたしたちの聞きたかったことを聞いてくれた。

「ええ、そうです。先日、お送りいただいた『サイコイ』の各種絵素材に関しては問題なく納品となりました。本来のスケジュールにも収めていただけたこともあり、先方からも感謝をされています」

　わたしたち一人一人にしっかりと視線を向ける。

　それは彼女にとっては小さな気遣いなのだろうけど、その視線一つでなんだか認められているという実感が強く湧くのだから馬鹿にはできない。

「そして、この品質で進めていただけるのであれば、定期的にというのは難しいですが、次回もぜひお願いしたいとも。皆さん、お疲れさまでした。シナリオに関してはその……ちょっとしたトラブルもありましたが」

　そう言って、キャサリンはわずかに頰を赤らめた。

　凜とした印象を与える彼女がそんな表情を見せるのは、ギャップ萌えとしてズルいなと思ってしまう。そりゃいくらあの鈍感の久保くんだって多少はおかしくなっちゃうのも仕方がない。

「ですので今、俊とし徳のりさんがシナリオの修正に向かっていることは把握した上でお伺いしています。こういった機会でもないと、直接お話しすることもないですから」

　キャサリンは肩にかけていたバッグから小さな包みを取り出すと、

「これはちょっとしたお土産みやげです。皆さんで──」

「あ、これって例の店のじゃない？　ほら、フェリラン三つ星の」

　アイ子が目め敏ざとく発見し、指摘した。

　言われてみれば包装も丁寧だし、どことなく高級感が漂っている。

　開ければきっと中身も見栄えのする配置になっているのだろう。

「よく知っていますね、アイリス。あなたも行ったことがあるのですか？」

「ううん、全然。調べただけ。へー……こんな感じなのね。美味しかった？」

「ええ。丁寧な仕事を感じられる素晴らしいお店でした」

「なるほどねー、そんなお店に一人で行く羽目になったのは本当にお疲れさまって感じね」

「ど、どうして一人だと……？」

　キャサリンの声がかすかに震えてる。

　そんなこととは気づかずにアイ子は、

「え、だってパトリックに断られたんでしょ？」

　バッサリと、言ってしまった。

　室内に微妙な緊張感が漂う。アイ子すげえな、こんな言いにくいこと。

　キャサリンは眼鏡をかけ直しては外し、わたわたと手を宙にさまよわせ、

「ち、ちちち、違います！　そ、そうです！　元から一人で行くつもりで……！　チョウさんならわかりますよね！」

「そ、そうね……」

　あ、シャル姉も困ってる。

　ていうか、シャル姉とガチエルフって知り合いだったんだ。

「キャサリンちゃん、一人でお店によく飲みに来るのよ。だから別に一人でお食事に行くのもおかしくないと思うわよ～」

「そ、そうです！　わたくしは一人で飲み慣れています！　だから、フェリラン三つ星のお店に一人で行くのも不思議なことではないのです！」

　さすがにちょっと不ふ憫びんに思えてきた。

「ねぇねぇ、あかりちゃん」

　シャル姉が手招きをしてくる。

　近づくと、周りには聞こえないようボリュームに気をつけた声で、

「今度もしお店で見かけたら、あかりちゃんたちの方から声をかけてあげてくれないかな」

「わたしは別にいいけど……どうして」

「キャサリンちゃん、美人でしょ？　一人で飲んでるとどうしてもちょっと声をかけられちゃうことが多くてね……これまではわたしが気をつけてあげられてるんだけど、それもずっとできるとは限らないじゃない？」

　思わずキャサリンの方を見てしまう。

　あまりそういった状況に対処するのには向いてなさそうだ。

「でも、どうしてわたしなの？　それこそ小久保くんとかに言えばいいじゃない」

「トクサンはキャサリンちゃんに関しては……その、頼りにならないじゃない？」

「……たしかにそうね」

　キャサリンが久保くんのどこに惹かれているのかはわからないけれど、傍はた目めから見てても彼女が好意を抱いているのは明らかだ。もう俊徳さんとか呼んでる時の表情とか、思春期の乙女かって思う。いや、わたしも年代的にはその範はん疇ちゆうなんだけど。

　とにかく、これだけ露骨なアプローチをキャサリンからかけられているのに、発注元とその下請けという立場を先に考えてしまっているせいか、久保くんがそれに気づく様子はない。そんな状況であるにもかかわらず、キャサリンがナンパされてるのから守るなんてことになってしまえば……ますますややこしい事態になってしまうだろう。

　保護者意識なんてものを久保くんが抱いてしまった日には、もう目も当てられない。

「あかりちゃんなら、周りがちゃんと見えているからお願いできるかなって」

「わたしが？　全然そんなことはないと思うけど。それなら、シャル姉の方が──ってそうか、お店があるものね」

「ほら、そういうことをすぐにわかってくれるでしょ、あかりちゃんは」

　そう言ってシャル姉が笑う。

　今のところ、いろんな意味でこの人に敵かなう気はしなかった。

「わかった。ま、問題があるとすれば、わたしじゃなくて──」

　言葉を切り、もう既にキャサリンへと突っかかっていた金髪娘へと視線を向ける。

「へえ、キャサリン飲めるんだ～、けっこう、量もいけるの？」

「え、ええ、まあ……流通のおじさんたちは酒豪が多いので、慣れましたわ」

「よーし、こうなったらどっちの方がエルフとして正しい一人飲みができているか勝負よ、キャサリン！」

「なんですか、その聞いているだけで頭の痛くなる勝負は。もしかして、既に酔っているのですか？」

「今日は酔ってないわよ！　逃げるつもり？」

「逃げてなどいません。そもそも、そんな勝負は成り立っていません。わたくしに受ける理由もありませんから」

　だけど、アイ子がつい突っかかってしまう気持ちもよくわかる。

　アイ子にとってキャサリンは自分がなれなかった存在の一つだからだ。

　エルフ然とした容貌。ＫＧＢにおいて現場トップと匹敵するだけの才能。そんな存在と自分が同じ括くくりの中で扱われるとなれば、その心中は穏やかではないだろう。

「理由ね……そうだ、ならこういうのはどう？　あたしには今度、パトリックと飲む予定があるの。キャサリンが勝ったら、その予定をあなたにあげるわ」

「と、俊徳さんと……」

　その予定、仕事でポカをしたアイ子が久保くんにおごるって話だったと思うんだけど、ま、いいか。面白そうだし。

「どう？　悪い話じゃないと思うんだけど」

　そんなアイ子の問いかけに、キャサリンは一つ深呼吸をすると、

「お……お断りします」

　絞り出すような声で返した。まさに苦渋の決断というやつだったんだろう。

「たしかに魅力的ではありますが、俊徳さんにも都合というものがあります。勝手にスケジュールであったり、相手の変更を行うのはよろしくないかと」

「くっ……この真面目エルフめ……」

　不真面目エルフがキャサリンを睨み付けた。
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　久保くんが戻ってきてから、キャサリンの持ってきたお土産が見つかってしまっては大変だ。そんなことに気づいたわたしたちは、早速そのお土産をお茶請けに話を続けることになった。

「これ、美味しいっす！」

　ラッ子が嬉しそうに声を上げる。

「お口に合ったようならなによりです」

　わたしたちの手元にカップが一つずつ置かれる。

「これ……お茶です……」

「ありがとうございます。ところで、もう一つお聞きしたかったのですが、今回サポートに入っていただいたというシナリオライターの方は今どちらに？」

　キャサリンの質問にアイ子はお菓子をつまみながら、

「ケイトならもう帰ったわよ。ったく、それはそうと本当にこれ美味しいわね」

「帰った……それは俊徳さんたちの世界に、ということで間違いないですか？」

　それは質問のようではあったけど、ある種の確信がキャサリンにはあるのだろう。

「……そうね。その通りよ。ケイトは戻っていったわ。わたしたちの世界にね」

「リクルート召しよう喚かん……やはり、その手でしたか。水瀬さんといった事例があることは理解していましたが……まさか、また行うとは正直、思ってもいませんでした。前々からそういったお話はあったのですか？」

「やるかってなったのは、そっちの社長に呼び出されてからね。ツテの方からは連絡が届かなくなったし、こうなったらやるしかないって」

「なるほど、そういうことでしたか」

「何？　キャサリンってばケイトに用だったの？」

「もし、まだいらっしゃるのであれば、お話はしてみたかったですね。俊徳さんの認めた人材ということであれば、間違いなく有益なスキルを持っている方でしょうから」

　間接的には自分を辱はずかしめた相手だとわかっているはずなのに、そう言えるのはさすがだなって思う。

「ふーん、あの金髪幼女にねぇ」

　アイ子が肘をついたまま、もう一つ、とおかわりをつまんでいく。

　その横ではキャサリンがものの見事に固まっていた。

「金髪……サポートに入ったのは男性ではなかったのですか？」

「あーうん、たしかにケイトはそうなんだけど……金髪幼女だったのよ、見た目は」

「……どういうことですか？」

　実際に接していたわたしたちでも慣れるにはちょっと時間がかかったのだ。

　又聞きのキャサリンが受け入れるにはそこそこのハードルを越えないと無理だろう。

「彼がシナリオを書いたヒロインの姿になってきたの。彼の理想の姿としてね」

「……つまり、どういうことですか？」

　まあ、うん。そういう反応になるのも仕方ないわよね。

「それはラクアから説明するっす。リクルート召喚はあっちの世界からあかり先輩みたいに人材を募集する召喚術なんっすけど、実際にはその人材が深層心理で求める姿になってこっちに来ることができるらしいっす。これは新発見でしたっす。リクルート召喚はまだまだ知らないことだらけっす」

「そもそもやってるのがラクアだけだもんね」

「いつか精霊召喚じゃなくて、リクルート召喚がスタンダードの世の中が来るっす。ラクアはその先駆けなんっす！」

「ま、待ってください。今のギガマインさんの説明が正しいのだとすれば、ケイトさんは金髪幼女になることを望んでおり、その姿でフェアリーフにやってきた」

　うなずく。その認識でおそらくは間違っていないはずだ。

　キャサリンの視線がわたしに向けられる。

「つまり……水瀬さんも実際には男性だという可能性があるということですか？」

「ちょっとそれは失礼なんじゃない？　わたしはわたしよ」

　けっこうむかっとした。

「えっと、では本来はどのような姿を……？」

「だから、これがわたしなの！　何もいじってないわよ！　ありのままのわたしよ！」

　かなりむかっとした。

　わたしが天然美少女だと何か都合が悪いのだろうか。

　その怒りに気づいたのか、キャサリンは少し慌てた様子で頭を下げた。

「し、失礼しました。ですが、そうなると水瀬さんはご自分の姿のまま召喚されることを心の底から望んでいたということになりますが……」

「ええ、そうね」

　キャサリンが得体の知れないものを見たかのような、すごい表情を浮かべた。

　そんな表情をさせるようなことを言ったつもりはないのだけれど。

「ケイトはたしかに大久保くんの、『えいえんソフト』の力になってくれたわ。同じぐらい、トラブルも起こしていったけれどね」

　そう、ひさしぶりに作ろうとすることに本気になったこの一週間はちょっと楽しかったのだ。わたしが、ダメな部分はあるけれども、クリエイターであることを強く確かめさせてくれた。それはきっと久保くんも同じようなものを感じていたのだと思う。

　たとえ、その相手の見た目が金髪幼女であったとしても、それは関係がないのだ。

「……俊徳さんもおっしゃっていました。彼には、他にやらなければならないことがあったのだと。だから、帰っていったのでしょうね」

「ええ……そうね」

　わたしはしっかりとうなずき返した。

　そんな真面目な空気に耐えきれなくなったのか、アイ子が立ち上がり、

「っと、飲み物なくなっちゃったわね。あたし、持ってくるわ」

「ア、アイリスさんそれは私が……」

「大丈夫大丈夫。モニカは座ってなさい」

　なんだか上機嫌で冷蔵庫へと向かっていった。このとき、ちょっとあやしいなとか、アイ子のやつ珍しいなって思うべきだったのよね。後から思い返しても手遅れではあるんだけど……。
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「だーかーらー、パトリックに気に入られたいのなら、あんたもおっさんにならないとダメなのよ」

「どういうことですか、おっさんとは。ああ、そうですね。たしかにアイリスは俊徳さんと仲がよいですからね」

　どうやらアイ子は一人飲み勝負を諦めていなかったらしい。

　持ってきた飲み物にはアルコエーテルがほんの少し混ぜられてしまっていたようで、二人の会話がなんか熱を帯びてきたな、って思った頃にはもう手遅れだった。

　アイ子は首を傾げ、ずいっとキャサリンに顔を近づけると、

「……それ、あたしがおっさんだって言ってるの？」

「そういうことではないのですか？」

「ちーがーうーわーよー。ケイトのこと。ケイトってば、パトリックとすっごく仲よかったのよ？　並んで寝ちゃうぐらいに」

「……そうですか。まぁ男性同士の付き合いというものもあるでしょう」

「ケイトは金髪幼女だけどね」

「っ……！」

　その現場を唯一見てしまっていたモニ子が顔を真っ赤にさせた。

　……というか、キャサリンたち以外の飲み物にも混ぜられているのはどういうことなのかしら。徐々にアルコエーテルの回り出した頭で考える。

「本当はね、ケイトさんには文句を言いたかったのです。俊徳さんの前でなんということをさせてくれたのかと。シナリオも、企画書も、どちらもハレンチで……」

「わかるわよ、わかるわよ。さっきもあかりがモニカで試そうとしてたけど、試さなくてもわかるわ。あれはハレンチだって」

「違うわよ。あれは教えてあげてただけなの」

　ちょっと、やり方は無理矢理だったかもしれないけど。

「……ああ、そういえばそんなことをしていましたね。いくら女性同士とはいえ、ヴァンダレイさんを無理矢理着替えさせようとするのはやめた方がよいかと思いますが。あそこから何をするつもりだったんですか？」

「ほら、そっちも企画書を見たのなら覚えてるでしょうけど、彼氏のワイシャツを着るってシーンがあったじゃない」

「ええ。濡れていたこともあり、下着の線も出てしまうというシーンですね」

　そこまでは想像してなかったけど。

「モニカがよくわからないって言うから、なら試してみましょうってやってたのよ。ちょうどワイシャツもあったし」

「なぜ、そのようなものがあるのですか……まったく、この開発室には業務に関係のないものが多すぎます」

「業務に関係あるものですー。小久保くんが泊まり作業する時の着替えですー」

「……なんですって？」

　あ、これはアルコエーテルの入ってる頭でもわかるわ。

　思いっきり、口を滑らせちゃったというやつね。

　視界の隅ではシャル姉が苦笑いを浮かべている。さっき、せっかく周りがしっかりと見えてるって褒められたばかりなのに、これでは台無しだ。

「そうです……俊徳さんと食事に行けないならいっそ俊徳さんのワイシャツと……」

　なんかヤバイことを言い出してる気がする。

　というか、確実にヤバイやつだ。

　アイ子はそんなキャサリンの様子を見て、ケラケラと笑うと、

「なら、ちょうどいいじゃない。モニカー、キャサリンが彼氏ワイシャツ実演してくれるみたいよ。気になる？」

「……き、気になりますけど」

　モニ子もちらちらとキャサリンに視線を向ける。

　わたしの失言が原因なことはわかっているけれど、すっごくダメな流れに傾いちゃってるわよね、これ。

「キャサリン、諦めなさい。大丈夫、エルフだって自分の欲望に素直になっていいの」

「私……ちょっとヨイデハナイカをやってみたいです」

　あああああ……もう本当にキャサリンごめんね。

　正直、ちょっと目上の相手なら困らせてもいいやとかは思ってたけど、ここまでは予想外。モニ子がやっちゃうならまだしも、キャサリンがやっちゃうのはなんかダメだ。今までドットコムだったのがシーオージェーピーになっちゃうぐらいのガチ感がある。

「うーん、これはどうしたらいいんだろうね……今、トクサンには電話したんだけど、すぐ戻ってこられるわけじゃないだろうし……」

「正直、ラクアには止めようがないっす……」

　この状況においてまともなのはたぶん、シャル姉とラッ子だけだ。

　今のわたしがまともじゃないのは、わたし自身がよくわかっている。

　だからこそ、わたしが責任を取らないといけないのかもしれない。人を呪わば穴二つ……じゃないけれど。

　いつもどうにかしてくれる久保くんは今ここにはいないのだ。

「……わたしがやるしかないか」

「あ、あかりちゃん？」

　わたしは床に転がったままのワイシャツを摑むと、それを高々と掲げた。

「わたしが、やるわ」

　覚悟を決めて、もう一度口にする。

　大丈夫。恐れることは何もない。元々たくさん配信やってたし、人に見られるのをモニ子みたいに苦しく感じるわけではない。

　やろうとしていることに求められるのは恥じらいなんだろうけど、自分を勇気づけるには勢いが必要だ。

「よし！」

　わたしは気合一閃、ワイシャツに着替えはじめた。ネタでやってるってわかってるのに、なんか妙にドキドキする。

（身体、大きいな……男の子だから当然なんだろうけど）

　細かい部分にちょっと気づきを得つつ、わたしはやがてしっかりと、ワイシャツへの着替えを完遂したのだった。

「ほら、どうよみんな!!」

　颯爽と胸を張って、みんなの前に仁王立ちになる。みんな、驚きの目でわたしを見ている。さすがに恥ずかしかったけれど、これでみんなのメンツは保たれ──。

[image: ]

「何がよし、だ。何が」

　わたしの腕がぎゅっと摑まれ、振り返ると久保くんがいた。

　……えっと？　あれ？

「トクサン！　早かったね」

「シャルロットから連絡もらった時にはもう開発室に戻る途中だったんだよ。シナリオを書く感覚はまだ残ってくれていたからな。それに──」

　久保くんはわたしの腕を摑んだまま、自分のデスクに近づいていく。

「俺のＰＣ、起動時に通知が来るように設定してあるんだよ。一番の目的は電源の落とし忘れとかを防止するためなんだけどな。だから、誰かが触ったらわかるんだ」

　そしてスリープ状態からＰＣを起動させ、例の企画書が開かれたままの画面を見た。

　そして、わたしの惨状と見比べる。

「……あかり、説明」

「え、ええ、わかったわ」




　普段、長時間のお説教をされていることもあってか、久保くんの説教はコンパクトなものだった。一言一句刺さりまくってつらかったけど。

　久保くんの説教を受けながら、でもアイ子だってこの間はすごいポーズとってたし、わたしが久保くんのワイシャツを着たくらいでーって、ほんのちょっぴり考えたけど、それを口にしてしまっていたら、そこそこは長くなっていただろう。

　わたしたちが外に出るともう辺りはすっかり暗くなっていた。

　秋葉原の街は喧噪に包まれ、シャル姉は一足先に店の準備に戻っている。

　それでも『えいえんソフト』の開発室には明かりが点ともったままだ。

　ぼんやりと眺めていると、窓の近くに来た久保くんと目が合った。

　作業があるからと、彼だけが一人残っているのだ。

　久保くん、がんばれ。

　そんな思いを込めて、小さく手を振る。すると、しっしっと手であしらわれた。

　……ちょっと、その扱いはひどいんじゃない？

　誰がわたしをこの世界に喚よんだのか忘れちゃったのかな？

　そんな憤りをわたしが覚えている合間に、久保くんは作業に戻ったのか、その姿は見えなくなっていた。

「あかりー、どうしたのー？　行くわよー」

　アイ子がそんな声をかけてくる。わたしは少し急ぎ足でみんなに追いつくと、

「ごめんごめん。忘れものしてなかったかなーってね」

「そんなこと考えてたの？　キャサリンならともかく、あたしたちは明日も来るんだから、気にしなくて大丈夫よ。むしろ、荷物が軽くなってお得ね」

「……言われてみればそうね」

　そうだ、わたしたちは明日もまたここに来る。

『えいえんソフト』

　それがわたしたちの居場所についている名前だ。
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　本書は、元々まどそふとさんとＫＡＤＯＫＡＷＡさんが「なんかやろうぜ」と企画を考えていたところに、著者である木緒（と、その会社）が「それこうやったらおもしろくなりませんかね」と口を出したところ、「じゃああんた書きなさいよ」となって書いたものです……と、要約すれば四行で終わってしまう話なのですが、このあとがきは二ページ書きなさいという指示のもとで、進められております。なので、もうちょっとだけ、おヒマでしたらお付き合いください。




　まずは自己紹介から。私は木緒なちと申します。いつもはグラフィックデザインをしていたり会社の社長をしていたり、それとは別にゲームのシナリオや、ライトノベルなんかも書いております（『ぼくたちのリメイク』という作品です。こちらもよろしくどうぞ）。

　で、最近はソーシャルゲームのシナリオを担当することも多くなってきたのですが、求められる作業量が多いため、複数のスタッフとユニットを組むことになりました。そのユニットの名前が、本書の著者名でもあります、［木緒なち＆ＫＯＭＥＧＡＭＥＳ］なのです。そして今作は、わたくし木緒なちと、スタッフの茶山たいとの二名が執筆しています。よろしければ、覚えてやってください。




　さて、僕は個人として活動していたころから、実に多くのゲーム制作の現場に関わっていましたが、本作で描いているゲーム制作の現場は、残念ながらほぼフィクションです。まあ、そもそも異世界の住人たちばかりの時点で百％作り話なのですが……。

　でも、キャラクターの台詞の中に混じる本音の部分や、ちょっとした仕草の中には、実際に僕が見聞きしたものも含まれています。妙にリアルさを感じる点があるとすれば、そこに原因があるのではないかと思います。ファンタジー世界に生きているはずなのに、妙に所帯じみた、その辺にいそうな彼女たちの物語。今後とも楽しんで頂ければ幸いに存じます。




　最後に謝辞を。今回の企画に際し、横からあれこれと注文をしたにもかかわらず、柔軟かつ意欲的に取り組んでくださった宇都宮つみれ先生＆まどそふとさん。かわいいイラストをこれからも何卒よろしくお願いいたします。そして数々の無理難題をうまく処理してくださった担当編集さんとファミ通文庫さん。あともちろん、本書をお買い上げくださった読者の皆様にも、深く感謝いたします。

　何かと曲者ぞろいのヒロインたちですが、どうかかわいがってやってください。それでは、また次にお会いする時まで、どうぞお元気で。
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